
औѻઆ໌ॻ
介護用ベッド  楽匠Sシリーズ 100cm幅

まえがき
͜ͷͨͼ͸ɺ介護用ベッド楽匠SシリーズΛ͓ങ্͍げ͍͖ͨͩɺ·͜ͱにあΓ͕ͱ͏͍͟͝·ͨ͠ɻ
͜ͷ「औѻઆ໌ॻ」に͸ɺϕουΛ҆શに͓͍͍ͩͨ࢖くͨΊͷ஫ҙ߲ࣄͱ࢖༻ํ๏ͳͲΛͯ͠ࡌه
͍·͢ɻ
●ベッドをお使いになる前に、必ずこの「取扱説明書」をよくお読みいただき、正しく安全な取扱方
法を理解してください。

●ベッドで療養する方ばかりでなく、介護する方もこの「取扱説明書」をよくお読みください。
●この「取扱説明書」はお読みになった後も、いつでも見られる場所に保管してください。
˔͓ങ্͍げͷ੡඼͸ɺվྑͳͲにΑΓɺ͜ͷ「औѻઆ໌ॻ」ͷ಺༰ͱҰ෦ҟͳΔ৔߹͕あΓ·͢ɻ
˔動作ൣғɾੇ๏ɾ֯౓ɾ࣭ྔͳͲͷ਺஋ͷ͕ࡌهあΔ৔߹ɺͦͷ਺஋に͸ଟগͷؚ͕ࠩޡ·Ε·͢ɻ
ɹಛผͳ΋ͷΛআ͖͜ͷ「औѻઆ໌ॻ」で͸ɺ表示Λݟ΍͢く͢ΔͨΊɺ໿ɾ͓Αͦͱ͍ͬͨݴ༿Λ
লུ͓ͯ͠Γ·͢ɻ

˔͝ෆ໌ͳ఺͕あΓ·ͨ͠らɺ͓ങ্͍げͷൢചళ·ͨ͸௚઀ฐࣾ·で͓໰͍߹ͤく͍ͩ͞ɻ
˔͜ͷϕου͸೔ຊࠃ಺ઐ༻で͢ɻւ֎で͸ిిݯѹ͕ҟͳΔͨΊ࢖༻で͖·ͤΜɻ

˞Πϥετ͸ผചͷϚοτ
ɹϨεΛऔ෇͚ͨঢ়ଶͰ͢ɻ
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■楽匠Sシリーズは、ご家庭でベッドを使用する方の動作を助けること、介護する方の介護負担を軽くす
ることを目的として作られたベッドです。
　ベッドには、次のような特長があります。

1 使用目的・特長

【頻繁に用いる機能】

���৳ͼͯ΍͕͘͞͠ۂΔΩϡʔϚϥΠϯΛ࠾༻
˔背Λあげͨͱ͖ͷෲ෦ͷѹഭΛܰ͠ݮɺշదͳ背あげΛ͍ߦ· ɻ͢

2� Β͘Β͘Ϟʔγϣϯ౥ࡌ�ʢΒ͘Β͘ϞʔγϣϯγϦʔζͷΈʣ
˔背あげ࣌ͷѹഭײΛେ෯にܰ͠ݮ· ɻ͢
˔背あげ࣌ɺ͞げ࣌ͷ਎ମͷͣΕΛେ෯にܰ͠ݮ· ɻ͢
˔背あげ࣌ͷ࢟੎Λ͔ͬ͠Γอ࣋͠· ɻ͢

3��௿চ 20DN ˞�

˔௿চͷͨΊɺສҰͷసམͷࡍに΋িܸΛܰ͠ݮ· ɻ͢
˔背ͷ௿͍ํで΋ࡍͨͬ࠲にɺ͔͔ͱΛ͔ͬ͠ΓΏ・・͔にண͚Δ͜ͱ͕で͖· ɻ͢

���ਨ௚ঢ߱ߏػΛ࠾༻
˔҆ఆͨ͠୺࠲Ґͷ··͞ߴௐઅ͕で͖· ɻ͢
˔ϕουͷ͞ߴௐઅͷࡍɺϕου͕લ޲ํޙに動͔ͳ ʢ͍εΠンά͠ͳ͍ʣͨΊɺϕουͷઃஔεペーεΛখ

く͞で͖· ɻ͢

��DNߴচߴ࠷��� ˞�

·にௐઅで͖͞ߴ΍͍͢͠༺࢖Δํ͕͢ޢΔํɺհ͢༺࢖ͷでɺϕουΛ͍޿ௐઅͷൣғ͕͞ߴ˔ ɻ͢
˞�ʣΏ

・・
͔͔らϘτϜ্໘·でͷ͞ߴΛ示ͯ͠ ͍· ɻ͢

˔ϕου͔らͷ͖ىあ͕Γに໾ཱͪ· ɻ͢
˔ϕου্でͷ৯ࣄɺಡॻͳͲにศརで ɻ͢

背　あ　げ

ͯͬ࠲˔ ɺ͔͔ͱ͕ணくఔ౓ͷ͞ߴにௐઅ͢Δͱɺ҆
ఆͨ͠୺࠲Ґ͕ͱΕ· ɻ͢

˔ंҜࢠͳͲͷ࠲໘ͱ͞ߴΛあΘͤΔͱɺҠ৐͕͠΍
く͢ͳΓ· ɻ͢

˔ద౓ͳ͞ߴ·でϕουΛあげΔͱɺָͳ࢟੎でհޢ
͕で͖· ɻ͢

高　さ　調　節

˔背あげΛ͏ߦ৔߹ɺઌにකΛあげ͓ͯくͱ਎ମͷͣ
ΕΛগͳくで͖· ɻ͢

˔背ͱකͷ֯౓Λద౓にあげΔͱɺ਎ମにෛՙͷ͔�
͔Γにく͍ ָͳ࢟੎͕ͱΕ· ɻ͢

˞ 2モーλーシϦーζ͸背あげͱ࿈動

膝　あ　げ
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7��֨ೲՄೳͳΦϓγϣϯड
˔Φϓションडに͸ɺϕουαΠυϨーϧ΍ϕου༻ά
ϦοϓͳͲΛऔ෇͚Δ͜ͱ͕で͖· ɻ͢
˔ΦϓションडΛ֨ೲ͢ΔͱɺंҜࢠͳͲΛΑΓϕο
υに͚ۙͮΔ͜ͱ͕で͖· ɻ͢
·ͨɺϕουͷઃஔεペーεΛΑΓখ く͞で͖· ɻ͢

���Ϙʔυͷऔ֎͕͠؆୯
˔ϔουϘーυɾϑοτϘーυͷऔ֎͕͠で͖·͢ͷでɺ
シーπަ׵ɺ਎ମͷਗ਼১ɺચ൅ɺચإͳͲͷհ͕ޢ
͠΍ く͢ͳΓ· ɻ͢

9��ࣗࣾ։ൃͷ҆શͳి૷඼
˔੩ॗੑに༏ΕͨϦχΞΞΫνϡΤーλーΛ࠾༻ͯ͠ ͍ΔͨΊɺϕουͷి動動作Ի͕੩͔で ɻ͢
˔खݩεΠονͷೖ �੾ϘλンにΑΓɺϕουͷిݯͷ0/�0''Λ͑ߦ· ɻ͢
「̝఺͓ݕ஌らͤ」ػೳにΑΓɺखݩεΠονͷަظ࣌׵Λ͓஌らͤ͠· ɻ͢

���଍ઌͷ֯౓੾͕͑׵Մೳ
˔කあげͷࡍɺක͔らઌͷ͕ۂΓ֯౓ʢ଍ϘτϜͷ֯౓ʣ
Λ̎ஈ֊ʢ଍ઌΛあげΔɾ଍ઌΛ͞げΔʣにௐઅで͖
· ɻ͢

使
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ϕουαΠυϨʔϧ

Φϓγϣϯड
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おことわり ●5ページ「3. 各部の名称」以降、本文中に記載の名称を一部以下のように
　略しております。
・ベッドサイドレール　　　➡　サイドレール
・ベッド用グリップ（スイングアーム介助バー／サイドグリップ） ➡　ベッド
用グリップ
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3 各部の名称

ίϯτϩʔϧϘοΫεిݯίʔυίωΫλʔࠩࠐ෦

ΞΫνϡΤʔλʔέʔϒϧͷ
ίωΫλʔࠩࠐ෦

खݩεΠονͷίωΫλʔࠩࠐ෦

ϓϥάݯి

ίʔυݯి
��ϖʔδ

��ʙ��ϖʔδ

��ϖʔδ

��ϖʔδ

��ϖʔδ

��ϖʔδ

��ϖʔδ

��ϖʔδ ��ʙ��ϖʔδ ��ʙ��ϖʔδ

��ϖʔδ

��ϖʔδ

��ϖʔδ

��ʙ��ϖʔδ
खݩεΠονഎϘτϜ

ϔουϘʔυ

ϚοτϨεࢭΊʢখʣ

࠲٭

ΩϡʔϚϘτϜ

ϕʔεϑϨʔϜ Φϓγϣϯड Φϓγϣϯऔ෇݀
ʢϗϧμʔʣ

කϘτϜ

଍ϘτϜ

Ϙʔυडۚ۩

ϚοτϨεࢭΊʢେʣ

ίϯτϩʔϧϘοΫε

ϑοτϘʔυ

��ʙ��ϖʔδ

˞Πϥετ͸ϑοτϘʔυΛऔ֎͠ ͨঢ়ଶΛࣔ͠ ͯ ·͍͢ ɻ

��ʙ��ϖʔδ
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4 安全に使用するための注意事項

˙ඞͣ͝࢖༻ͷલʹ͜ͷʮ҆શʹ࢖༻͢ΔͨΊͷ஫ҙ߲ࣄʯΛΑ͓͘ಡΈ͍͖ͨͩɺ
ਖ਼͓͍͍ͩ͘͘͠͞࢖ɻ

˔͜͜ʹࣔͨ͠஫ҙ߲ࣄ͸੡඼Λ҆શʹ͓͖͍͍ͩͨ࢖ɺ͋ͳͨ΍ଞͷਓʑ΁ͷ֐ة΍ଛ֐Λະવʹ๷͢ࢭΔ
ͨΊͷ΋ͷͰ͢ɻͨͬޡऔѻ͍Λ͢Δͱੜ͡Δ͜ͱ͕૝ఆ͞ΕΔ಺༰Λɺ֐ة΍ଛ֐ͷେ͖͞ͱ੾ഭͷఔ౓
ʹԠͯ͡ʮࠂܯʯͱʮ஫ҙʯͷೋͭʹ۠෼͍ͯ͠·͢ɻいずれも安全に関する重要な内容ですので、必ず守っ
てください。

˞औѻઆ໌ॻΛ͓ಡΈにͳͬͨޙ͸ɺ͍ͭで΋ݟらΕΔͱ͜Ζにඞͣอ؅ͯ͠ く͍ͩ͞ɻ�

★『安全に使用するための注意事項』などに記載の項目で、特に【すき間に関する注意】は、生命にかか
わる重大な事故につながる可能性のある重要な項目です。本取扱説明書とあわせ、製品に別添の『すき
間および電装品についての注意事項』を必ずお読みいただき、正しく安全にお使いください。なお、特
に予測できない行動をとると思われる方や体位を自分で保持できない方には十分注意してください。

この表示を無視して誤った取扱いをすると、人が軽傷（打撲・すり傷・切り傷など）
を負う可能性および物的損害の発生が想定される内容を示しています。

警  告
けい　　　  こく この表示を無視して誤った取扱いをすると、死亡または重傷（骨折・圧迫・麻

ま ひ

痺など）
を負う可能性が想定される内容を示しています。

注  意
ちゅう　　　  い

〔安全ラベルについて〕

注
意
事
項

˔஫ҙ߲ࣄͷதでɺϕουΛ͓͍࢖にͳΔ
ํにಛに஫ҙ͍͖͍߲ͯͨͩͨ͠໨Λϥ
ϕϧにͯ͠ ϑοτϘーυͷ಺ଆͱϕーεϑ
ϨーϜͷଆ໘ɺΦϓションडͷ্໘ɺϘー
υडۚ۩ͷଆ໘にషͬͯ あΓ· ɻ͢͸͕
ͨ͠Γই͚ͭͨΓ͠ ͳ͍でく͍ͩ͞ɻ

˔҆શϥϕϧ͕ই͍ͭͨΓɺ͸͕ΕͨΓ͠
ͨ৔߹に͸ൢചళ͔ら৽͍҆͠શϥϕϧ
ΛऔͤدɺషΓ௚ͯ͠ く͍ͩ͞ɻ

˞Πϥετ͸ϘʔυɾϘτϜΛऔ֎͠ ͨঢ়ଶΛࣔ͠ ͯ ·͍͢ ɻ

ϑοτϘʔυ

҆શϥϕϧష෇Ґஔ

˔ϕουɾΦϓγϣϯΛਖ਼҆͘͠શʹ͓͍͍ͨͩͨ͘࢖Ίɺ͝࢖༻લʹඞͣऔѻઆ໌ॻΛ͓ಡΈ͍ͩ͘͞ɻ

˔ϕουͷԼʹೖΒͳ͍Ͱ͍ͩ͘͞ɻ
˔ϕου಺ʹ಄ɾख΍଍ͳͲΛೖΕͳ͍Ͱ͍ͩ͘͞ɻ

ϕουͷՄಈ෦ʹ͸͞·ΕΔͱɺ͚͕Λ͢Δ͓ͦΕ͕͋Γ·͢ɻ
૟আͳͲͰ࿹΍खͳͲΛೖΕΔඞཁ͕͋Δ৔߹ʹ͸ɺඞͣిݯ
ϓϥάΛൈ͍͔ͯΒۀ࡞Λ͍ͩͯͬ͘͞ߦɻ

ίʔυ͸ਖ਼͘͠഑ઢ͍ͯͩ͘͠͞ɻݯి�˔
ɾϕουͷՄಈ෦ʹిݯίʔυΛ͸͞·ͳ͍Ͱ͍ͩ͘͞ɻ
ɾϕʔεϑϨʔϜͷ಺ଆʹిݯίʔυΛೖΕͳ͍Ͱ͍ͩ͘͞ɻ
ɾిݯίʔυʹॏ͍΋ͷΛஔ͍ͨΓɺແཧͳྗΛՃ͑ͳ͍Ͱ͍ͩ͘͞ɻ

ͷ͓ͦΕ͕͋Γ·͢ɻࡂɾՐిײίʔυ͕ഁଛ͢Δͱɺݯి

３Ｆ０７３７５７００Ａ０

警告
๢ɾॏইͷࢮ
͓ͦΕ͋Γ

ຊ੡඼Ͱ͸ɺҎԼͷγϯϘϧ͕࢖༻͞Ε͍ͯ·͢ɻ

14&ϚʔΫ

*P96 อޢ౳ڃ

҆શಈ࡞ՙॏ

େར༻ऀମॏ࠷

+*4 ϚʔΫ
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4 安全に使用するための注意事項

警  告
けい　　　  こく

■ベッドに直接取付けて使用するサイドレール、マットレスなどは弊社が指定す
る適合品をお使いください
ఆҎ֎ͷ੡඼΍ଞࣾ੡඼ͱ૊߹ͤΔͱɺҙਤͤ͵͖ؒ͢ͷൃੜ΍੡඼ಉ࢜ͷ઀৮ɺ҆ఆੑͷ௿ԼͳͲࢦ˔
にΑΓɺ͚͕Λͨ͠Γϕου͕ނোͨ͠Γ͢Δ͓ͦΕ͕あΓ· ɻ͢

■すき間に注意してください
˔ϕου΍αΠυϨーϧɾϕου༻άϦοϓͳͲに͸͖͕ؒ͢あΓ· ɻ͢·ͨɺαΠυϨーϧ΍ϕου༻άϦο
ϓͳͲΛ૊߹ͤΔͱ͖͕ؒ͢で͖· ɻ͢͜Εらͷ͖ؒ͢に਎ମͷҰ෦ʢಛに頭΍टͳͲʣ͕ ͸͞·Ε ɺ͚ͯ
͕Λ͢Δ͓ͦΕ͕あΓ· ɻ͢ಛにαΠυϨーϧ΍ϕου༻άϦοϓ͸��ʙ��� ページ「ద߹Φϓションͷ
૊߹ͤͱऔ෇Ґஔに͍ͭͯ」Λࢀরͯ͠ ɺਖ਼͍͠૊߹ͤで͝࢖༻く͍ͩ͞ɻ
˔ಛにɺ༧ଌで͖ͳ͍ߦ動ΛͱΔͱࢥΘΕΔํ΍ମҐΛࣗ෼でอ࣋で͖ͳ͍ํに͸े෼஫ҙͯ͠ く͍ͩ͞ɻ
˔Լهͷ߲໨に஫ҙͯ͠ く͍ͩ͞ɻ

注
意
事
項

ᶃαΠυϨーϧͳͲͷ಺෦ͷ͖ؒ͢ ᶇαΠυϨーϧͳͲͱϘτϜɾϚοτϨεͷ͖͢ ʢؒ෯ํ޲ʣ
ᶄ̎ຊͷαΠυϨーϧͳͲͷؒͷ͖ؒ͢ ᶈϘーυͱϚοτϨεͷ͖ؒ͢
ᶅαΠυϨーϧͳͲͱϘーυͷ͖ؒ͢ ᶉあ͕ͬͯ ͍ΔϘτϜͱϘーυɾαΠυϨーϧͳͲͷ͖ؒ͢
ᶆαΠυϨーϧͳͲͱϘτϜɾϚοτϨεͷ͖͢ ʢؒ޲ํ͞ߴʣ

˞ਤ͸Ұྫで ɻ͢

ᶃ
ᶄ

ᶆ

ᶇ ᶉ
ᶉ

ʲϕου༻άϦοϓʳ

ᶄ
ᶇ

ᶅ

ᶉ

ᶃ

ʲϕουαΠυϨʔϧʳ

ᶃ

ᶈ

ᶄ

ᶅ

ᶆ

ᶅ

ᶈ
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警  告
けい　　　  こく

■サイドレール使用時もベッドからの転落に十分注意してください
˔αΠυϨーϧͱαΠυϨーϧɺ֤ϘーυͱαΠυ
Ϩーϧͷ͖͔ؒ͢らసམ͠ɺ͚͕Λ͢Δ͓ͦΕ͕あ
Γ·͢ɻ

˔αΠυϨーϧͷ্͔ら਎Λ৐Γग़ͯ͠సམ͠ɺ͚͕
Λ͢Δ͓ͦΕ͕あΓ· ɻ͢

˔ްΈͷあΔϚοτϨεΛ࢖༻͢Δ৔߹ɺ�૬ରతにαΠ
υϨーϧ͕௿くͳΓɺαΠυϨーϧΛ৐Γӽ ΍͑ く͢
ͳΓ·͢ͷで͝஫ҙく͍ͩ͞ɻ

˔ϕουͷ背Λあげͨঢ়ଶで࢖༻͞ΕΔ৔߹ɺసམ༧
๷ͱͯ͠ ͷޮՌΛे෼にൃشで͖ͳ͍͓ͦΕ͕あΓ
· ɻ͢

˔ಛにɺ༧ଌで͖ͳ͍ߦ動ΛͱΔͱࢥΘΕΔํ΍ମҐ
Λࣗ෼でอ࣋で͖ͳ͍ํに͸े෼஫ҙͯ͠ く͍ͩ͞ɻ

■サイドレール・ベッド用グリップなどを取付ける際は、正しい向きで取付けて
ください

˔ϕου͔らసམͨ͠Γɺҙਤͤ͵͖͕ؒ͢ൃੜ͠ ɺͯ
਎ମͷҰ෦͕͸͞·ΕͨΓ͠ ͚͕ͯΛ͢Δ͓ͦΕ͕あ
Γ· ɻ͢

ͨͬޡ˔ Ή͜ͱ͕で͖ࠐで͸࣮֬に͖ࠩ޲ ɺͣαΠυϨー
ϧɾϕου༻άϦοϓͳͲ͕ෆҙに֎ΕΔͳͲͯ͠ ɺ͚
͕Λ͢Δ͓ͦΕ͕あΓ· ɻ͢ਖ਼͍͖͠޲でͷऔ෇͚͔
ͨに͍ͭͯ͸ɺ֤Φϓションͷ「औѻઆ໌ॻ」Λࢀর
ͯ͠ く͍ͩ͞ɻ

ͨͬޡ˔ で͸ɺϕουͷ頭ଆɾ଍ଆ͔らେ͖޲ く͖ͱͼग़
Δ৔߹͕あΓɺ͚͕Λ͢Δ͓ͦΕ͕あΓ· ɻ͢

■ベッドと壁や周りのものとのすき間にはさまれないように注意してください
˔਎ମͷҰ෦͕͸͞·Ε ɺ͚͕ͯΛ͢Δ͓ͦΕ͕あΓ· ɻ͢
˔ಛにɺ༧ଌで͖ͳ͍ߦ動ΛͱΔͱࢥΘΕΔํ΍ମҐΛࣗ෼でอ࣋で͖ͳ͍ํに͸े෼஫ҙͯ͠ く͍ͩ͞ɻ

注
意
事
項

■身体の一部がすき間に入った状態で、手元スイッチの操作をしないでください
˔͖ؒ͢に͸͞·Ε ɺ͚͕ͯΛ͢Δ͓ͦΕ͕あΓ· ɻ͢
˔ಛにɺ༧ଌで͖ͳ͍ߦ動ΛͱΔͱࢥΘΕΔํ΍ମҐ
Λࣗ෼でอ࣋で͖ͳ͍ํに͸े෼஫ҙͯ͠ く͍ͩ͞ɻ
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4 安全に使用するための注意事項

■手元スイッチ操作中はベッドのフレームとボトムの間などに手（指）や足など
を入れないでください

˔͕ͬͯ͞ ͖ͨϘτϜͱϕουͷϑϨーϜ΍ϘーυͳͲ
ͷؒに͸͞·Ε ɺ͚͕ͯΛ͢Δ͓ͦΕ͕あΓ· ɻ͢

警  告
けい　　　  こく

■オプションや突起物に衣類などが絡まないように注意してください
˔ҥྨͳͲ͕བྷ·ͬͨঢ়ଶでϕουΛૢ作͢ΔͱɺҥྨͳͲ͕ҾͬுらΕΔͳͲͯ͠ ɺ͚͕Λ͢Δ͓ͦΕ͕あ
Γ· ɻ͢
˔ϕουͷ৐Γ߱ΓͳͲͷࡍにస౗ͯ͠ ɺ͚͕Λ͢Δ͓ͦΕ͕あΓ· ɻ͢

■ベッドの下に潜り込んだり、頭、手や足などを入れたりしないでください
˔ϕουͷՄ動෦ͱϑϨーϜ΍αΠυϨーϧɾϕου༻
άϦοϓͳͲͱͷؒに͸͞·Ε ɺ͚͕ͯΛ͢Δ͓ͦ
Ε͕あΓ· ɻ͢खݩεΠονૢ作͸ɺϕουͷԼ͓Α
ͼपΓにਓ΍ো֐෺͕ͳ͍͜ͱΛ֬ೝͯ͠ ͯͬߦ くͩ
͍͞ɻ

■ベッドの高さをさげるときは、オプション受の下に足を入れないでください
˔͸͞·Ε ɺ͚͕ͯΛ͢Δ͓ͦΕ͕あΓ· ɻ͢

■ベースフレームに足をかけないでください
˔ϕーεϑϨーϜに଍Λ͔͚ͨΓɺ଍ઌΛೖΕͨΓ͠
ͳ͍でく͍ͩ͞ɻ͸͞·Ε͚͕ͯΛ͢Δ͓ͦΕ͕あ
Γ· ɻ͢

注
意
事
項

■サイドレール・ベッド用グリップなどを取付ける際は、オプション取付穴に異
物が入っていないことを確認してください
˔ҟ෺͕ೖͬͯ ͍Δͱ࣮֬にऔ෇͚Δ͜ͱ͕で͖ ɺͣϕου͔らసམͨ͠Γɺҙਤͤ͵͖͕ؒ͢ൃੜͯ͠ ɺ਎
ମͷҰ෦͕͸͞·ΕͨΓ͠ ͚͕ͯΛ͢Δ͓ͦΕ͕あΓ· ɻ͢
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■サイドレール・ベッド用グリップやヘッドボード・フットボードなどに腰掛け
たりしないでください

˔ϕου͔らసམɾస౗ͯ͠ ͚͕Λͨ͠Γɺϕου΍α
ΠυϨーϧɾϕου༻άϦοϓͳͲ͕ഁଛɾมͨ͠ܗ
Γ͠ ɺ͚͕ͯΛ͢Δ͓ͦΕ͕あΓ· ɻ͢

■操作が理解できないと思われる方（12 歳以下のお子様や認知症の方など）に
操作させないでください
˔ૢ作͕ཧղで͖ͳ͍ͱࢥΘΕΔํ͕ɺ�ਓでखݩεΠονΛૢ作ͨ͠৔߹ɺͯͬޡ ϕουに਎ମ͕͸͞·Ε
ΔͳͲɺࢥΘ͵͚͕Λ͢Δ͓ͦΕ͕あΓ· ɻ͢�ਓでखݩεΠονに৮ΕΔՄೳੑ͕あΔ৔߹に͸ɺ࣍ͷ͍
ͣΕ͔ͷํ๏にΑΓૢ作Λ੍͠ݶɺૢޡ作にΑΔނࣄΛະવに๷͍でく͍ͩ͞ɻ
ɾશࢭېεΠονでखݩεΠονΛϩοΫʢࢭېʣ͢ Δɻʢઃఆํ๏͸ 2�ページΛࢀরʣ
ɾ動作෦Ґબ୒εΠονでૢ作ϘλンΛϩοΫʢࢭېʣ͢ Δɻʢઃఆํ๏͸ 2�ページΛࢀরʣ
ɾిݯϓϥάΛൈくɻ
˔શࢭېεΠονでखݩεΠονΛϩοΫʢࢭېʣ͠ ͍ͯΔ৔߹で΋ɺ΋͏�౓શࢭېεΠονΛԡ͢͜ͱに
ΑΓɺϩοΫʢࢭېʣ͸ղআ͞Εɺ�खݩεΠον͕ૢ作༗ޮͷঢ়ଶに໭ͬͯ ͠·͍·͢ͷで͝஫ҙく͍ͩ͞ɻ
ҙਤͤ͵ϕουͷ動作にΑΓɺ͚͕Λ͢Δ͓ͦΕ͕あΓ· ɻ͢
˔動作෦Ґબ୒εΠονでखݩεΠονͷૢ作ϘλンΛϩοΫʢࢭېʣ�͠ ͍ͯΔ৔߹で΋ɺ�ૢ作Իબ୒εΠο
νΛ�ඵҎ্ԡ͠ଓ͚Δ͜ͱにΑΓɺखݩεΠονͷઃఆ͸Ϧηοτ͞ΕɺϘλンૢ作͕༗ޮͷঢ়ଶに໭ͬ
ͯ͠·͍·͢ͷで͝஫ҙく͍ͩ͞ɻҙਤͤ͵ϕουͷ動作にΑΓɺ͚͕Λ͢Δ͓ͦΕ͕あΓ· ɻ͢

■ボトム角度やベッドの高さを調節する際は、ベッドをご使用の方の状態に注意
してください
˔ϕουΛ͝࢖༻ͷํ͕ϘτϜ֯౓΍ϕουͷ͞ߴௐઅதに動くͱɺϕου͔らసམͨ͠Γɺ͖ؒ͢に͸͞·
Ε ɺ͚͕ͯΛ͢Δ͓ͦΕ͕あΓ· ɻ͢
˔ಛにମҐΛࣗ෼でอ࣋で͖ͳ͍ํͷ৔߹͸ɺ਎ମΛ͑ࢧͳ͕らૢ作ͯ͠ く͍ͩ͞ɻ

■ベッドから離れたり、ベッドをご使用の方から一時的に目を離したりする際は、
ボトムの角度やベッドの高さに注意してください
˔հऀޢͳͲ͕ϕου͔ら཭ΕͨΓɺϕουΛ͝࢖༻ͷํ͔らҰ࣌తに໨Λ཭ͨ͠Γ͢Δࡍ͸ɺສҰͷϕο
υ͔らͷసམにඋ͑ɺ͝࢖༻ͷํͷঢ়گにԠ͡ ɺͯϘτϜͷ֯౓Λਫฏにͯ͠ ϕουͷ͞ߴΛҰ൪௿͍Ґஔ
にͯ͠ く͍ͩ͞ɻ

警  告
けい　　　  こく

注
意
事
項
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4 安全に使用するための注意事項

■ベッドの上で飛び跳ねないでください
˔ϕου͔らసམɾస౗ͯ͠ ͚͕Λͨ͠Γɺϕου͕ނ
োͨ͠Γ͢Δ͓ͦΕ͕あΓ· ɻ͢ಛに͓༷ࢠに͸͝
஫ҙく͍ͩ͞ɻ

■踏み台がわりにしないでください
˔ϕου͔らసམɾస౗ͯ͠ ͚͕Λͨ͠Γɺϕου͕ނ
োͨ͠Γ͢Δ͓ͦΕ͕あΓ· ɻ͢ಛに͓༷ࢠに͸͝
஫ҙく͍ͩ͞ɻ

警  告
けい　　　  こく

■ベッドは正しい向きで使用してください
˔ϕουͷ頭ଆɺ଍ଆΛؒҧ͑ͯ৸ͨ··背あげɾක
あげ動作ΛͨͬߦΓɺ背あげɾකあげͨ͠ঢ়ଶͷϕο
υに頭ଆɺ଍ଆΛؒҧ͑ͯ৸ͨΓ͢Δͱແཧͳ࢟੎
ͱͳΓɺ͚͕Λ͢Δ͓ͦΕ͕あΓ· ɻ͢

■うつ伏せや横向き（仰向け以外）で寝た状態での角度調節は行わないでください
˔ؔઅΛٯにۂげΔ͜ͱにͳΓɺ͚͕Λ͢Δ͓ͦΕ͕
あΓ· ɻ͢

■乳幼児やお子様には使用しないでください
˔ຊ੡඼͸ೕ༮ࣇ΍͓͚޲༷ࢠにઃ͞ܭΕ͍ͯ·ͤ
ΜɻαΠυϨーϧͳͲͷ͖ؒ͢に਎ମͷҰ෦͕͸͞
·Ε ɺ͚͕ͯΛ͢Δ͓ͦΕ͕あΓ· ɻ͢

˔αΠυϨーϧΛ࢖༻͍ͯͯ͠΋͖͔ؒ͢らసམ͠ ɺͯ
͚͕Λ͢Δ͓ͦΕ͕あΓ· ɻ͢

注
意
事
項

■ベッドの動作を止めたい場合は手元スイッチの操作ボタンから手を離してくだ
さい
˔ϕουͷՄ動෦で͸͞·ΕͨΓɺѹഭ͞ΕͨΓ͢ΔͳͲͯ͠ ɺ͚͕Λ͢Δ͓ͦΕ͕あΓ· ɻ͢
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■オプション受は正しい向きで使用してください
ΔͱɺϕουͱαΠυϨーϧɾϕου༻άϦοϓͳͲͷؒにҙਤͤ͵͖͕ؒ͢で͖ɺ͸͢༺࢖で͖޲ͨͬޡ˔
͞·Ε ɺ͚͕ͯΛ͢Δ͓ͦΕ͕あΓ· ɻ͢
ʢઃఆํ๏͸ɺ�2ʙ��ページࢀরʣ

■お客様による修理・改造はしないでください
˔ҙਤͤ͵͖ؒ͢ͷൃੜ΍ҟৗ動作ͳͲにΑΓɺ͚͕Λ͢Δ͓ͦΕ͕あΓ· ɻ͢
˔+*4 ೝূ੡඼͸ɺ+*4でఆΊらΕͨߏ଄ɾੑೳ͕ม͞ߋΕΔΑ͏ͳվ଄Λͨͬߦ৔߹͸ɺ+*4 ೝূ੡඼ͱ
ͯ͠ ͷऔѻ͍͕で͖ͳくͳΓ· ɻ͢

■電源コードや手元スイッチのコードに足を引っ掛けないようにしてください
˔ϓϥά΍ίーυ͕ഁଛ͠ɺిײɾՐࡂͷ͓ͦΕ͕あΓ· ɻ͢
˔స౗ͯ͠ ɺ͚͕Λ͢Δ͓ͦΕ͕あΓ· ɻ͢

■ベッドやその他の電気機器のコード類（電源コードなど）をベッドの下に通さ
ないでください
·ͷ͓ͦΕ͕あΓࡂɾՐిײ΍ΩϟελーɺՄ動෦ͳͲに͸͞·Εͯίーυྨ͕ഁଛ͠ɺ࠲٭˔ ɻ͢

■電子治療器を使用するときは電源プラグを抜いてください
ݪ動作ͷޡো΍ނ৔߹ɺϕουͷͨ͠༺࢖ͳͲʣΛಉ࣌にثɺ௒୹೾࣏ྍثʢϚΠΫϩ೾࣏ྍثྍ࣏ࢠి˔
ҼͱͳΓ· ɻ͢
˔ͳ͓ɺଞͷ.&ثػͱซ༻͢Δࡍ͸ɺ҆શΛ֬͝ೝͷ্͝࢖༻く͍ͩ͞ɻ

■コード類（電源コードなど）を傷つけないでください
˔ίーυྨ͕ഁଛ͠ɺిײɾՐࡂͷ͓ͦΕ͕あΓ· ɻ͢
ɾϕουͷՄ動෦でίーυྨΛ͸͞·ͳ͍Α͏にͯ͠
く͍ͩ͞ɻ
ɾίーυྨにॏ͍΋ͷΛஔ͍ͨΓແཧͳྗΛՃ͑ͨΓ
͠ͳ͍Α͏にͯ͠ く͍ͩ͞ɻ
ɾϕουでίーυྨΛ౿Έ͚ͭͳ͍でく͍ͩ͞ɻ
˔ইΜͩίーυྨ͸मཧʢަ׵ʣΛґཔͯ͠ く͍ͩ͞ɻ

警  告
けい　　　  こく

■電源プラグを濡れた手で抜き差ししないでください
˔ショーτͯ͠ োͨ͠Γ͢Δ͓ͦΕ͕あނΓɺͨ͠ిײ
Γ· ɻ͢

注
意
事
項

■ベッド、適合オプション以外のコード類は、ベッド内部を通さないでください。
やむを得ずその他の機器のコードをベッド内部に通す場合は、ベッドの可動部
などでコードを圧迫するなどしないようにしてください
˔ίーυྨ͕ഁଛ͠ɺిײɾՐࡂͷ͓ͦΕ͕あΓ· ɻ͢
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4 安全に使用するための注意事項

■タコ足配線は行わないでください
˔ίンηンτ΍Ԇ௕ίーυͷ༰ྔΛ௒͑Δిؾ੡඼Λಉ࣌に઀ଓͯ͠ ϓϥά͕ݯίーυ΍ిݯΔͱɺి͢༺࢖
ൃ೤ͯ͠ Րࡂͷ͓ͦΕ͕あΓ· ɻ͢

警  告
けい　　　  こく

■水などをこぼさないでください
˔モーλー΍खݩεΠονͳͲͷి૷඼にɺਫͳͲΛ͜΅͞ͳ͍でく͍ͩ͞ɻショーτͯ͠ োނΓɺͨ͠ిײ
ͨ͠Γ͢ΔݪҼͱͳΓ· ɻͯͬ͢ޡ ͜΅ͯ͠͠·ͬͨ৔߹に͸ɺిݯϓϥάΛίンηンτ͔らൈ͍ ɺͯൢച
ళ·ͨ͸ύϥςΫϊίーϧηンλーʢ���ページࢀরʣ·で͝࿈བྷく͍ͩ͞ɻ

■電源プラグを抜く際は、電源プラグを持って抜いてください
ίーυͷΈΛ࣋ͬͯݯి˔ Ҿ͖ൈくͱίーυ͕ইΜでɺిײɾՐࡂͷ͓ͦΕ͕あΓ· ɻ͢

■お手入れは電源プラグを抜いて行ってください
·作にΑΓϕου͕動作͠ɺ͚͕Λ͢Δ͓ͦΕ͕あΓૢޡ˔ ɻ͢

■被災したベッドは点検・修理を依頼してください
˔஍਒ɾՐࡂɾਫ֐ͳͲでඃͨ͠ࡂϕου͸ɺ͓ങ্͍げͷൢചళ·ͨ͸ύϥςΫϊίーϧηンλーʢ���ペー
ジࢀরʣ·でɺ఺ݕɾमཧΛ͝ґཔく͍ͩ͞ɻి૷඼ͷショーτ΍࿙ిにΑΔిײɾՐࡂ΍ϕουͷมܗに
ΑΔ動作ͷҟৗにΑͬͯ ɺ͚͕Λ͢Δ͓ͦΕ͕あΓ· ɻ͢

■ベッドは定期的に点検してください
·にΑΓɺ੡඼͸ຎ໣ɾྼԽ͠ڥͷස౓΍؀༺࢖˔ ɻ͢ఆظతに֤෦ͷΏΔΈɺՄ動෦ͷ動作ɺഁଛͷ༗
ແͳͲΛ఺ͯ͠ݕ く͍ͩ͞ɻࢥΘ͵͚͕Λ͢Δ͓ͦΕ͕あΓ· ɻ͢

■電源プラグに無理な力を加えないでください
·ͷ͓ͦΕ͕あΓࡂɾՐిײϓϥά͕ഁଛ͠ɺݯి˔ ɻ͢

■電源プラグにほこりを付着させないでください
ϓϥάͷ表໘に΄͜Γ͕෇ண͍ͯ͠Δͱਫ෼Λݯి˔
ؚΜでిྲྀ͕ྲྀΕɺショーτͳͲにΑΓɺిײɾՐ
·ͷ͓ͦΕ͕あΓࡂ ɻ͢

סϓϥάͷ表໘に΄͜Γ͕෇ண͍ͯ͠Δ৔߹ɺݯి˔
͍ͨ෍ͳͲでΑく১͖औͬͯ く͍ͩ͞ɻ

■掃除などベッドの下に入る際は電源プラグを抜いてください
作にΑΓϑϨーϜͳͲに͸͞·Εૢޡ˔ ɺ͚͕ͯΛ͢Δ͓ͦΕ͕あΓ· ɻ͢

注
意
事
項
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■ベッドをご使用の方の容体にあわせて使用し、治療中の方は医師に相談をして
ください
ͷํͷ༰ମにΑͬͯ༺࢖͝˔ ͸ɺϕουͷૢ作で༰ମΛѱԽͤ͞ΔՄೳੑ͕あΓ· ɻ͢
·தͷํ͸ɺϕουͷૢ作͕঱ঢ়ΛѱԽͤ͞ΔՄೳੑ͕あΓྍ࣏ࡏݱ˔ ɻ͢ϕουͷ͝࢖༻にͯ͠ࡍෆ҆΍
ٙ໰͕あΔͱ͖͸ɺ͔͔Γ͚ͭͷҩࢣに͝૬ஊく͍ͩ͞ɻ

■火気に近づけないでください
˔ϕουͷۙくでɺετーϒͳͲͷ೤ث۩Λ࢖༻͠ͳ͍
でく͍ͩ͞ɻม ɾ࣭มܗɾՐࡂͳͲͷݪҼͱͳΓ· ɻ͢

■手元スイッチなどの電装品の取扱いに注意してください
˔ϕου͕ޡ作動ͯ͠ ͚͕Λͨ͠Γɺނোͨ͠Γ͢Δݪ
ҼͱͳΓ· ɻ͢·ͨɺショーτͳͲにΑΓɺిײɾՐ
·ͷ͓ͦΕ͕あΓࡂ ɻ͢
ɾͿ͚ͭͨΓই͚ͭͨΓ͠ ͳ͍でく͍ͩ͞ɻ
ɾམͱͨ͠ΓɺίーυΛແཧにҾͬுͬͨΓ͠ͳ͍で
く͍ͩ͞ɻ

˔ইΜͩखݩεΠονͳͲͷి૷඼͸मཧʢަ׵ʣΛґ
པͯ͠ く͍ͩ͞ɻ

ϑοΫͷഁଛ

ίʔυͷই

ຊମͷഁଛ

注  意
ちゅう　　　  い

■高さ調節のとき、壁や梁
はり

、壁のコンセントに気をつけてください
˔ϕου΍นͳͲ͕ഁଛɾม͢ܗΔ͓ͦΕ͕あΓ· ɻ͢
ϕου͸͞ߴௐઅૢ作でɺ্Լに��DN動͖· ɻ͢
ௐઅでϕου͕น΍ྊ͞ߴに͸ɺࡍͷ༺࢖͝

ㆯ㇊

ɺిݯ
ϓϥάに౰ͨらͳ͍͜ͱΛ֬͝ೝく͍ͩ͞ɻ

■あがっているボトムに乗らないでください
˔ϘτϜͷ࣋ࢧ෦にେ͖ͳྗ͕͔͔Γɺഁଛɾมܗͷ
·ҼͱͳΓݪ ɻ͢

��cN

警  告
けい　　　  こく

注
意
事
項
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■スプレータイプの殺虫剤をベッドに直接噴射しないでください
にΑͬͯࡎにؚ·ΕΔ༹ࡎ஬ࡴ˔ ɺϕου͕ഁଛɾม৭ɾ༹ղ͢Δ͓ͦΕ͕あΓ· ɻ͢·ͨɺഁଛɾ༹ղͨ͠
෦෼でࢥΘ͵͚͕Λ͢Δ͓ͦΕ͕あΓ· ɻ͢

■移乗の際などにマットレス止め（小）に身体をぶつけないように注意してください
˔͚͕Λ͢Δ͓ͦΕ͕あΓ· ɻ͢

■ヘッドボード・フットボードはストッパーを掛けてください
˔Ϙーυͷऔ෇͚͕ෆ׬શͳ৔߹ɺ਎ମΛ͑ࢧΔͨΊ
Ϙーυに͔ͭ·ͬͨͱ͖΍ϕουҠ動でϘーυΛԡ͢
ʢҾくʣͱ͖ͳͲにෆҙに֎Εɺస౗ͳͲにΑΔ͚͕
ͷ͓ͦΕ͕あΓ· ɻ͢ʢ�2ページࢀরʣ

ϚοτϨεࢭΊʢখʣ

注  意
ちゅう　　　  い

4 安全に使用するための注意事項

■手元スイッチ操作時は周囲を確認してください
˔खݩεΠονૢ作にΑͬͯ पғͷ΋ͷΛഁଛͤͨ͞Γɺϕου͕ഁଛɾมͨ͠ܗΓ͢ΔݪҼͱͳΓ· ɻ͢

■ 2 人以上で使用しないでください
˔͜ͷϕου͸�ਓ༻ͷઃܭにͳͬͯ ͍· ɻ͢2ਓҎ্で࢖
༻͢Δͱɺϕου͕ഁଛͯ͠ ͚͕Λ͢Δ͓ͦΕ͕あΓ· ɻ͢
͜ͷϕουͷ࠷େར༻ऀମॏ͸���LHで ɻ͢Ұ࣌
తにɺհ͕ऀޢϕουに৐Δඞཁ͕あΔ৔߹͸ɺ࣍
ͷ఺Λ͔֬Ί く͍ͯͩ͞ɻ
ɾϕουに৐Δํͷ߹ܭମॏ͕���LHΛ௒͍͑ͯ
ͳ͍͜ͱɻ
ɾϘτϜ͕͕ͬͯ͞ ϑϥοτにͳΓɺ࠷௿͞ߴにͳͬ
͍ͯΔ͜ͱɻ

˔հ͕ऀޢϕουに৐Δػձͷଟ͍৔߹͸ɺ͓ ങ্͍げ
ͷൢചళ·ͨ͸ύϥςΫϊίーϧηンλー�ʢ���ページ
রʣにґཔͯ͠ࢀ ϕουͷఆظ఺ݕΛड͚ く͍ͯͩ͞ɻ

注
意
事
項

■ベッドに安全動作荷重を超える荷重を加えないでください
˔ϕου͕ഁଛ͚͕ͯ͠Λ͢Δ͓ͦΕ͕あΓ· ɻ͢͜ͷϕουͷ҆શ動作ՙॏ͸��� ʢƫ����/ʣで ɻ҆͢
શ動作ՙॏ͸ɺ�ϕουΛ҆શに࢖༻で͖ΔՙॏであΓɺར༻ऀମॏͱϚοτϨε΍ΦϓションͳͲͷ෇ଳ෺
ͷ߹ܭՙॏで ɻ͢
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5 ベッドの使用方法
1. 手元スイッチの各部の名称
<おもて面ボタン>･ ･ ･20～ 25ページ参照

■切換ボタン
①入 /切ボタン
ϕουͷిݯͷ「ೖ �੾」Λ੾͑׵· ɻ͢

②らくらく切換ボタン
背ϘτϜͷ動作ύλーン「らくらくモーション」ɾ「背あ
げ」Λ੾͑׵· ɻ͢

■操作ボタン
③らくらく /頭ボタン，頭ボタン
背ϘτϜͷ֯౓Λௐઅ͠· ɻ͢

④足ボタン
කϘτϜͷ֯౓Λௐઅ͠· ɻ͢

⑤高さボタン
ϕουͷ͞ߴΛௐઅ͠· ɻ͢

<うら面スイッチ>･ ･ ･26～ 29ページ参照
⑥全禁止スイッチ
खݩεΠονΛ࢖༻͞Εͨくͳ͍৔߹にɺ͢΂ͯͷ
Ϙλンૢ作ΛϩοΫʢࢭېʣにઃఆ͢Δ͜ͱ͕で͖
· ɻ͢

⑦動作部位選択スイッチ
ᶅᶆᶇͷϘλンૢ作ͷ「༗ޮ �ϩοΫʢࢭېʣ」Λݸ
ผにઃఆ͢Δ͜ͱ͕で͖· ɻ͢

⑧速さ切換スイッチ
ɹ背ϘτϜͱϕουͷ͞ߴͷ動作଎౓Λ2ஈ֊「ී௨
� ଎͍」で੾͑׵Δ͜ͱ͕で͖· ɻ͢

⑨操作音選択スイッチ
ɾૢ作Իͷ「ೖ �੾」Λ੾͑׵Δ͜ͱ͕で͖· ɻ͢
ɾ� ඵҎ্ԡ͢͜ͱでɺ͏ら໘εΠονͱらくらく੾
ঢ়ଶに໭͢͜ͱ͕で͖ظϘλンͷઃఆ಺༰Λॳ׵
· ɻ͢

<表示ランプ>･ ･ ･31ページ参照

⑩電源ランプ
ϕουͷిݯͷňೖ �੾ŉΛ͓஌らͤ͠· ɻ͢

⑪操作選択ランプ
Ϙλンૢ作ͷň༗ޮ �ϩοΫʢࢭېʣŉΛ͓஌らͤ͠
· ɻ͢

ᶄ

ᶃ

ᶅ

ᶆ

ᶇ

ӷথදࣔύωϧ ೳঢ়ଶϥϯϓػ

Β͘ Β͘ ϞʔγϣϯγϦʔζ �ϞʔλʔγϦʔζ

ᶇ

ᶈ ᶉ ᶊ ᶋ

�'��������"�˞
खݩεΠον඼൪

�'��������"�˞

3F07229900＊

ᶌ

ᶍ

˞Πϥετ͸Β͘ Β͘ ϞʔγϣϯγϦʔζ

ベ
ッ
ド
の
使
用
方
法
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5 ベッドの使用方法
1. 手元スイッチの各部の名称

<液晶表示パネル>･ ･ ･30ページ参照

⑫動作方向
あ͕Δ�͕͞Δͷঢ়ଶΛ表示͠· ɻ͢

⑬動作部位
動作ͯ͠ ͍Δ෦ҐΛ表示͠· ɻ͢

⑭らくらく動作
背ϘτϜͷ動作ύλーン 「͕らくらくモーション」に
ઃఆ͞Ε͍ͯΔͱ͖に఺౮͠· ɻ͢

⑮頭動作
ɹ背ϘτϜͷ動作ύλーン 「͕背あげ」にઃఆ͞Ε͍ͯ
Δͱ͖に఺౮͠· 。͢

⑯頭速い
背ϘτϜͷ動作଎౓ 「͕଎͍」にઃఆ͞Ε͍ͯΔͱ͖
に఺౮͠· ɻ͢

⑰高さ速い
ϕουͷ͞ߴͷ動作଎౓ 「͕଎͍」にઃఆ͞Ε͍ͯΔ
ͱ͖に఺౮͠· ɻ͢

⑱操作音
ɹૢ作Ի 「͕ೖ」にઃఆ͞Ε͍ͯΔͱ͖に఺౮͠· ɻ͢

⑲角度 ･高さ
ɹϕουͷ֯౓·ͨ͸͞ߴΛ表示͠· ɻ͢

⑳点検お知らせ
ి૷඼ͷ఺ظ࣌ݕͷͱ͖に఺໓͠· ɻ͢

<機能状態ランプ>･ ･ ･31ページ参照

�操作音
ૢ作Ի 「͕ೖ」にઃఆ͞Ε͍ͯΔͱ͖に఺౮͠· ɻ͢

�頭・速い
ɹ背ϘτϜͷ動作଎౓ 「͕଎͍」にઃఆ͞Ε͍ͯΔͱ͖

に఺౮͠· ɻ͢

�高さ・速い
ɹϕουͷ͞ߴͷ動作଎౓ 「͕଎͍」にઃఆ͞Ε͍ͯΔ
ͱ͖に఺౮͠· ɻ͢

�点検お知らせ
ɹి૷඼ͷ఺ظ࣌ݕͷͱ͖に఺໓͠· ɻ͢

ԧ

Ԩ

Ԫ

ԫ

ԩԣ

Ԥ

ԥ

Ԧ

ᾛ

ᾦ
ᾧ
ᾨ
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2. 手元スイッチを安全に使用するための注意事項

●操作が理解できないと思われる方（12 歳以下のお子様や認知症の方など）に操
作させないでください。操作が理解できないと思われる方が、1人で手元スイッ
チを操作した場合、誤ってベッドに身体がはさまれるなど、思わぬけがをするお
それがあります。1人で手元スイッチに触れる可能性がある場合には、次のいず
れかの方法により操作を制限し、誤操作による事故を未然に防いでください。

　・全禁止スイッチで手元スイッチをロック（禁止）する。
　　（設定方法は 26 ページ参照）
　・動作部位選択スイッチで操作ボタンをロック（禁止）する。
　　（設定方法は 27 ページ参照）
　・電源プラグを抜く。
●全禁止スイッチで手元スイッチをロック（禁止）している場合でも、もう1 度全禁

止スイッチを押すことにより、ロック（禁止）は解除され、手元スイッチが操作有
効の状態に戻ってしまいますのでご注意ください。意図せぬベッドの動作により、
けがをするおそれがあります。

●動作部位選択スイッチで手元スイッチの操作ボタンをロック（禁止）している場合
でも、操作音選択スイッチを 3 秒以上押し続けることにより、手元スイッチの設
定はリセットされ、ボタン操作が有効の状態に戻ってしまいますのでご注意くださ
い。意図せぬベッドの動作により、けがをするおそれがあります。（29 ページ参照）

警  告
けい　　　  こく

識別用突起
˔ೖ �੾Ϙλンに͸ɺଞͷϘλンͱࢦで΋ࣝผで͖ΔΑ͏ɺ2ຊͷಥ͍͍͕ͯͭى· ɻ͢
˔֤෦Ґͷあげૢ作Ϙλンに͸ɺࢦで΋ೝࣝで͖ΔΑ͏ɺؙ͍ಥ͍͍͕ͯͭى· ɻ͢

ボタン操作

˔ϘλンΛԡ͢ͱ動͖ɺ཭͢ͱͦͷҐஔでͱ·Γ· ɻ͢·ͨɺ2ͭҎ্ͷϘλンΛԡ
ͨ͠৔߹΋ࢭ·Γ· ɻ͢

■ボタンの説明

●2つ以上のボタンを押して止めた場合、再度操作をするときは、1度
すべてのボタンから手を離してください。

注  意
ちゅう　　　  い

ܰ͘ ԡ͠ ͯબ୒

足

頭

ಥى
ʢ̎ ຊʣ

ಥى
ʢؙʣ

●手元スイッチは、楽匠 S シリーズ専用のものを取付けてご使用ください。正しく
機能しないおそれがあります。取付ける前に、適合する手元スイッチの品番およ
び形状が同じであることをご確認ください。（16・20 ページ参照）

●うら面スイッチの切換えは、先の細いもの（鋭利な
ものを除く）でスイッチを軽く押して行ってください。
シャープペンシルを使用する場合は、芯を出したま
まで行わないでください。芯が折れてスイッチとケー
スの間にはさまると、手元スイッチの故障の原因と
なります。

ベ
ッ
ド
の
使
用
方
法

●ベッドの動作を止めたい場合は手元スイッチの操作ボ
タンから手を離してください。ベッドの可動部ではさ
まれたり、圧迫されたりするなどして、けがをするお
それがあります。

警  告
けい　　　  こく
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5 ベッドの使用方法
3. 手元スイッチの取付位置について

˔खݩεΠον͸͓͍࢖にͳΔํ޲にΑͬͯ ɺίーυͷ
഑ઢํ๏͕ҟͳΓ· ɻ͢��ページ「खݩεΠονͷ
഑ઢ」にैͬͯ ɺਖ਼͠く഑ઢͯ͠ く͍ͩ͞ɻ

˔खݩεΠονに͸ϑοΫ͕͍͍ͭͯ· ɻ͢࢖༻͠ͳ͍
ͱ͖͸ɺૢ作Ϙλンに৮Εͳ͍Α͏にϑοΫΛར༻
ͯ͠ ɺϘーυ΋͠く͸αΠυϨーϧͳͲͷ֎ଆにֻ͚
く͍ͯͩ͞ɻ

■コードクリップの使いかた

●コードクリップは、乗り降りの妨げにな
らない位置に取付けてください。

●コードクリップは、手元スイッチコード
のカール部が常に引っ張られた状態にな
らない位置に取付けてください。

ϑοΫ

αΠυϨʔϧͳͲʹ
Ҿֻͬ Δ͚

ίʔυΫϦοϓ

खݩεΠονίʔυ
Χʔϧ෦

●手元スイッチの取扱いに注意してください。ベッドが誤動作してけがをしたり、
故障したりする原因となります。また、ショートなどにより、感電・火災のおそ
れがあります。

  ・ぶつけたり、傷つけたりしないでください。
  ・落としたり、コードを無理に引っ張ったりしないでください。
●傷んだ手元スイッチは修理（交換）を依頼してください。警  告

けい　　　  こく

ίʔυͷই

ϑοΫͷഁଛ

ຊମͷഁଛ

˔෇ଐͷίーυΫϦοϓΛखݩεΠονίーυにऔ෇͚ɺ
αΠυϨーϧͳͲにҾֻ͚ͬΔ͜ͱでɺίーυ͕Ώ

・・
͔

にணく͜ ͱΛ༧๷͢Δ͜ͱ͕で͖· ɻ͢

ベ
ッ
ド
の
使
用
方
法

●手元スイッチを使用しないときは、ボードもしくはサイドレールなどの外側に掛け
てください。内側に掛けると誤って操作ボタンが押され、意図せぬベッドの動作に
よりけがをするおそれがあります。

●手元スイッチを内側に掛けた状態で操作しないでください。ボトムとサイドレール
などのすき間に手（指）をはさまれてけがをしたり、手元スイッチが破損・変形した
りするおそれがあります。

警  告
けい　　　  こく
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4. ベッドの電源を入れましょう
⁞ϕουͷిݯϓϥάΛɺίンηンτにࠩࠐΜでくͩ
͍͞ɻखݩεΠονͷిݯϥンϓ͕ɺΦϨンジ৭に
఺౮͠· ɻ͢

●電源ランプが点灯せず、いずれかのおも
て面ボタンを押したときのみ電源ランプ
がオレンジ色に点灯する場合は、手元ス
イッチがロック（全禁止）されています。

			（26ページ参照）

❷खݩεΠονͷೖ �੾ϘλンΛԡͯ͠ ɺϕουͷిݯ
ΛೖΕ く͍ͯͩ͞ɻిݯϥンϓ͕྘৭にมΘΓ· ɻ͢
΋͏Ұ౓ೖ �੾ϘλンΛԡ͢ͱɺిݯϥンϓ͕ΦϨ
ンジ৭に໭ΓɺిݯΛ੾Δ͜ͱ͕で͖· ɻ͢

ͯ͠༺࢖❸ ͍ΔखݩεΠονͷछྨΛ֬ೝ͠ɺԼهペー
ジ͔ら͓ಡΈく͍ͩ͞ɻ

ϥϯϓݯి

ೖʗ੾Ϙλϯ

˞Πϥετ͸Β͘ Β͘ ϞʔγϣϯγϦʔζ

��ϖʔδ͔Β ��ϖʔδ͔Β

ベ
ッ
ド
の
使
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方
法
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5 ベッドの使用方法
5. 背を動かしてみましょう

■背ボトムの動作範囲

˔背ϘτϜͷ֯౓Λௐઅで͖· ɻ͢
ϕουͷ背΋ͨΕ෦෼͕ɺ�˃͔ ら�� ·˃でௐઅで
͖· ɻ͢

˔背ϘτϜͷ動作͸ɺňらくらくモーションʢ背ŋක͕動
作ʣŉɾň背あげ」ͷ͍ͣΕ͔ΛબͿ͜ͱ͕で͖· ɻ͢

■角度制限機能

ΔͨΊɺ背Ϙτ͢ݮΛܰײ෦΍ෲ෦に͔͔Δѹഭڳ˔
ϜͱකϘτϜͷؒͷ֯౓͕�� Α˃Γখ͞くͳらͳ͍
Α͏にࣗ動తに動作͠· ɻ͢
背ϘτϜʢකϘτϜʣΛあげ͍ͯくͱɺ背ϘτϜͱක
ϘτϜͷ֯౓͕ৗに�� Ҏ˃্にͳΔΑ͏にɺකϘτ
Ϝʢ背ϘτϜʣ͕ ͕͞Γ· ɻ͢

■背ボトムの動作パターンを選びましょう

らくらく動作表示に
⇒「らくらくモーション」で動作…22ページ

頭動作表示に
⇒「背あげ」で動作…22ページ

Β͘ Β͘ ੾׵Ϙλϯ

��ʄҎ্

�ʄ͔Β��ʄ

˔らくらく੾׵ϘλンΛԡͯ͠ く͍ͩ͞ɻ
ԡͨ͢ͼにɺӷথ表示ύωϧͷらくらく動作表示·
ͨ͸頭動作表示に ͕఺౮͠· ɻ͢

●安全のため、角度制限機能は解除できま
せん。

ベ
ッ
ド
の
使
用
方
法
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■「らくらくモーション」で動かしましょう

■「背あげ」で動かしましょう
˔頭動作表示に ͕఺౮ͯ͠ ͍Δ͜ͱΛ֬ೝ͠ くͯ
͍ͩ͞ɻ

●膝角度は表示されません。

⁞ක͕ઌͯ͠ߦ�� ·˃であ͕Δͱɺ
࿈動ͯ͠ 背͕動͖ͩ͠· ɻ͢

❷ක͕2� で˃Ұ౓ఀ͠ࢭ· ɻ͢背
͕�� ·˃であ͕Δͱɺක͕࿈動
ͯ͠ ͕͞Γ࢝Ί· ɻ͢

❸背͕̓̑ ·˃であ͕Δͷͱ΄΅ಉ࣌
にක͕� ·˃で͕͞Γ· ɻ͢

❸背ͱක͕࿈動ͯ͠ � ·˃で͕͞Γ
· ɻ͢

❷ක͕2� で˃Ұ౓ఀ͠ࢭ· ɻ͢
背͕�� ·˃で͕͞Δͱɺක͕࿈
動ͯ͠ ͕͞Γ࢝Ί· ɻ͢

⁞背͕͕͞Γ࢝ΊΔͷͱ΄΅ಉ࣌
にɺක͕あ͕Γ࢝Ί· ɻ͢

എͷಈ֯࡞౓Λ
�˃͝ͱʹ දࣔനൈ͖͕ ఺໓

Β͘ Β͘ ʗ಄Ϙλϯ

Β͘ Β͘ ಈ࡞දࣔ

എͷಈ֯࡞౓Λ
�˃͝ͱʹ දࣔ

നൈ͖͕ ఺໓

Β͘ Β͘ ʗ಄Ϙλϯ

಄ಈ࡞දࣔ

あげボタンを押す

さげボタンを押す

背ボトムがあがります。

背ボトムがさがります。

さげϘタンをԡす

あげϘタンをԡす

˔らくらくモーション͸ɺ背あげ࣌΍背͞げ࣌ͷѹഭ
ɺΑΓྑ͍࢟੎ΛอͯΔΑ͏ɺ背͠ݮ΍ͣΕΛܰײ
ϘτϜͱڞにකϘτϜ΋動͔͠· ɻ͢

˔らくらく動作表示に ͕఺౮͍ͯ͠Δ͜ͱΛ֬ೝ
ͯ͠ く͍ͩ͞ɻ

ベ
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5 ベッドの使用方法
5. 背を動かしてみましょう

■背ボトムの動作範囲

˔背ϘτϜͷ֯౓Λௐઅで͖· ɻ͢
ϕουͷ背΋ͨΕ෦෼͕ɺ�˃͔ ら�� ·˃でௐઅで
͖· ɻ͢

಄Ϙλϯ あげボタンを押す

さげボタンを押す

背ボトムがあがります。

背ボトムがさがります。

�ʄ͔Β��ʄ

˔੾ۚ׵۩ૢ作にΑΓɺ背あげͱ࿈動ͯ͠කϘτϜ͕
2� ·˃であ͕Γ· ɻ͢ૢ作ํ๏͸ɺ��ʙ��ページ
「背ක࿈動 �背あげΛ੾͍ͨ͑׵ͱ͖͸」Λࢀরͯ͠
く͍ͩ͞ɻ

■背膝連動

ベ
ッ
ド
の
使
用
方
法
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6. ベッドの高さを動かしてみましょう

■高さの動作範囲

˔ϕουͷ͞ߴΛௐઅで͖· ɻ͢
Ώ
・・
͔͔らϕουͷϘτϜ্໘·でͷ͞ߴΛɺ2�DN

͔ら��DN·でௐઅで͖· ɻ͢

●ハイトスペーサー・キャスター付ハイト
スペーサー使用時は、表示と実際の高さ
は異なります。（45ページ参照）

˔҆શͷͨΊɺϕουͷ͞ߴΛ͞げΔ৔߹ɺΏ
・・
͔͔ら

ϘτϜ্໘·でͷ͞ߴʢচߴʣ͕2�DNでɺϒβー
Λ໐らͯ͠ Ұ୴ఀ͠ࢭ· ɻ͢

げϘλンΛԡ͢ͱɺϒβー͞͞ߴεΠονͷݩ౓ɺख࠶˔
Λ܁Γฦ͠໐ら͠ͳ͕ら࠷௿ߴ ʢ͞2�DNʣ·で͕͞
Γ· ɻ͢
ɾ௨ৗͷ଎౓ΑΓ௿଎で͕͞Γ· ɻ͢
ɾচ2ߴ�DNҎԼでఀ͍ͯ͠ࢭΔͱ͖にϕουΛ͞
げΔ৔߹͸ɺҰ୴ఀͣͤࢭに࠷௿ߴ ʢ͞2�DNʣ·
で͕͞Γ· ɻ͢

●安全のため、一旦停止時・低床動作中の
ブザー音は、操作音選択スイッチで ｢切 ｣
に設定しても切ることができません。

●ハイトスペーサー・キャスター付ハイト
スペーサー使用時は、一旦停止する高さ
は表示と異なります。（45ページ参照）

ߴ͞ Ϙλϯ

あげϘタンをԡす

さげϘタンをԡす

。さがあがりますߴ

。さがさがりますߴ

Β̝͘ Β͘ ϞʔγϣϯγϦʔζͷखݩεΠονͷ৔߹

ϕουͷ͞ߴ Λ
�cN ͱ͝ʹ දࣔനൈ͖͕ ఺໓

˞Πϥετ͸ɺΒ͘ Β͘ ϞʔγϣϯγϦʔζ

௿଎

��cN

��cNͰ
Ұ୴ఀࢭ

■低床位置のお知らせ

<一旦停止時>

<低床動作中>

ベ
ッ
ド
の
使
用
方
法
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5 ベッドの使用方法
7. 膝を動かしてみましょう

˔කϘτϜͷ֯౓Λௐઅで͖· ɻ͢
කϘτϜ͕ɺ�˃͔ ら�� ·˃でௐઅで͖· ɻ͢

■膝ボトムの動作範囲

●2モーターシリーズは、膝ボトムのみの
調節はできません。

■足先の角度切換

˔ख動で଍ϘτϜઌ୺ͷ֯౓Λ2ஈ֊に੾͑׵Δ͜ͱ
͕で͖· ɻ͢
੾ૢ׵作ํ๏͸ɺ��ʙ�� ページ「଍ઌͷ֯౓Λ
ม͍͑ͨͱ͖͸」Λࢀরͯ͠ く͍ͩ͞ɻ

଍Ϙλϯ

කϘτϜͷ֯౓Λ
�˃͝ͱʹ දࣔ

˞Πϥετ͸ɺΒ͘ Β͘ ϞʔγϣϯγϦʔζ

あげϘタンをԡす

さげϘタンをԡす

කϘトムがあがります。

කϘトムがさがります。

നൈ͖͕ ఺໓

Β̝͘ Β͘ ϞʔγϣϯγϦʔζͷखݩεΠονͷ৔߹

�ʄ͔Β��ʄ

଍ϘτϜ

ベ
ッ
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8. 手元スイッチを設定・確認するときは

手元スイッチをロック（禁止）するときは

手元スイッチのロック（禁止）を解除するときは

˔खݩεΠον͏ら໘ͷશࢭېεΠονΛૢ作͢Δ͜ͱにΑΓɺखݩεΠονͷ͢΂ͯͷϘλンΛϩοΫʢࢭېʣ͢
Δ͜ͱ͕で͖· ɻ͢
˔શࢭېεΠονΛԡͯ͠ く͍ͩ͞ɻ
͢΂ͯͷϥンϓɺ表示͕ফ͑ɺશࢭېεΠονҎ֎ͷϘλンૢ作͕͢΂ͯແޮにͳΓ· ɻ͢

●電源プラグを抜き差しした場合も、手元スイッチのロッ
ク（禁止）は解除されません。

˔ϩοΫʢࢭېʣ͞ Εͨঢ়ଶでɺશࢭېεΠονΛԡ͢ͱɺϩοΫʢࢭېʣ͕ ղআ͞Εɺ�ϕουͷి͕ݯೖͬͯ ͍ͳ
͍ঢ়ଶにͳΓ· ɻ͢

˔ϕουΛૢ作͢Δࡍ͸ɺ͓΋ͯ໘ͷೖ �੾ϘλンΛԡͯ͠ く͍ͩ͞ɻ

●手元スイッチをロック（禁止）する前の設定状態は、ロッ
クを解除してもリセットされません。

ロックまたは解除時の各表示部の状態

3F07229900A＊

શࢭېεΠον

දࣔ෦ ϩοΫ͞Εͨঢ়ଶʢࢭېʣ
˞Ϙλϯૢ࡞ɿແޮ

ղআ͞Ε͍ͯΔঢ়ଶʢ༗ޮʣ
˞Ϙλϯૢ࡞ɿ༗ޮ

ϥϯϓݯి
ᶖἮ
ߚߒ᛼ࠍン࠲ࡏ㕙ߡ߽߅※
ὐἮߢンࠫ࡟ࠝߺߩ߈ߣޓ

બ୒ϥϯϓ࡞ૢ

ӷথදࣔύωϧ

ೳঢ়ଶϥϯϓػ

఺౮
ʢΦϨϯδ·ͨ ͸྘ʣ
˞ϩοΫղআޙ͸ΦϨϯδ

ᶖἮߡߴߔ ⸳ቯ⁁ᘒࠅࠃߦὐἮ㧛ᶖἮ
ᶖἮߡߴߔッࠢ⸃㒰ᓟはࡠ※

͢΂ͯফ౮ ઃఆঢ়ଶʹΑΓ఺౮ʗফ౮
˞ϩοΫղআޙ͸͢΂ͯফ౮

͢΂ͯফ౮ ઃఆঢ়ଶʹΑΓ఺౮ʗফ౮
˞ϩοΫղআޙ͸͢΂ͯফ౮
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5 ベッドの使用方法
8. 手元スイッチを設定・確認するときは

■動作部位選択スイッチで、らくらく /頭・頭 ･足 ･高さそれぞれの操作ボタンを個別にロック（禁止）また
は有効に設定することができます。

個別に操作ボタンの有効 /ロック（禁止）を設定するときは

●動作部位選択スイッチを押しただけでは、
それまでの操作ボタンの有効 /ロック（禁
止）の設定内容は取消しされません。

●らくらくモーションシリーズで、足ボタン
を禁止にした場合は、らくらく /頭ボタン
の動作パターンが、「背あげ」に設定（固定）
されます。

●動作部位選択スイッチを押して、ボタン
の有効 / ロック（禁止）を選択後、15秒
間何も操作が行われない場合、選択が無
効になり、動作部位選択スイッチを押す
前の設定に戻ります。

●動作部位選択スイッチでボタンを禁止にしている場合でも、リセット機能（29 ペー
ジ参照）により、操作有効の状態に戻りますので、ご注意ください。意図せぬベッ
ドの動作により、けがをするおそれがあります。

警  告
けい　　　  こく

ಈ࡞෦Ґબ୒εΠον

3F07229900A＊

બ୒ϥϯϓ࡞ૢ

ʲઃఆதʳ

点໓：ૢ࡞有ޮ

消౮：ૢࢭې࡞

ʲઃఆྃ׬後ʳ

点౮：ૢ࡞有ޮ

消౮：ૢࢭې࡞

˞Πϥετ͸ɺΒ͘ Β͘ ϞʔγϣϯγϦʔζ

⁞動作෦Ґબ୒εΠονΛԡͯ͠ く͍ͩ͞ɻిݯϥンϓ
͕఺໓͠ɺૢ作બ୒ϥンϓ͕ҎԼͷঢ়ଶにͳΓ· ɻ͢
< ૢ作༗ޮ >ɿ఺໓ɹɹ<ૢ作ࢭې>ɿফ౮

❷ϩοΫʢࢭېʣに͍ͨ͠৔߹͸ɺ఺໓ͯ͠ ͍ΔՕॴ
ʢňらくらく� 頭」ň 頭 ŉň଍ ŉň �ŉʣͷあげ͞ߴ ɾ
͞げ� �͍ͣΕ͔ͷϘλンΛԡ͠ く͍ͯͩ͞ɻૢ作
બ୒ϥンϓ͕ফ౮͠ɺૢ作ࢭېΛબ୒ͨ͠ঢ়ଶにͳ
Γ· ɻ͢

˞ૢ作༗ޮに͢Δ৔߹͸ɺফ౮͍ͯ͠ΔՕॴͷあげɾ
͞げ͍ͣΕ͔ͷϘλンΛԡ͠ く͍ͯͩ͞ɻૢ作બ୒
ϥンϓ͕఺໓͠ɺૢ作༗ޮΛબ୒ͨ͠ঢ়ଶにͳΓ·
ɻ͢

❸͢΂ͯͷબ୒͕ऴྃ͠·ͨ͠らɺ動作෦Ґબ୒εΠο
νΛԡͯ͠ く͍ͩ͞ɻ఺໓ͯ͠ ϥンϓɾૢ作ݯి͍ͨ
બ୒ϥンϓ͕఺౮͠ɺબ୒ͨ͠Ϙλンͷ༗ޮ �ϩοΫ
ʢࢭېʣͷઃఆ͕ྃ͠׬· ɻ͢

ベ
ッ
ド
の
使
用
方
法



28

使
用
目
的
・
特
長

注
意
事
項

ベ
ッ
ド
の
組
立
方
法

オ
プ
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

手
動
背
さ
げ
に
つ
い
て

定
期
点
検
と
お
手
入
れ

故
障
か
な
？
と
思
っ
た
ら

ベ
ッ
ド
の
保
管
・
分
解

࢓
༷
・
Ξ
ϑ
λ
ồ
α
ồ
Ϗ
ε

動作速度 ｢普通 /速い ｣を切換えるときは

操作音「入 /切」を選択するときは

˔଎͞੾׵εΠονΛૢ作͢Δ͜ͱでɺ背ϘτϜɾϕο
υͷ͞ߴͷ動作଎౓Λ2ஈ֊ʢී௨ � ଎͍ʣで੾׵
͑Δ͜ͱ͕で͖· ɻ͢
「଎͍」͸「ී௨」ͷ��� ഒͷ଎͞で動作͠· ɻ͢
˔଎͞੾׵εΠονΛԡͨ͢ͼにɺ背ϘτϜɾϕουͷ
ͷ଎͞ߴ ʢ͞ී௨ � ଎͍ʣ͕ ҎԼͷΑ͏に੾׵ΘΓ
· ɻ͢

●らくらくモーションの場合は、背ボトムの動作速度の設定によらず、「普通」の速度で動作します。
●低床動作中（ゆ

・ ・

か高 28cm以下）は、動作速度の設定によらず、同じ速さで動作します。（24ペー
ジ参照）

˔ૢ作Իબ୒εΠονΛԡͨ͢ͼにɺखݩεΠονૢ作࣌ͷૢ作Իʢೖ �੾ʣΛબ୒͢Δ͜ͱ͕�で͖· ɻ͢

●安全のため、ベッドの高さをさげる場合
の一旦停止時・低床動作中のブザー音は、
操作音 ｢ 切 ｣ に設定しても、切ることが
できません。

3F07229900A＊

଎͞ ੾׵εΠον

಄͕఺౮ ߴ͞ ͕఺౮ ಄ͱ͞ߴ ͕఺౮

˞�ճԡ ͱ͢ɺॳظঢ়ଶʹ໭Γ·͢ ɻ

ॳظঢ়ଶ
ɾഎϘτϜɿී ௨
ɾߴ ɿ͞ී ௨

�ճԡ͢
ɾഎϘτϜɿ଎͍
ɾߴ ɿ͞ී ௨

�ճԡ͢
ɾഎϘτϜɿී ௨
ɾߴ ɿ͞଎͍

�ճԡ͢
ɾഎϘτϜɿ଎͍
ɾߴ ɿ͞଎͍

Իબ୒εΠον࡞ૢ

3F07229900A＊

ᠲ૞㖸㧦౉ ᠲ૞㖸㧦ಾ
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5 ベッドの使用方法
8. 手元スイッチを設定・確認するときは

手元スイッチの設定をリセットするときは

手元スイッチの点検お知らせ表示について

˔ૢ作Իબ୒εΠονΛ�ඵҎ্ԡ͢͜ͱでɺ͏ら໘εΠονͱらくらく੾׵Ϙλンͷઃఆ಺༰ΛҎԼͷॳظঢ়
ଶに໭͢͜ͱ͕で͖· ɻ͢
˔Ϧηοτத͸ɺ「ϐー」ͱ͍ ϒ͏βーԻ͕໐Γ· ɻ͢

˔खݩεΠονͷ఺͓ݕ஌らͤ表示ͷ఺໓にΑΓɺి૷඼ͷ఺ظ࣌ݕΛ͓஌らͤ͠· ɻ͢
��ʙ�2ページ ň রͯ͠ࢀらŉΛͨͬࢥো͔ͳ ͱނ�⬷ く͍ͩ͞ɻ

●より安全にご使用いただくために、電装
品を点検してください。長期間使用する
と、部品が摩耗・劣化して故障するおそ
れがあります。

<初期状態>
・動作部位選択：すべてのボタン操作が有効
・速さ切換：普通（背ボトムと高さ）
・操作音選択：入
・らくらく切換：らくらくモーション

点滅：ి ૷඼ͷ఺ظ࣌ݕであΔ͜ͱΛ表示ͯ͠ ͍· ɻ͢

Իબ୒εΠον࡞ૢ

3F07229900A＊

0/͕఺໓

ϥϯϓ͕఺໓
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9. 手元スイッチ表示一覧

らくらくモーション（らくらく /頭ボタン）

˔背動作֯౓͕2˃͝ ͱに表示͞Ε
· ɻ͢
ක動作֯౓͸表示͞Ε·ͤΜɻ

■液晶表示パネルについて

˔ϕουͷ動作৘ใ͸ɺӷথ表示にͯ֬ೝ͢Δ͜ͱ͕で͖· ɻ͢
˔നൈ͖ͷՕॴ͕఺໓表示͠· ɻ͢

͋͛ ಈࢭఀ࡞ঢ়ଶ ͛͞

背あげ（らくらく /頭ボタン）

˔背動作֯౓͕2˃͝ ͱに表示͞Ε
· ɻ͢

˔背動作଎౓ 「͕଎͍」࣌ ͸ɺ�「;ͭ
͏」ͷ࣌ΑΓ΋఺໓ͷִ͕ؒ଎くͳ
Γ· ɻ͢

͋͛ ʢී௨ʣ ಈࢭఀ࡞ঢ়ଶ ͛͞ʢී௨ʣ

͋͛ ʢ଎͍ʣ ಈࢭఀ࡞ঢ়ଶ ͛͞ʢ଎͍ʣ

膝あげ（足ボタン）

˔ක動作֯౓͕2˃͝ ͱに表示͞Ε
· ɻ͢

͋͛ ಈࢭఀ࡞ঢ়ଶ ͛͞

高さ調節（高さボタン）

·2DN͝ͱに表示͞Ε͕͞ߴ˔ ɻ͢

ௐઅ଎౓͞ߴ˔ 「͕଎͍」࣌ ͸ɺ「;
ͭ 」͏ͷ࣌ΑΓ΋఺໓ͷִ͕ؒ଎く
ͳΓ· ɻ͢

͋͛ ʢී௨ʣ ಈࢭఀ࡞ঢ়ଶ ͛͞ʢී௨ʣ

͋͛ ʢ଎͍ʣ ಈࢭఀ࡞ঢ়ଶ ͛͞ʢ଎͍ʣ

エラーコード

ベ
ッ
ド
の
使
用
方
法

●表示される角度 ･高さは、目安としてください。
●ハイトスペーサー・キャスター付ハイトスペーサー使用時は、表示と実際の高さが異なります。
　（45ページ参照）

●角度調節の0～4°の範囲は「--」が表示されます。故障ではありません。
●液晶表示パネルは、操作後20秒経過すると表示内容が自動的に消えます。
●数値表示部に『U1』『H1』などの値が現れた場合はエラーコードを表示して
います。81～82ページ「� 故障かな？と思ったら」を参照してください。
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5 ベッドの使用方法
9. 手元スイッチ表示一覧

■機能状態ランプ
うら໘εΠονでઃఆͨ͠಺༰Λɺػೳঢ়ଶϥンϓで֬ೝ͢Δ͜ͱ͕で͖· ɻ͢

■点検お知らせランプ

＜液晶表示パネル>

<機能状態ランプ>

■表示ランプ

<電源ランプ>

<操作選択ランプ>※電源ランプが緑（ベッドの電源：入）の場合

ϥϯϓͷঢ়ଶ ৭ ҙຯ রϖʔδࢀ

఺౮
ΦϨϯδ ϕουͷిݯɿ੾ ��
྘ ϕουͷిݯɿೖ ��

ফ౮ ʵ
ɾશࢭېઃఆத ��
ɾిݯϓϥά͕ൈ͚͍ͯΔ ��
ɾఀిɾஅઢʹΑΓૢ͕࡞Ͱ͖ͳ͍ ��ʙ ��

఺໓
྘ ಈ࡞෦Ґબ୒த ��
੺ அઢ΍ই֐෺ͱͷ઀৮ͳͲͷҟৗ ��ʙ ��

ϥϯϓͷঢ়ଶ ҙຯ রϖʔδࢀ
఺౮ ༗ޮͳϘλϯ͕࡞ૢ ��
ফ౮ ͷϘλϯࢭې࡞ૢ ��
఺໓ ಈ࡞෦Ґબ୒தʢૢ࡞༗ޮͷϘλϯʣ ��

ὐἮ
ᠲ૞㖸㧦౉

ফ౮
Իɿ੾࡞ૢ

ᶖἮ
⢛ࡏトࡓㅦߐ㧦᥉ㅢ

ὐἮ
⢛ࡏトࡓㅦߐ㧦ㅦ޿

ᶖἮ
㜞ߐㅦߐ㧦᥉ㅢ

ὐἮ
㜞ߐㅦߐ㧦ㅦ޿

˞Πϥετ͸ɺΒ͘ Β͘ ϞʔγϣϯγϦʔζ

఺໓ɿి ૷඼ͷ఺ظ࣌ݕͰ͋ Δ͜ ͱΛදࣔ͠ ͯ ·͍͢ ɻ

఺໓ɿి ૷඼ͷ఺ظ࣌ݕͰ͋ Δ͜ ͱΛදࣔ͠ ͯ ·͍͢ ɻ
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10. オプション受を使用・格納したいときは

オプション受格納時

˔ंҜࢠͳͲΛΑΓϕουに͚ۙͮらΕ· ɻ͢
˔ϕουͷઃஔεペーεΛখ く͞で͖· ɻ͢
˞ϕουͷ෯͕࠷େ�DNখ く͞ͳΓ· ɻ͢

■オプション受の位置を使用目的にあわせて調節することができます。

にͳΔ໨తにあΘͤͯ�ϲॴʢ頭ଆɾ଍ଆͷ͍࢖͓˔
ӈ֤�ϲॴʣͷΦϓションडΛͦΕͧΕద੾ͳҐࠨ
ஔにௐઅͯ͠ く͍ͩ͞ɻ
ʢௐઅํ๏͸��ʙ��ページΛࢀরʣ

˔Φϓションडに͸ࠨӈ͕あΓ· ɻ͢ΦϓションडΛ
औ֎ͯ͠͠·ͬͨ৔߹ɺΦϓションडͷεϦοτΛ
Ϙーυଆに͚ͯ޲औ෇͚ く͍ͯͩ͞ɻ
·ͨɺΦϓションडΛ࢖༻͢Δ৔߹ɺඞͣΦϓショ
ンड͕ਖ਼͍͖͠޲にऔ෇͍͍ͯΔ͜ͱΛ֬ೝ͠ くͯ
͍ͩ͞ɻ

オプション受使用時

˔αΠυϨーϧ΍ϕου༻άϦοϓͳͲΛऔ෇͚Δ͜ͱ
͕で͖· ɻ͢

●オプション受は正しい向きで使用してください。誤った向きで使用すると、ベッド
とサイドレール・ベッド用グリップなどの間に意図せぬすき間ができ、はさまれて
けがをするおそれがあります。

警  告
けい　　　  こく

Φϓγϣϯऔ෇͕݀
ϘτϜΑΓ֎ଆ

Φϓγϣϯड

Φϓγϣϯड͕
ϘτϜΑΓ಺ଆ

֨ೲ࣌

࣌༺࢖

Φϓγϣϯड

˞Πϥετ͸ɺϘτϜΛ
ɹऔ֎͠ ͨঢ়ଶΛࣔ͠ ͯ ·͍͢ ɻ

εϦοτ εϦοτ

εϦοτ εϦοτ

ϘʔυϘʔυ
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5 ベッドの使用方法
10. オプション受を使用・格納したいときは

⁞ΦϓションडΛ࣋ͪあげͨࡍにɺΦϓションडͷπ
ϝ͕ຊମͷ࢛͍͔֯݀らൈ͚ΔΑ͏にͳΔ·でϊϒ
ϘϧτΛΏΔΊ く͍ͯͩ͞ɻʢ�ͭͷΦϓションडに
͖ͭ2ϲॴʣ

❷ΦϓションडΛ࣋ͪあげͳ͕らεϥΠυͤ͞ɺద੾
ͳҐஔͷ࢛͍֯݀にπϝΛೖΕ く͍ͯͩ͞ɻΦϓショ
ンडΛ࢖༻࣌ͷҐஔにηοτ͢ Δ৔߹ɺΦϓションड
ͷઢͱຊମ୺෦ͷҐஔΛあΘͤΔͱҐஔܾΊ͠΍͢
くͳΓ· ɻ͢

●固定部品A・Bが図のように正しい向き
で取付いていること（固定部品Aがノブ
ボルト側、固定部品Bがナット側）を確
認してください。

●オプション受はオプション受のツメを本体の四角い
穴に入れ、ノブボルトでしっかりと固定した状態で
使用してください。オプション受が、がたついたり
外れたりして、けがをするおそれがあります。

●オプション受を使用する場合は、ボトムを取付けた
後、オプション受に貼られているラベルのボトム端
部を示す線とボトムの端部が、揃っていることを確
認してください。誤った位置で使用すると、ベッドと
サイドレール・ベッド用グリップなどの間に意図せぬ
すき間ができ、はさまれてけがをするおそれがあり
ます。

警  告
けい　　　  こく

ϊϒϘϧτ

࢛͍֯݀

͠ΊΔ

πϝ

ϘτϜ୺෦
Λࣔ͢ઢ

ΏΔΊΔ

πϝ࢛͍֯݀

ϊϒϘϧτ

Φϓγϣϯड

ఆ෦඼̖ݻ

φοτ

ϊϒϘϧτ

Φϓγϣϯडͷઢ

ఆ෦඼̗ݻ

Φϓγϣϯड

ຊମ୺෦

࢖
༻
࣌

֨
ೲ
࣌

ϊϒϘϧτφοτ

ϊϒϘϧτ

˞ϊϒϘϧτͷઌ୺͕φοτʹӅ
ΕΔ·ͰϊϒϘϧτΛΏΔΊΔͱɺ
Φϓγϣϯडͷπϝ͕ ຊମͷ
࢛͍֯݀ Β͔ൈ ·͚͢ ɻ
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❸ϊϒϘϧτΛక෇͚ɺΦϓションडΛ͔ͬ͠Γݻఆ͠
く͍ͯͩ͞ɻʢ�ͭͷΦϓションडに͖ͭ2ϲॴʣ

●固定部品Bの穴が見える場合は、ツメが
本体の四角い穴に入っていない、または、
オプション受がしっかり固定されていな
い可能性があります。再度ツメが本体の
四角い穴に入っていること、ノブボルト
が確実に締まっていること、オプション
受のがたつきがないことを確認してくだ
さい。

●ノブボルトを締付けた際、下図のように
固定部品Bの穴が見えず、ノブボルトの
付け根部分に少しすき間ができるのが適
正な状態です。

#ఆ෦඼ݻ #ఆ෦඼ݻ

݀

͠ΊΔ

πϝ

πϝ

ϊϒϘϧτ
❹Φϓションडͷπϝ͕ຊମͷ࢛͍֯݀にೖͬͯ ͍Δ͜
ͱΛ֬ೝ͠ く͍ͯͩ͞ɻʢπϝ͸�ͭͷΦϓションड
に͖ͭ�ϲॴʣɻ·ͨɺΦϓションडͷ͕͖͕ͨͭ
ͳ͍͜ͱΛ֬ೝͯ͠ く͍ͩ͞ɻ

#ఆ෦඼ݻ

͖͢ ؒ
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●ノブボルトが回しづらい場合は、オプショ
ン受を手で支えながらノブボルトを締付
けてください。
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5 ベッドの使用方法
11. 足先の角度を変えたいときは
■膝あげ時の足先の角度を２段階に切換えることができます。

足先さげ

˔଍ϘτϜεςーΛεςーडͷ্ஈにஔくͱɺ଍Ϙτ
Ϝͷઌ୺͕͕ͬͨ͞ঢ়ଶでʢϕουϑϨーϜにԊͬͯ ʣ
කあげ動作Λ͍ߦ· ɻ͢

足先あげ

˔଍ϘτϜεςーΛεςーडͷԼஈにஔくͱɺ଍ϘτϜ
ͷઌ୺͕あ͕ͬͨঢ়ଶでකあげ動作Λ͍ߦ· ɻ͢

଍ϘτϜεςʔ
଍ϘτϜ

଍ϘτϜεςʔ εςʔड

଍ϘτϜεςʔ

�ʢ˃කϘτϜ֯౓࠷େ͋͛ ࣌ʣ

଍ϘτϜ

଍ϘτϜεςʔ

εςʔड

ベ
ッ
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方
法
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●足ボトムステーは、ステー受以外の位置には移動させないでください。ベッドが
破損するおそれがあります。

●足先の角度切換え操作は、手や腕などをはさまないよう注意して行ってください。
●ベッドをご使用中の場合は、ベッドを使用している方にベッドから降りていただき、

切換え操作を行ってください。手や腕などをはさまれて、けがをするおそれがあ
ります。

注  意
ちゅう　　　  い

足先さげにする場合

足先あげにする場合

⁞଍ϘτϜઌ୺ͷதԝ෦ΛΏͬくΓ࣋ͪあげɺ଍Ϙτ
ϜεςーΛεςーडͷ্ஈにࡌΔΑ͏に͑ࢧͳ͕
らɺΏͬくΓͱ଍ϘτϜΛ͓Ζͯ͠ く͍ͩ͞ɻ

❷଍ϘτϜεςー͕εςーडͷ্ஈにͨͬ͜ࡌͱΛ֬
ೝͯ͠ ͔らɺ଍ϘτϜεςーΛ͍ͯ͑ࢧΔखΛ཭ͯ͠
く͍ͩ͞ɻ

❸଍ϘτϜΛޙ࠷·で͓Ζͯ͠ く͍ͩ͞ɻ

●足ボトムステーが左右ともステー受の下
段に確実に入っていることを確認してか
ら使用してください。

●足先の角度切換え作業は、足ボトムの角
度によらず行えます。

●足ボトムステーが左右ともステー受の上
段に確実に載っていることを確認してか
ら使用してください。

●足先の角度切換え作業は、足ボトムの角
度によらず行えます。

⁞଍ϘτϜઌ୺ͷதԝ෦ΛΏͬくΓ࣋ͪあげɺ଍Ϙτ
ϜεςーΛ଍ଆにεϥΠυͤ͞ く͍ͯͩ͞ɻ

❷଍ϘτϜεςー͕εςーडͷԼஈにೖͬͨ͜ͱΛ֬
ೝͯ͠ ͔らɺΏͬくΓͱ଍ϘτϜΛ͓Ζͯ͠ く͍ͩ͞ɻ

଍ϘτϜεςʔ

εςʔड

଍ϘτϜ

଍ϘτϜεςʔ͕
ʹӈͱ΋εςʔडͷԼஈࠨ
ೖͬͯ ͍Δ͜ ͱ

˞Πϥετ͸ϑοτϘʔυΛऔ֎͠ ͨঢ়ଶΛࣔ͠ ͯ ·͍͢ ɻ

଍ϘτϜεςʔ

εςʔड

଍ϘτϜ

଍ϘτϜεςʔ͕
ʹӈͱ΋εςʔडͷ্ஈࠨ
ͯͬࡌ ͍Δ͜ ͱ

˞Πϥετ͸ϑοτϘʔυΛऔ֎͠ ͨঢ়ଶΛࣔ͠ ͯ ·͍͢ ɻ

ベ
ッ
ド
の
使
用
方
法



37

使
用
目
的
・
特
長

注
意
事
項

ベ
ッ
ド
の
組
立
方
法

オ
プ
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

手
動
背
さ
げ
に
つ
い
て

定
期
点
検
と
お
手
入
れ

故
障
か
な
？
と
思
っ
た
ら

ベ
ッ
ド
の
保
管
・
分
解

࢓
༷
・
Ξ
ϑ
λ
ồ
α
ồ
Ϗ
ε

5 ベッドの使用方法
12. 背膝連動 / 背あげを切換えたいときは
■切換金具の操作により、背あげ時の膝ボトムの動きを切換えることができます。

背膝連動

˔背あげ動作に࿈動͠ ɺͯකϘτϜͷ֯౓͕動作͠·
ɻ͢

背Λ�� ·˃であげͨͱ͖ɺකϘτϜ͕2� ·˃であ͕
Γ· ɻ͢

背あげ

˔背あげ動作にΑら ɺͣකϘτϜ͸� ͷ˃··で ɻ͢

�ʄ͔Β��ʄ
ベ
ッ
ド
の
使
用
方
法
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●背膝連動 / 背あげの切換え操作を行う際は、すべてのボトムをさげた状態で作
業してください。けがをするおそれがあります。

●ベッド動作中に、フレームに手を入れないでください。けがをするおそれがあり
ます。

警  告
けい　　　  こく

●背膝連動幹は54ページ「背膝連動幹の取
付け」に従って、正しく取付けてください。

⁞खݩεΠονΛૢ作ͯ͠ ɺ背ϘτϜͱකϘτϜΛҰ൪
Լ·で͞げ く͍ͯͩ͞ɻ

❷खݩεΠονΛૢ作ͯ͠ ɺϕουͷ͞ߴΛあげ くͯͩ
͍͞ɻ

˞ϕουͷ͞ߴΛあげͯ΋ૢ作͠にく͍৔߹͸ɺකɾ
଍ϘτϜΛऔ֎͔ͯ͠ら੾ۚ׵۩Λૢ作͠ くͯͩ͞
͍ɻකɾ଍ϘτϜͷऔ֎͠ํ͸ ��ページΛࢀরͯ͠
く͍ͩ͞ɻ

ϓϥάΛίンηンτ͔らൈ͍ݯి❸ く͍ͯͩ͞ɻ
❹ϑϨーϜͷ͔ؒらखΛ௨ ʢ͠කɾ଍ϘτϜΛऔ֎ͨ͠
৔߹͸্͔らखΛೖΕʣɺਤͷΑ͏に੾ۚ׵۩ͷϨ
όーΛૢ作ͯ͠ 「背ක࿈動」΋͠く͸ɺ「背あげ」にઃ
ఆͯ͠ く͍ͩ͞ɻ

Μでく͍ͩ͞ɻࠐϓϥάΛίンηンτにࠩݯి❺

背あげ背膝連動

੾ۚ׵۩

˞Πϥετ͸Ϙʔυɾකɾ଍ϘτϜ
ɹΛऔ֎͠ ͨঢ়ଶΛࣔ͠ ͯ
ɹ ·͍͢ ɻ

͓ͨ͢

੾ۚ׵۩

Ϩόʔ

˞Πϥετ͸Ϙʔυɾකɾ଍ϘτϜ
ɹΛऔ֎͠ ͨঢ়ଶΛࣔ͠ ͯ
ɹ ·͍͢ ɻ

੾ۚ׵۩

੾ۚ׵۩

Ϩόʔ ͋͛ Δ

੾ۚ׵۩

Ϩόʔ

ϑϨʔϜ

͜͜ ͷεϖʔε͔ Β
खΛೖΕͯ੾ۚ׵۩
ͷϨόʔΛૢ͢࡞Δ

എක࿈ಈװ

˔੾ۚ׵۩Λ͓ͨͯ͠ く͍ͩ͞ɻ ˔੾ۚ׵۩Λあげ く͍ͯͩ͞ɻ
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6 ユニットの組合せとJISの適合について

■楽匠Sシリーズ100cm幅は下表のユニットの組合せでJIS認証を取得しています。下表の組合せ以外
では使用しないでください。
オプションについては、「� 適合オプションについて」（69～75ページ）をご確認ください。
■下表以外の組合せの場合は、JIS認証を取得していない状態となります。

●ベッドは正しいユニットの組合せを確認した上で組立ててください。誤った組合
せで使用すると、思わぬけがや故障の原因となります。各ユニットの番号は段ボー
ル箱・製品識別表示ラベルに記載されています。

警  告
けい　　　  こく

Β͘Β͘ϞʔγϣϯγϦʔζ �ϞʔλʔγϦʔζ
,2����� ,2�����

ϕʔεϑϨʔϜ 2����7 2����7

଍ଆϑϨʔϜ˞ 2����'
2����'"

2����'
2����'"

಄ଆϑϨʔϜ 2����) 2����)
ϘτϜ 2����6 2����6
Ϙʔυ 2����# 2����#

˞ ଍ଆϑϨʔϜ͸ɺ2�ˎˎˎ '·ͨ͸2�ˎˎˎ '"ͷ͍ͣΕ͔Λ૊߹͍ͤͯͩ͘͞ɻ
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7 設置についての注意事項

■ベッドを設置するにあたって、下記の注意事項を守ってください。
■一度組立ててしまいますと、部屋の中での移動、向きの変更が困難な場合があります。

BOOK

注  意
ちゅう　　　  い

警  告
けい　　　  こく

■電源プラグの抜き差しができなくなる場所にはベッドを設置しないでください
ϓϥάΛൈく͜ݯΔͨΊにɺి͢ࢭ作Λ๷ૢޡ˔ ͱ͕ඞཁにͳΔ৔߹͕あΓ· ɻ͢
·作にΑΔ͚͕Λ͢Δ͓ͦΕ͕あΓૢޡ˔ ɻ͢

■ベッドの電源は直接コンセントからとってください
˔ίンηンτ΍Ԇ௕ίーυͷ༰ྔΛ௒͑Δిؾ੡඼Λಉ࣌に઀ଓͯ͠ Δͱɺ͢༺࢖
ϓϥά͕ൃ೤ͯ͠ݯίーυ΍ిݯి Րࡂͷ͓ͦΕ͕あΓ· ɻ͢

■ベッド周辺のスペースを確保してください
˔ϕουΛ࢖༻͢Δํ͕ϕου͔ら͖ىあ͕Δ৔߹にɺϕουͷࠨӈͲͪらଆ͔らͷ
৐Γ߱Γ͕Մೳ͔ɺं ͍͢Λ͝࢖༻ͷ৔߹͸ɺϕουͷͲͪらଆで࢖༻͢Δ͔にΑͬ
ඞͯཁͳεペーεΛ֬อͯ͠ く͍ͩ͞ɻน΍΋ͷͳͲΛই͚ͭΔ͓ͦΕ͕あΓ· ɻ͢

˔հ͢ޢΔํ͕ϕουपΓでհޢΛ͢ΔͨΊͷεペーεΛͲΕ͚ͩͱΔ͔�ʢシーπ
ͷհॿͳͲ͕ඞཁ͔ࣄຏ͖ɺ৯ࣃɺணସ͑ɺચ൅ɺ׵ɺ͓Ήͭަ͔͚ͩ׵ަ
Ͳ͏͔にΑͬͯ ϕουͷपғΛͲΕ͚ͩあ͚Δ͔ʣΛྀͯ͠ߟ く͍ͩ͞ɻ

■ベッド使用時にゆ
・ ・

かにかかる荷重に耐えられる場所に設置してください
˔ϕουͷ࣭ྔ͸࠷େ��LHで ɻ͢৸۩͓ΑͼΦϓション΍ϕουΛ࢖༻͢Δํͷ
ମॏΛՃ͑ͨ૯࣭ྔ͕ɺϕου࢖༻࣌にΏ

ㅡ

͔
ㅡ

に͔͔ΔՙॏͱͳΓ· ɻ͢͜ ͷՙॏに
଱͑らΕΔ৔ॴにઃஔͯ͠ く͍ͩ͞ɻΏ

ㅡ

͔
ㅡ

ͳͲ͕ഁଛ͢Δ͓ͦΕ͕あΓ· ɻ͢

■ベッド周りの家具備品、部屋の構造物の一部などと当たらないよう注意してください
˔ಛに޲ํ͞ߴに͍ͭͯ͸ɺϕουͷ͞ߴௐઅにΑͬͯ ϕουपΓͷՈ۩උ඼ɺ෦
԰ͷߏ଄෺ͷҰ෦ͳͲに౰ͨらͳ͍Α͏に഑ྀͯ͠ く͍ͩ͞ɻՈ۩උ඼΍ߏ଄
෺ͳͲ͕ഁଛ͢Δ͓ͦΕ͕あΓ· ɻ͢

■故障の原因となりますので、次のような場所への設置は避けてください
ɾ௚ࣹ೔ޫͷあͨΔ৔ॴ
ɾྫྷ ஆ๪ثにΑΔྫྷؾ΍ஆ͕ؾ௚઀あͨΔ৔ॴ
ɾա౓ͷਫৠؾ΍༉ৠؾͷ͔͔Γ΍͍͢৔ॴ
ɾߴ Թɾଟ࣪ɾ௿Թɾס૩ͨ͠৔ॴ
ɾ́ ͜ΓɺԎɺԘ෼ɺΠΦ΢෼ɺ෗৯ੑ෺࣭ͳͲͷଟ͍৔ॴ
ɾؾ׵ͷѱ͍৔ॴ
ɾৼ動΍িܸͷあΔ৔ॴ
ɾΏ

ㅡ

͔
ㅡ

͕ਫฏでͳ͍৔ॴ
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8 部品の確認

●開梱後、下記の部品がすべて揃っていること、破損していないことを確認してください。
　万一、部品の不足や破損があった場合には、販売店または直接弊社までご連絡ください。

●重量のあるユニットを組立てたり移動したりする際は、２人以上で作業を行ってく
ださい。背や腰などをいためるおそれがあります。

●組立ての際にはユニット同士やユニットの可動部で、手や指をはさまないように
注意してください。けがをするおそれがあります。

注  意
ちゅう　　　  い

※（　）内の数字は梱包材を含む質量です。

⁞ϕʔεϑϨʔϜ

����̫ ����̫ �������ʢ̲ ̼ʣ

˙
෇
ଐ
඼

˙
組
立
෇
ଐ
෦
඼

ϕουͷํ͍࢖
ຕ̍

ϓογϡϦϕοτ̫ �

ίʔυΫϦοϓ �̫

˙
٭
࠲

௏Ϙϧτ̫ �

௏φοτ̫ �
͛ۂ Γ͋εφοϓϐϯ̫ �

ʢҎԼɺεφοϓϐϯͱࡌهʣ

ϊϒϘϧτ̫ �
ϐϯ̫ࣈ- �

࿈݁ϐϯ̫ �

औ
ѻ
આ
໌
ॻ
�
࡭

͢
͖
ؒ
͓
Α
ͼ
電
装
品
ʹ
ͭ
͍
ͯ
ͷ
஫
ҙ
ࣄ
߲
�
ຕ

อ
ূ
ॻ
�
ຕ

�ӈ࠲٭ �̫
ࠨ�࠲٭ �̫

2����̫
����LHʢ����LHʣ

੡඼ࣝผදࣔϥϕϧ
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❷଍ଆϑϨʔϜ

❸಄ଆϑϨʔϜ
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������̫ �����̫ ������ʢ̲ ̼ʣ

2����)
����LH
ʢ����LHʣ

������̫ �����̫ ������ʢ̲ ̼ʣ

2����'
2����'"
����LH
ʢ����LHʣ

�ϞʔλʔγϦʔζ

2����'
2����'"
����LH
ʢ����LHʣ

Β͘ Β͘ ϞʔγϣϯγϦʔζ

+*4ೝূϥϕϧ

੡඼ࣝผ
දࣔϥϕϧ

੡඼ࣝผ
දࣔϥϕϧ

+*4ೝূϥϕϧ

੡඼ࣝผ
දࣔϥϕϧ
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8 部品の確認

❺Ϙʔυηοτ

˞ϩϯά༷࢓ʹ͢Δ৔߹͸ɺԆ௕ϑϨʔϜʢผചɿ�� ϖʔδࢀরʣ͕ ඞཁͰ ɻ͢

੡඼ࣝผදࣔϥϕϧʢཪଆʣ

������̫ ������̫ ����ʢ̲ ̼ʣ�

2����̗
����LH

ʢ����LHʣ

໦੡

ϔουϘʔυ

ϑοτϘʔυ

���� �̫����̫ ����ʢ̲ ̼ʣ

2����6
����LH
ʢ����LHʣ

എϘτϜ
ΩϡʔϚϘτϜ

කɾ଍ϘτϜ
੡඼ࣝผදࣔϥϕϧ
ʢཪଆʣ

ϚοτϨεࢭΊʢେʣ

ϚοτϨεࢭΊʢখʣ̫ �

੡඼ࣝผදࣔϥϕϧ

❹ϘτϜ
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9 ベッドの組立方法
1. 脚座の取付け
■ベースフレーム設置の目安

⁞૊ཱલにࠨਤΛߟࢀに�� ページͷ「⬫�ઃஔにͭ
͍ͯͷ஫ҙ߲ࣄ」にै͍ɺϕουͷઃஔ৔ॴΛܾΊ
く͍ͯͩ͞ɻ͜ͷͱ͖ɺϕーεϑϨーϜͷ頭ଆɾ଍ଆ

ͷ͖޲に஫ҙͯ͠ ஔ͍ く͍ͯͩ͞ɻ

●脚座には左右があります。穴のあいてい
る方を内側にしてください。

❷ϕーεϑϨーϜΛ࣋ͪɺઌ୺に࠲٭ΛࠩࠐΜでくͩ
͍͞ɻʢ̐ϲॴʣ

��cN

��cN

˞఺ઢ͸ɺϕου૊ཱͯঢ়ଶΛࣔ͠ ͯ ·͍͢ ɻ

��cN

࠲٭

݀

ϕʔεϑϨʔϜ

࠲٭

ϓογϡϦϕοτ

●45ページのキャスター（KQ-P90C）・
ハイトスペーサー（KQ-P90H・KQ-
027A）・キャスター付ハイトスペーサー
（KQ-P90CH）を使用する場合は、各製
品の取扱説明書をご確認ください。

❸ϓοシϡϦϕοτ͕ਤ"ͷΑ͏ͳঢ়ଶであΔ͜ͱΛ֬
ೝͯ͠ く͍ͩ͞ɻ
˞ͳͬͯ ͍ͳ͍৔߹͸ �� ページΛࢀর͠ ɺͯਤ "
ͷঢ়ଶにͯ͠ く͍ͩ͞ɻ

❹ϕーεϑϨーϜͱ࠲٭ͷ݀ҐஔΛあΘͤɺϓοシϡ
ϦϕοτΛࠩࠐΜでく͍ͩ͞ɻ

❺ϓοシϡϦϕοτͷ࣠ΛࢦでԡࠐΜでਤ#ͷঢ়ଶに
ͯ͠ ɺ࠲٭ΛϕーεϑϨーϜにݻఆͯ͠ く͍ͩ͞ɻʢ̐ϲ
ॴʣ

Έࠐࠩʹ݀

ΧνοͱԻ͕͢Δ·Ͱ
࣠ΛԡࠐΉ

࣠
ਤ"

図B

ϓογϡϦϕοτΛऔ෇ Δ͚ͱ͖ ͸

ਤ#

●プッシュリベットで脚座を確実に固定してください。固定されていない場合、脚
座が外れてけがや破損の原因となります。

●滑りやすいゆか材（フローリングなど）の上で使用する場合は、脚座やキャスター
の下に敷物（脚座ゴムシートKQ-P732：別売など）を敷いてください。使用中にベッ
ドが不意に動き、転倒してけがをするおそれがあります。

警  告
けい　　　  こく

●畳やじゅうたんなどの上で長期間使用する場合は、脚座やキャスターの下に敷物
（脚座カーペット KQ-P731：別売など）を敷いてください。畳やじゅうたんなど
がへこむおそれがあります。

注  意
ちゅう　　　  い

ベ
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ド
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■キャスター・ハイトスペーサー・キャスター付ハイトスペーサー（別売）の取付け

9 ベッドの組立方法
1. 脚座の取付け

キャスター・ハイトスペーサー・キャスター付ハイトスペーサーを使用する場合は、各製品の「取扱説明書」
に従って正しく取付けてください。

●キャスター
ҎԼͷΩϟελーΛऔ෇͚Δ͜ͱ͕で͖· ɻ͢

　・キャスター（KQ-P90C）
ɹɹϕουͷ͞ߴ͸มΘΓ·ͤΜɻ

●キャスターの取扱説明書に従って、正し
く取付けてください。

Ωϟελʔ
ʢ,2�1��$ʣ

ベ
ッ
ド
の
組
立
方
法

●ハイトスペーサー
ҎԼͷϋΠτεペーαーΛऔ෇͚Δ͜ͱ͕で͖· ɻ͢

　・ハイトスペーサー（KQ-P90H）
ɹɹϕουͷ͞ߴΛ���DNߴく͢Δ͜ͱ͕で͖· ɻ͢
　・ハイトスペーサー（KQ-027A）
ɹϕουͷ͞ߴΛ��DNߴく͢Δ͜ͱ͕で͖· ɻ͢

●ハイトスペーサーの取扱説明書に従って、
正しく取付けてください。

ϋΠτεϖʔαʔ
ʢ,2�1��)ʣ

ϋΠτεϖʔαʔ
ʢ,2����"ʣ

●キャスター付ハイトスペーサー
ҎԼͷΩϟελー෇ϋΠτεペーαーΛऔ෇͚Δ͜ͱ
͕で͖· ɻ͢

　・キャスター付ハイトスペーサー（KQ-P90CH）
ɹɹϕουͷ͞ߴΛ���DNߴく͢Δ͜ͱ͕で͖· ɻ͢

●キャスター付ハイトスペーサーの取扱説
明書に従って、正しく取付けてください。

Ωϟελʔ෇ϋΠτεϖʔαʔ
ʢ,2�1��$)ʣ
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2. 足側フレームの取付け

●ベースフレームの外箱の一部を切取ると、
足側フレームの置く位置の目安になりま
す。また、ゆ

・ ・
かの傷つきを予防できます。

※ハイトスペーサー（KQ-027A）・キャスター付
ハイトスペーサー（KQ-P90CH）を使用する場
合は、「■ハイトスペーサー（KQ-027A）・キャ
スター付ハイトスペーサー（KQ-P90CH）を使
用する場合」（47ページ）から組立ててください。

※キャスター（KQ-P90C）・キャスター付ハイトス
ペーサー（KQ-P90CH）を使用する場合は、キャ
スターを固定状態にしてから組立ててください。

●足側フレームを立てた状態で放置しないでください。ユニットが倒れてけがをし
たり、ベッドが破損するおそれがあります。注  意

ちゅう　　　  い

⁞ਤͷΑ͏にϕーεϑϨーϜͷ଍ଆͷ͔࠲٭ら2�DN
཭Εͨͱ͜ΖにɺϘーυडۚ۩ΛԼにͯ͠ ଍ଆϑϨー
ϜΛཱͯ く͍ͯͩ͞ɻ

●ハイトスペーサー（KQ-P90H）を使用
する際は、30cm離れたところに足側フ
レームを立ててください。

࠲٭

ϕʔεϑϨʔϜஈϘʔϧ

࠲٭

ϕʔεϑϨʔϜ

��cN

Ϙʔυडۚ۩

଍ଆϑϨʔϜ

●膝あげリンクやケーブルガイド、
コントロールボックス周辺部を
持って運搬や組立てを行わないで
ください。けがや破損の原因と
なります。

●足側フレームを置く際、ゆ
・ ・

かを傷
つけないよう注意してください。

注  意
ちゅう　　　  い

ίϯτϩʔϧϘοΫε

έʔϒϧΨΠυ

ක͋͛ ϦϯΫ

ベ
ッ
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9 ベッドの組立方法
2. 足側フレームの取付け

❷଍ଆϑϨーϜͷઌ୺Λ࣋ͬͯ Ώͬ
くΓ౗͠ɺϕーεϑϨーϜͷϩー
ϥーに଍ଆϑϨーϜͷϩーϥーड
ͷ͖ܽ෦Λͤࡌ く͍ͯͩ͞ɻ

⁞଍ଆϑϨーϜΛ頭ଆͱ଍ଆͷ͖޲に஫ҙͯ̎͠ਓҎ
্で࣋ͪあげ く͍ͯͩ͞ɻ

❷ϕーεϑϨーϜͷϩーϥーに଍ଆϑϨーϜͷϩー
ϥーडͷ͖ܽ෦ΛͤࡌΔΑ͏にͯ͠ ɺΏͬくΓͱ଍ଆ
ϑϨーϜΛ͓Ζͯ͠ く͍ͩ͞ɻ

●ハイトスペーサー（KQ-027A）・キャス
ター付ハイトスペーサー（KQ-P90CH）
の取扱説明書もあわせてご確認ください。

■ハイトスペーサー（KQ-027A）・キャスター付ハイトスペーサー（KQ-P90CH）を使用する場合

●作業は２人以上で行って
ください。手や腕などを
はさまれ、けがをするお
それがあります。

注  意
ちゅう　　　  い

※❸以降の作業は、ハイトスペーサー（KQ-027A）・キャ
スター付ハイトスペーサー（KQ-P90CH）を使用する
場合も同じです。

ϕʔεϑϨʔϜ

଍ଆϑϨʔϜ

˞Πϥετ͸,2����"

଍ଆϑϨʔϜ

͖ܽ෦

ϕʔεϑϨʔϜ

ϩʔϥʔड

ϩʔϥʔ

ϕʔεϑϨʔϜ
ϕʔεϑϨʔϜ

ϕʔεϑϨʔϜ

଍ଆϑϨʔϜ ϩʔϥʔ
͖ܽ෦

ϩʔϥʔड

ϩʔϥʔ

଍ଆϑϨʔϜ ଍ଆϑϨʔϜ
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●ローラーがローラー受
に入っていることを確認
してください。入ってい
ない場合、ベッドが破
損し、けがをするおそ
れがあります。

警  告
けい　　　  こく

❸଍ଆϑϨーϜΛεϥΠυͤ͞ ɺͯઌ୺ͷ݀Λϕーεϑ
ϨーϜͷडۚ۩ͷ݀にあΘͤ く͍ͯͩ͞ɻ

⁣खݩεΠονͱකあげϦンΫΛݻఆͯ͠ ͍ΔྠΰϜΛ
औ֎ͯ͠ く͍ͩ͞ɻ

●キャスター（KQ-P90C）を使用する場
合は、キャスターの取扱説明書に従って、
キャスターを正しく取付けてください。

ྠΰϜ

❹❸であΘͤͨ݀に֎ଆ͔ら࿈݁ϐンΛࠩࠐΜでくͩ
͍͞ɻʢࠨӈ֤̍ ϲॴʣ

❺❹でࠩࠐΜͩ࿈݁ϐンͷ݀にεφοϓϐンΛࠩࠐΜ
でく͍ͩ͞ɻʢࠨӈ֤̍ ϲॴʣ

ϕʔεϑϨʔϜ
ϕʔεϑϨʔϜͷडۚ۩

଍ଆϑϨʔϜ

εϥΠυ͞ ͤΔ

݀Λ͋ ΘͤΔ

εφοϓϐϯ

࿈݁ϐϯ

●連結ピンはしっかりと差込み、下図のように裏
面でスナップピンを確実に取付けてください。
取付けが不完全な場合、ベッドが破損し、けが
をするおそれがあります。

警  告
けい　　　  こく

࿈݁ϐϯ

࿈݁ϐϯઌ୺

εφοϓϐϯͷ
͕ͨͬۂ ଆ
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9 ベッドの組立方法
3. 頭側フレームの取付け

●ノブボルトは確実に締付けてください。ノブボルトがゆるんでいると、ベッドが
落下して、けがをするおそれがあります。警  告

けい　　　  こく

⁞頭ଆϑϨーϜͷथࢷ෦Λ଍ଆϑϨーϜͷϐンにあΘ
ͤ ɺͯ଍ଆϑϨーϜͷ্にͤࡌ く͍ͯͩ͞ɻ

❷ϊϒϘϧτで頭ଆϑϨーϜΛ଍ଆϑϨーϜにݻఆͯ͠
く͍ͩ͞ɻʢࠨӈ֤�ϲॴʣ

ϊϒϘϧτ

●背アクチュエーター・リトラフレームなど
を持って、運搬や組立てを行わないでく
ださい。けがや破損の原因となります。注  意

ちゅう　　　  い
ϦτϥϑϨʔϜ

എΞΫνϡΤʔλʔ

಄ଆϑϨʔϜ

଍ଆϑϨʔϜ

ϐϯथࢷ෦
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4. コード類の配線
■ 4-1 ハイローアクチュエーターの配線

⁞ϋΠϩーΞΫνϡΤーλーͷέーϒϧΛΫϦοϓ෦͔
らऔ֎ͯ͠ く͍ͩ͞ɻ

●取外したキャップは紛失しないように保
管してください。（組立付属部品が入って
いたパックに収納することができます）

❷ϋΠϩーΞΫνϡΤーλーͷέーϒϧΛਤͷΑ͏に഑
ઢͯ͠ く͍ͩ͞ɻ

❹ϋΠϩーΞΫνϡΤーλーͷίωΫλーઌ୺ͷԜ෦Λ
্に͠ɺίンτϩーϧϘοΫεͷࠩࠐ෦ʢന৭ʣにࠩ
Μでく͍ͩ͞ɻࠐ

❸ίンτϩーϧϘοΫεͷϋΠϩーΞΫνϡΤーλーࠩ
ͯ͠֎෦ʢന৭ʣͷΩϟοϓΛऔࠐ く͍ͩ͞ɻ

❺ίωΫλーΩϟοϓΛΩϟοϓͷತ෦͕ਅ্にくΔΑ
「͏Χνο」ͱԻ͕͢Δ·で࣌ܭճΓにճ͠ くͯͩ͞

͍ɻ

●ケーブルは正しく配線してください。断線や破損のおそれがあります。
●コネクター部をぶつけたり、無理な力を加えたりしないでください。故障の原因

となります。
注  意
ちゅう　　　  い

଍ଆϑϨʔϜͷύΠϓͷԼΛ௨͢

ίωΫλʔ
ϚʔΫόϯυʢനʣ

˞�ϞʔλʔγϦʔζʹ͸කΞΫνϡΤʔλʔ༻
ɹίωΫλʔ͸෇͍ͯ Γ͓·ͤ Μ

෦ࠐࠩ

Ԝ෦ කΞΫνϡΤʔλʔ༻
ίωΫλʔ�˞

γʔϧʢനʣ

Ωϟοϓ

ʹճΓܭ࣌ ճ͢
ʢΧνοͱԻ͕͢Δ·Ͱʣ

ίωΫλʔΩϟοϓ

ತ෦

ίϯτϩʔϧϘοΫε

ϋΠϩʔΞΫνϡΤʔλʔ

ϋΠϩʔΞΫνϡΤʔλʔ

έʔϒϧ

ΫϦοϓ෦
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9 ベッドの組立方法
4. コード類の配線
■ 4-2 背アクチュエーターの配線

⁞背ΞΫνϡΤーλーͷέーϒϧΛݻఆͯ͠ ͍ΔྠΰϜΛऔ
֎͠ɺ�ਤͷΑ͏にέーϒϧΨΠυにԊͬͯ ഑ઢͯ͠ く͍ͩ͞ɻ

●取外したキャップは紛失しないように保
管してください。（組立付属部品が入って
いたパックに収納することができます）

❷ίンτϩーϧϘοΫεͷ背ΞΫνϡΤーλーࠩࠐ෦
ʢ੨৭ʣͷΩϟοϓΛऔ֎ͯ͠ く͍ͩ͞ɻ

❹ίωΫλーΩϟοϓΛΩϟοϓͷತ෦͕ਅ্にくΔΑ͏
「Χνο」ͱԻ͕͢Δ·で࣌ܭճΓにճͯ͠ く͍ͩ͞ɻ

❸背ΞΫνϡΤーλーͷίωΫλーઌ୺ͷԜ෦Λ্に͠ɺί
ンτϩーϧϘοΫεͷࠩࠐ෦ʢ੨৭ʣにࠩࠐΜでく͍ͩ͞ɻ

❺ϚーΫόンυʢ੨ʣ͕ ΫϦοϓΑΓ΋頭ଆにくΔΑ͏に
ͯ͠ ɺέーϒϧΨΠυに͍͍ͭͯΔΫϦοϓにɺέー
ϒϧにͨΔΈ͕ͳ͍Α͏にݻఆͯ͠ く͍ͩ͞ɻʢ̏ϲॴʣ

●ケーブルは、手順に従って正しく配線してください。断線や破損のおそれがあります。
●コネクター部をぶつけたり、無理な力を加えたりしないでください。故障の原因となります。注  意

ちゅう　　　  い

എΞΫνϡΤʔλʔ

ίϯτϩʔϧϘοΫε
έʔϒϧΨΠυ

ΫϦοϓ

ԡ͠ Ήࠐ

ԡ͠ Ήࠐ

ԡ͠ Ήࠐ

❺

කΞΫνϡΤʔλʔ
έʔϒϧ˞

എΞΫνϡΤʔλʔ
έʔϒϧ

खݩεΠονίʔυ

ྠΰϜΛ֎͢

˞�ϞʔλʔγϦʔζʹ͸
ɹකΞΫνϡΤʔλʔέʔϒϧ͸෇͍ͯ Γ͓·ͤ Μ

ίωΫλʔ

෦ࠐࠩ

Ԝ෦

γʔϧʢ੨ʣ

Ωϟοϓ

ʹճΓܭ࣌ ճ͢
ʢΧνοͱԻ͕͢Δ·Ͱʣ

ίωΫλʔ
Ωϟοϓ

ತ෦

❷❸ ❹

ϚʔΫόϯυʢ੨ʣ

ϚʔΫόϯυʢ੨ʣ

ఆʢԼଆʣݻ

಄ଆϑϨʔϜͷύΠϓྨͷ
ɹԼΛ௨͢
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■ 4-3 電源コードの配線
͠֎ఆ͍ͯ͠ΔྠΰϜΛऔݻίーυΛݯి⁞ くͯͩ͞
͍ɻ

●余ったコードがベースフレームの内側に
入りこまないよう、注意して配線してく
ださい。

❷ͦͷ··ిݯϓϥάΛίンηンτにࠩࠐΜでくͩ͞
͍ɻ

❷഑ઢ͢Δํ޲ʢࠨӈʣΛܾΊɺਤͷΑ͏にϕーεϑϨー
Ϝに͍͍ͭͯΔΫϦοϓにཹΊ く͍ͯͩ͞ɻ

Μでく͍ͩ͞ɻࠐϓϥάΛίンηンτにࠩݯి❸

足側に配線する場合 その他の場合

ϑοτϘʔυ

ίʔυݯి ΫϦοϓ

ίʔυΫϦοϓݯి

ྠΰϜ

警  告
けい　　　  こく

࠲٭

●電源コードは正しく配線してください。断線や
破損の原因となります。コード類が破損すると
感電・火災のおそれがあります。

・ 電源コードはベースフレームの上側および内側
に入り込まないように配線してください。

・ 電源コードは脚座やキャスターなどで踏まない
ように配線してください。

・ 電源コードはベッドの高さを一番上まであげた
状態でも突っ張らないように配線してください。

ベ
ッ
ド
の
組
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方
法
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9 ベッドの組立方法
4. コード類の配線
■ 4-4 手元スイッチの配線

●コードは正しく配線してください。断線や破損のおそれがあります。
●ストッパーがクリップの外側にくるように手元スイッチのコードを取付けてください。注  意

ちゅう　　　  い

⁞खݩεΠονͷೖ �੾ϘλンΛԡͯ͠ ɺϕουͷిݯ
ΛೖΕ く͍ͯͩ͞ɻ
ʢిݯϥンϓ͕ΦϨンジ৭͔ら྘৭にมΘΓ·͢ʣ

❷खݩεΠονͷ͞ߴ ϘλンΛԡͯ͠͞ߴΛ2�DN
·であげ く͍ͯͩ͞ɻ

❸ϕουͷిݯϓϥάΛίンηンτ͔らൈ͍ くͯͩ͞
͍ɻ

❹खݩεΠονͷίーυΛ࢖༻͢Δଆʢӈɾࠨʣにɺਤ
ͷΑ͏に頭ଆϑϨーϜɾ଍ଆϑϨーϜͷԼΛ௨ͯ͠ ഑
ઢͯ͠ く͍ͩ͞ɻ

❺ετούー͕ΫϦοϓͷ֎ଆにくΔΑ͏に͠ ɺͯखݩ
εΠονͷίーυΛཹΊ く͍ͯͩ͞ɻ

˙खݩεΠονΛ࢖༻͢Δํ޲にあΘͤͯ഑ઢͯ͠ く͍ͩ͞ɻ

P.54 P.55

ΫϦοϓ
खݩεΠονͷίʔυ

಄ଆϑϨʔϜɾ଍ଆϑϨʔϜͷԼΛ௨͢

ετούʔ

֎ଆ

खݩεΠονΛ
ϕουͷࠨଆͰ
߹Δ৔͢༺࢖

खݩεΠονΛ
ϕουͷӈଆͰ
߹Δ৔͢༺࢖

ベ
ッ
ド
の
組
立
方
法



54

使
用
目
的
・
特
長

注
意
事
項

ベ
ッ
ド
の
使
用
方
法

オ
プ
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

手
動
背
さ
げ
に
つ
い
て

定
期
点
検
と
お
手
入
れ

故
障
か
な
？
と
思
っ
た
ら

ベ
ッ
ド
の
保
管
・
分
解

࢓
༷
・
Ξ
ϑ
λ
ồ
α
ồ
Ϗ
ε

5. 背膝連動幹の取付け
⁞背ක࿈動װͱ଍ଆϑϨーϜΛݻఆ͍ͯ͠Δεφοϓ
ϐンΛൈ͍ ɺͯ࿈݁ϐンΛऔ֎ͯ͠ く͍ͩ͞ɻ

●連結ピンを取外す際は、背膝連動幹を手
で支えてください。

❷背ක࿈動װΛ଍ଆに動͔͠ɺ頭ଆઌ୺ͷ݀ͱ背あげ
ϦンΫͷ࿈動װडͷ݀ͷҐஔΛあΘͤɺ⁞でऔ֎͠
ͨ࿈݁ϐンΛࠩࠐΜでく͍ͩ͞ɻ

❸࿈݁ϐンͷ݀にεφοϓϐンΛࠩࠐΜでく͍ͩ͞ɻ

❹੾ۚ׵۩Λݻఆ͠ ͍ͯΔྠΰϜΛऔ֎ͯ͠ く͍ͩ͞ɻ

●連結ピンはベッドの内側から差込んでく
ださい。

࿈݁ϐϯ എක࿈ಈװ

εφοϓϐϯ

εφοϓϐϯ

എක࿈ಈװ

࿈ಈװड
ʢഎ͋͛ ϦϯΫʣ

ྠΰϜ

੾ۚ׵۩

࿈݁ϐϯ

⁞

❷❸

■ご使用状態にあわせて、「背膝連動」または「背あげ」に設定してください。
　切換え方法は、37～38ページ「背膝連動 /背あげを切換えたいときは」を参照してください。

背膝連動 背あげ

੾ۚ׵۩

੾ۚ׵۩

Ϩόʔ ͋͛ Δ

੾ۚ׵۩ ੾ۚ׵۩

Ϩόʔ

͓ͨ͢

●連結ピンはしっかりと差込み、下図のように裏
面でスナップピンを確実に取付けてください。取
付けが不完全な場合、ベッドが破損し、けがを
するおそれがあります。

警  告
けい　　　  こく

࿈݁ϐϯ

࿈݁ϐϯઌ୺

εφοϓϐϯͷ
͕ͨͬۂ ଆ
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ッ
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9 ベッドの組立方法
6. オプション受の調節
■お使いになる目的に応じて、オプション受の位置を調節してください。
　オプション受の位置を調節する際は、必ず32～ 34ページ「オプション受を使用・格納したいときは」
を参照してください。

●工場出荷時は、格納時の位置に設定され
ています。

Φϓγϣϯड

֨ೲ࣌
࣌༺࢖

●オプション受はオプション受のツメを本体の四角
い穴に入れ、ノブボルトでしっかりと固定した状
態で使用してください。オプション受が、がたつい
たり外れたりして、けがをするおそれがあります。

●オプション受を使用する場合は、ボトムを取付け
た後、オプション受に貼られているラベルのボト
ム端部を示す線とボトムの端部が、揃っているこ
とを確認してください。 誤った位置で使用すると、
ベッドとサイドレール・ベッド用グリップなどの間
に意図せぬすき間ができ、はさまれてけがをする
おそれがあります。

警  告
けい　　　  こく

ϘτϜ୺෦
Λࣔ͢ઢ

ϊϒϘϧτ

࢛͍֯݀

͠ΊΔ

πϝ
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7. ボード受金具の調節

●ノブボルトは確実に締付けてください。ノブボルトがゆるんでいると、ボードが
がたついたり落下したりして、けがをするおそれがあります。警  告

けい　　　  こく

⁞଍ଆͷࠨӈにϘーυडۚ۩͕ݻఆ͞Ε͍ͯ· ɻ͢Ϙー
υडۚ۩ͷπϝ͕ϨΪϡϥーҐஔͷ࢛͍֯݀にೖͬͯ
͍Δ͜ͱΛ֬ೝͯ͠ く͍ͩ͞ɻ

❷ϊϒϘϧτ͕͔ͬ͠Γͱݻఆ͞Ε͍ͯΔ͜ͱΛ֬ೝ͠
く͍ͯͩ͞ɻʢࠨӈ֤�ϲॴʣ

Ϙʔυडۚ۩

ベ
ッ
ド
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法

ϊϒϘϧτ

πϝ

ϨΪϡϥʔҐஔͷ࢛͍֯݀
ຊମϑϨʔϜ

●ボード受金具が誤った位置に固定されて
いる場合は、足側フレームからノブボル
ト・ボード受金具を取外し、正しい位置
に固定しなおしてください。
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9 ベッドの組立方法
8. ボトムの取付け

●背ボトム、足ボトムを持ちあげて逆に反らせたり、必
要以上に曲げたりしないでください。破損・変形の
おそれがあります。注  意

ちゅう　　　  い

■ 8-1 キューマボトムの取付け

⁞ϦτϥϑϨーϜΛݻఆͯ͠ ͍ΔྠΰϜΛऔ֎͠ くͯͩ
͍͞ɻ

Μでく͍ͩ͞ɻࠐϓϥάΛίンηンτにࠩݯి❷

❸खݩεΠονͷೖ �੾ϘλンΛԡ͠ɺखݩεΠονͷ
ΛೖΕݯి く͍ͯͩ͞ɻ
ʢిݯϥンϓ͕ΦϨンジ৭͔ら྘৭にมΘΓ·͢ʣ

❹खݩεΠονͷ頭� ʢらくらくモーションシϦーζͷ
৔߹͸ɺらくらく�頭� ʣϘλンΛԡͯ͠ ϦτϥϑϨー
ϜΛ�� ·˃であげ く͍ͯͩ͞ɻ

●らくらくモーションシリーズをお使いの
方は、らくらく切換ボタンを押して「背
あげ」にしてから作業を行ってください。

ϓϥάΛίンηンτ͔らൈ͍ݯి❺ く͍ͯͩ͞ɻ

⁣ΩϡーϚϘτϜͷࠨӈͷϘεΛɺϦτϥϑϨーϜͷ݀
にࠩࠐΜでく͍ͩ͞ɻ

⁤ΩϡーϚϘτϜͷϒϥέοτΛϕουϑϨーϜͱϘτ
Ϝडۚ۩ͷؒにೖΕ く͍ͯͩ͞ɻ

ΩϡʔϚϘτϜ

ϦτϥϑϨʔϜ

Ϙε݀
ϦτϥϑϨʔϜ

ΩϡʔϚϘτϜϒϥέοτ

ϘτϜ
डۚ۩

ϘτϜडۚ۩

ྠΰϜ

ϦτϥϑϨʔϜ

ϦτϥϑϨʔϜ
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■ 8-2背ボトムの取付け
⁞ਤͷΑ͏に背ϘτϜΛϦτϥϑϨーϜにͤࡌ くͯͩ͞
͍ɻ

❷背ϘτϜΛ଍ଆ΁εϥΠυͤ͞ɺ背ϘτϜͷߔΛϦτ
ϥϑϨーϜͷϘεにࠩࠐΜでく͍ͩ͞ɻ

❸背ϘτϜͱϦτϥϑϨーϜͷऔ෇ ʢ݀ࠨӈ֤�ϲॴʣ
に֎ଆ͔ら௏ϘϧτΛࠩࠐΈɺ௏φοτでక෇͚ͯ
く͍ͩ͞ɻ

●蝶ナットは左右とも、手で十分に締付け
てください。

എϘτϜ

ϦτϥϑϨʔϜ

Ϙε

ߔ
ϦτϥϑϨʔϜ

എϘτϜ

औ෇݀
௏Ϙϧτ ௏φοτ
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9 ベッドの組立方法
8. ボトムの取付け
■ 8-3 膝・足ボトムの取付け

●足ボトムステーは固定されていません。手などをはさむおそれがありますので、
取扱いに注意してください。

●膝・足ボトムを逆向きに折りたたまないでください。破損・変形するおそれがあ
ります。

注  意
ちゅう　　　  い

Μでく͍ͩ͞ɻࠐϓϥάΛίンηンτにࠩݯి⁞

❷खݩεΠονͷ頭� ʢらくらくモーションシϦーζ
ͷ৔߹͸ɺらくらく� 頭� ʣϘλンΛԡͯ͠ ɺ背Ϙ
τϜΛҰ൪Լ·で͞げ く͍ͯͩ͞ɻ

ϓϥάΛίンηンτ͔らൈ͍ݯి❸ く͍ͯͩ͞ɻ

❹ਤͷΑ͏に଍ϘτϜεςーΛϘτϜͷ্͔ら͔ͭΜ
でɺකɾ଍ϘτϜΛ࣋ͬͯ く͍ͩ͞ɻ

❺කϘτϜͷϒϥέοτΛΩϡーϚϘτϜͷϒϥέοτ
ͱϘτϜडۚ۩ͷؒにೖΕ く͍ͯͩ͞ɻ

ΩϡʔϚϘτϜ

ϒϥέοτʢΩϡʔϚϘτϜʣ

ϒϥέοτʢකϘτϜʣ

ΩϡʔϚϘτϜ

කϘτϜϘτϜडۚ۩ͷऔ෇݀

කϘτϜ

ϒϥέοτ

଍ϘτϜ

͜ͷ͖͢ ΛೖΕͯɺ଍ϘτϜεςʔΛ͔ͭΜͰ࣋ͪ͋ࢦʹؒ ͛Δ

͜ͷ͖͢ ΛೖΕͯɺකϘτϜΛ࣋ͪ͋ࢦʹؒ ͛Δ

଍ϘτϜකϘτϜ ଍ϘτϜεςʔ
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⁣ΩϡーϚϘτϜΛ頭ଆにͯͤدකϘτϜͷϒϥέοτ
݀ͱϕουϑϨーϜͷऔ෇݀ͷҐஔΛあΘͤɺϕο
υϑϨーϜͷऔ෇݀に̡ࣈϐンΛ֎ଆ͔らࠩࠐΈɺ
ΩϡーϚϘτϜͱකɾ଍ϘτϜΛϕουϑϨーϜͱ࿈
݁ͯ͠ く͍ͩ͞ɻ
ʢࠨӈ֤�ϲॴʣ

ঢ়ଶにあΘͤ༺࢖͝⁥ ɺͯ଍ϘτϜεςーͷઃఆΛ͠
く͍ͯͩ͞ɻʢৄࡉ͸��ʙ�� ページࢀরʣ

Μでく͍ͩ͞ɻࠐϐンͷ݀にεφοϓϐンΛࠩࣈ̡⁤
ʢࠨӈ֤�ϲॴʣ

●Ｌ字ピンが入れづらい場合は、膝ボトム
を少し持ちあげながら入れてください。

●足ボトムステーは確実に指定の位置に載せてください。載せ方が不十分な場合
や、間違った場所に載せた場合、膝・足ボトムが不意に落下してけがをしたり、
膝あげ動作の際にベッドが破損したりするおそれがあります。注  意

ちゅう　　　  い

ʢ#ʣ଍ઌ͋͛

ʢ"ʣ଍ઌ͞ ͛

଍ϘτϜεςʔ

ʢ"ʣ଍ઌ͞ ͛࣌ͷ
ɹ��଍ϘτϜεςʔͷҐஔ

ʢ#ʣ଍ઌ͋͛ ࣌ͷ
ɹ��଍ϘτϜεςʔͷҐஔ

εςʔड

ϐϯΩϡʔϚϘτϜࣈ-

⁤

⁣

කϘτϜ

಄ଆ΁

ϒϥέοτ݀
ʢකϘτϜʣ

εφοϓϐϯ

● L 字ピンはしっかりと差込み、下図のように裏
面でスナップピンを確実に取付けてください。取
付けが不完全な場合、ベッドが破損し、けがを
するおそれがあります。

警  告
けい　　　  こく
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9 ベッドの組立方法
9. マットレス止めの取付け

⁞෇ଐͷϚοτϨεࢭΊʢখʣΛ背ϘτϜɾ଍ϘτϜ྆
୺ͷ݀にࣼΊにࠩࠐΜでく͍ͩ͞ɻ
ʢ背ϘτϜɾ଍ϘτϜࠨӈ֤�ϲॴʣ

❷ϚοτϨεࢭΊʢখʣΛ「Χνο」ͱԻ͕͢Δ·で͜ى
ͯ͠ く͍ͩ͞ɻ

❸ϚοτϨεࢭΊʢେʣͷઌ୺Λ଍ϘτϜͷۭ޸ؾにࠩ
ΊʢେʣΛ଍ଆにܰくࢭΜでく͍ͩ͞ɻϚοτϨεࠐ
Ҿ͍ ɺ࣮ͯ֬にϘτϜにऔ෇͚ く͍ͯͩ͞ɻ

●マットレス止め（小）の取付け後、内か
ら外へ軽く押し、確実に取付いているこ
とを確認してください。

ϚοτϨεࢭΊʢେʣ

଍ϘτϜ

޸ؾۭ

ϚοτϨεࢭΊʢখʣ

എϘτϜɾ଍ϘτϜ

݀

ベ
ッ
ド
の
組
立
方
法



62

使
用
目
的
・
特
長

注
意
事
項

ベ
ッ
ド
の
使
用
方
法

オ
プ
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

手
動
背
さ
げ
に
つ
い
て

定
期
点
検
と
お
手
入
れ

故
障
か
な
？
と
思
っ
た
ら

ベ
ッ
ド
の
保
管
・
分
解

࢓
༷
・
Ξ
ϑ
λ
ồ
α
ồ
Ϗ
ε

10. ヘッドボード・フットボードの取付け
⁞ϔουϘーυɾϑοτϘーυͷϘーυऔ෇ۚ۩Λϕο
υͷϘーυडۚ۩に·͙ͬ͢ޙ࠷·でࠩࠐΜでくͩ
͍͞ɻ

❷ϔουϘーυɾϑοτϘーυͷϘーυετούーΛࠨ
ਤͷΑ͏に݀΁ࠩࠐΜでく͍ͩ͞ɻ

❸Ϙーυετούー͕Ϙーυडۚ۩ͷ݀に࣮֬にֻ͔ͬ
͍ͯΔ͜ͱΛ֬ೝͯ͠ く͍ͩ͞ɻ

●ボードの上部に安全ラベル（警告・注意
事項が記載されているシール）が貼って
ある方を足側に取付けてください。

●ボードストッパーを掛け忘れたり、掛けかたが不完全だったりした場合、ボード
が不意に外れて、けがをするおそれがあります。

●ボードを取付ける際は、落下させないよう注意してください。足に当たってけが
をしたり、ゆ

・ ・
かやボードを傷つけたりするおそれがあります。

注  意
ちゅう　　　  い

ϘʔυϘʔυετούʔ Ϙʔυऔ෇ۚ۩

Ϙʔυडۚ۩

݀

ϔουϘʔυϘʔυετούʔ

Ϙʔυऔ෇ۚ۩

Ϙʔυडۚ۩

Ϙʔυडۚ۩

҆શϥϕϧʢཪଆʣ

ϑοτϘʔυ
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� 組立後の点検

■ベッドの組立てが終わりましたら、ベッドに人が乗っていないことを確認のうえ、このチェックシートで
点検してください。（63～68ページをコピーしてお使いください）
■定期点検の際も、このシートを使用してください。
■異常が認められた場合や詳しい点検をご希望される場合は、パラテクノコールセンター（68ページ参照）
までお問い合せください。
■キャスターやハイトスペーサーなどのオプションを使用の場合は、各製品の「取扱説明書」に従って、組
立・点検を行ってください。

●組立て後は点検を行ってください。組立てが不十分な状態で使用すると、けが
や故障するおそれがあります。警  告

けい　　　  こく

●点検作業をしている際に異常音や振動が生じた場合には、すぐにベッドの使用を
中止し、パラテクノコールセンター（68 ページ参照）までご連絡ください。注  意

ちゅう　　　  い

　脚座の取付け
ɹɾϕーεϑϨーϜͷ�ϲॴ͢΂ͯに͕࠲٭͸·Γɺϓοシϡ
ɹɹϦϕοτ͕࣮֬にऔ෇͚らΕ͍ͯ·͔͢ʁʢ�ϲॴʣ

ɹ˘͸͍
ɹ˘͍͍͑ɣ ��ページࢀর

　ベースフレームと足側フレームの連結
ɹɾ࿈݁ϐンにεφοϓϐン͕࣮֬にࠩࠐ·Ε
ɹɹ͍ͯ·͔͢ʁʢࠨӈ֤�ϲॴʣ

ɹ˘͸͍
ɹ˘͍͍͑ɣ ��ʙ��ページࢀর

　頭側フレームと足側フレームの固定
ɹɾ頭ଆϑϨーϜͷथࢷ෦͕଍ଆϑϨーϜͷϐン
ɹɹにֻ͔ͬͯ ͍·͔͢ʁʢࠨӈ֤�ϲॴʣ
ɹɾϊϒϘϧτで࣮֬にక෇͚らΕ͍ͯ·͔͢ʁʢࠨӈ֤�ϲॴʣ

ɹ˘͸͍
ɹ˘͍͍͑ɣ �� ページࢀর

　コード類の傷
ɹɾϓϥά΍ίーυにইͳͲ͸あΓ·ͤΜ͔ʁ

ɹ˘ͳ͍
ɹ˘あΔˠൢചళ·ͨ͸ύϥςΫϊίーϧηンλー΁

εφοϓϐϯ

࿈݁ϐϯ

ϊϒϘϧτ ϐϯ

थࢷ෦

࠲٭

ϓογϡϦϕοτ

1

2

3

4
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　ハイローアクチュエーターとコントロールボッ
　　クスの接続

ɹɹɾέーϒϧ͕ਖ਼͠く഑ઢ͞Ε͍ͯ·͔͢ʁ
ɹɹɾίωΫλーΩϟοϓͷತ෦͕ਅ্に͖͍ͯ
ɹɹɹ·͔͢ʁ

ɹ˘͸͍
ɹ˘͍͍͑ɣ �� ページࢀর

　背アクチュエーターとコントロールボックス
　　の接続
ɹɹɾέーϒϧ͕ਖ਼͠く഑ઢ͞Ε͍ͯ·͔͢ʁ
ɹɹɾέーϒϧ͕ΫϦοϓにݻఆ͞Ε͍ͯ·͔͢ʁ
ɹɹɹʢ�ϲॴʣ
ɹɹɾίωΫλーΩϟοϓͷತ෦͕ਅ্に͖͍ͯ
ɹɹɹ·͔͢ʁ

ɹ˘͸͍
ɹ˘͍͍͑ɣ ��ページࢀর

　電源コードの確認
ɹɾίーυ͸ϕーεϑϨーϜͷ֎ଆに഑ઢ͞Ε
ɹɹ͍ͯ·͔͢ʁ
ɹɾϑοτϘーυΑΓ΋頭ଆで഑ઢ͢Δ৔߹ɺ
ɹɹίーυ͸ΫϦοϓにཹ·ͬͯ ͍·͔͢ʁ
ɹɾՄ動෦ͱ઀৮͍ͯ͠·ͤΜ͔ʁ
ɹɾ࠲٭΍ΩϟελーͳͲで౿Μで͍·ͤΜ͔ʁ
ɹɾ͞ߴௐઅΛ࠷௿Ґஔ͔らߴ࠷Ґஔ·で͍ߦɺ
ɹɹίーυ͕ҾͬுらΕΔ͜ͱ͸あΓ·ͤΜ͔ʁ
ɹ˘͸͍
ɹ˘͍͍͑ˠ�2ページࢀর

　手元スイッチの配線
ɹɹɾίーυ͕ਖ਼͠く഑ઢ͞ΕɺΫϦοϓにݻఆ͞
ɹɹΕ͍ͯ·͔͢ʁ

ɹɹɾετούー͕ΫϦοϓͷ֎ଆに͖͍ͯ·͔͢ʁ

ɹ˘͸͍
ɹ˘͍͍͑ɣ ��ページࢀর

࠲٭

ΫϦοϓ
खݩεΠονͷ
ίʔυ

ετούʔ

֎ଆ

γʔϧʢനʣ

ϚʔΫόϯυʢനʣ

ίωΫλʔΩϟοϓ
ತ෦

γʔϧʢ੨ʣ

ϚʔΫόϯυʢ੨ʣ

ίωΫλʔΩϟοϓ
ತ෦

ΫϦοϓ

5

6

7

8
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� 組立後の点検

　背膝連動幹と背あげリンクの連結　　　　　　

ɹɹɾ࿈݁ϐンにεφοϓϐン͕࣮֬にࠩࠐ·Ε
ɹɹɹ͍ͯ·͔͢ʁʢ2ϲॴʣ
ɹɹɾ背ක࿈動͕װ背あげϦンΫにਖ਼͠く࿈݁͞
ɹɹɹΕ͍ͯ·͔͢ʁ

ɹ˘͸͍
ɹ˘͍͍͑ɣ ��ページࢀর

　オプション受の確認
ɹɹɾΦϓションड΍ݻఆ෦඼"ɾ#にมܗ΍ഁଛ
ɹɹɹ͸あΓ·ͤΜ͔ʁ

ɹ˘ͳ͍
ɹ˘あΔˠൢചళ·ͨ͸ύϥςΫϊ
ɹɹɹɹɹίーϧηンλー΁

　オプション受の調節（4ヶ所）
ɹɹɾࠨӈ͕ਖ਼͍͖͠޲でऔ෇͚らΕ͍ͯ·͔͢ʁ
ɹɹɾΦϓションडͷԼଆͷπϝ͸ຊମͷ࢛͍֯݀
ɹɹɹ͔らग़͍ͯ·͔͢ʁʢΦϓションड�ͭに͖ͭ
ɹɹɹ�ϲॴʣ
ɹɹɾϊϒϘϧτで࣮֬にక෇͚らΕ͍ͯ·͔͢ʁ
ɹɹɹʢΦϓションड�ͭに͖ͭ2ϲॴʣ

ɹ˘͸͍
ɹ˘͍͍͑ɣ �2ʙ��ɺ�� ページࢀর

εφοϓϐϯ

࿈݁ϐϯ

എක࿈ಈװ

�

�

9
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ఆ෦඼̖ݻ

Φϓγϣϯड

ఆ෦඼̗ݻ

εϦοτ

Φϓγϣϯड Ϙʔυ

εϦοτ

࢛͍֯݀

πϝ

πϝ

ϊϒϘϧτ

ϘτϜ୺෦
Λࣔ͢ઢ
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　ボード受金具の固定（足側左右各1ヶ所）
ɹɹɾઌ୺ͷπϝ͕ຊମϑϨーϜͷϨΪϡϥーҐஔͷ
ɹɹɹ࢛͍֯݀にऔ෇͚らΕ͍ͯ·͔͢ʁ
ɹɹɾϊϒϘϧτで࣮֬にక෇͚らΕ͍ͯ·͔͢ʁ

ɹɹ˘͸͍
ɹ˘͍͍͑ɣ �� ページࢀর

　キューマボトムの取付け
ɹɾΩϡーϚϘτϜͷࠨӈͷϘε͕ϦτϥϑϨーϜ
ɹɹͷ݀に࣮֬にೖͬͯ ͍·͔͢ʁʢࠨӈ֤�ϲॴʣ
ɹɾΩϡーϚϘτϜͷϒϥέοτ͕ϕουϑϨーϜ
ɹɹͱϘτϜडۚ۩ͷؒにೖͬͯ ͍·͔͢ʁʢࠨӈ֤�ϲॴʣ

ɹ˘͸͍
ɹ˘͍͍͑ɣ ��ページࢀর

　背ボトムの取付け
ɹɾ௏Ϙϧτɺ௏φοτで࣮֬にక෇͚らΕͯ
ɹɹ͍·͔͢ʁʢࠨӈ֤�ϲॴʣ

ɹ˘͸͍
ɹ˘͍͍͑ɣ ��ページࢀর

ϊϒϘϧτ

πϝ

ϨΪϡϥʔҐஔͷ࢛͍֯݀

औ෇݀ ௏Ϙϧτ ௏φοτ

എϘτϜ

�

�

�

ΩϡʔϚϘτϜ

ϦτϥϑϨʔϜ

Ϙε݀
ϦτϥϑϨʔϜ

ΩϡʔϚϘτϜϒϥέοτ

ϘτϜ
डۚ۩

ϘτϜडۚ۩
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� 組立後の点検

　膝・足ボトムの取付け
ɹɹɾ Ε·ࠐϐンにεφοϓϐン͕࣮֬にࠩࣈ̡
ɹɹɹ͍ͯ·͔͢ʁʢࠨӈ֤�ϲॴʣ
ɹɹɾ଍ϘτϜεςー͸ࢦఆͷҐஔにͯͬࡌ ͍·
ɹɹɹ͔͢ʁʢࠨӈ֤�ϲॴʣ

ɹ˘͸͍
ɹ˘͍͍͑ɣ ��ʙ �� ページࢀর

　ボードの取付け状況の確認（頭側・足側）
ɹɹɾϘーυऔ෇ۚ۩͕Ϙーυडۚ۩に͔ͬ͠Γ
ɹɹɹͱೖͬͯ ͍·͔͢ʁʢ頭ଆ2ϲॴɾ଍ଆ2ϲॴʣ
ɹɹɾϘーυετούー͕Ϙーυडۚ۩ͷ݀に֬
ɹɹɹ࣮にֻ͔ͬͯ ͍·͔͢ʁʢ頭ଆ2ϲॴɾ଍ଆ2ϲॴʣ
ɹɹɾ͍ͪ͡Δ͍͕͖͕ͨͭ͠ͳ͍で͔͢ʁ

ɹ˘͸͍
ɹ˘͍͍͑ɣ �2ページࢀর

　手元スイッチの確認
ɹɾిݯϓϥάΛίンηンτにࠩࠐΉͱखݩεΠονͷిݯϥンϓ͕ΦϨンジ৭に఺౮͠·͔͢ʁ
ɹɾೖ �੾ϘλンΛԡͯ͠ ϥンϓ͕ΦϨンジ৭͔ら྘৭にมΘΓ·͔͢ʁݯి
ɹɾૢ作બ୒ϥンϓ͕྘৭に఺౮͠·͔͢ʁ

ɹ˘͸͍ɹɹ
ɹ˘͍͍͑ɣ ��ʙ�2ページࢀর

　点検お知らせランプ
ɹɾखݩεΠονͷ఺͓ݕ஌らͤϥンϓ͕఺໓ͯ͠ ͍·ͤΜ͔ʁ

ɹ˘͸ ʢ͍఺໓ͯ͠ ͍ͳ͍ʣ
ɹ˘఺໓ͯ͠ ͍Δˠൢചళ·ͨ͸ύϥςΫϊίーϧηンλー΁

ϐϯεφοϓϐϯࣈ-

଍ઌ͋͛

଍ઌ͞ ͛

଍ϘτϜεςʔ

ʢ"ʣ଍ઌ͞ ͛࣌ͷ
ɹ��଍ϘτϜεςʔͷҐஔ

ʢ#ʣ଍ઌ͋͛ ࣌ͷ
ɹ��଍ϘτϜεςʔͷҐஔ

εςʔड

Ϙʔυऔ෇ۚ۩

Ϙʔυετούʔ

Ϙʔυडۚ۩

�

�

�

�
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　操作時の確認
ɹɹɾखݩεΠονで背あげɾකあげɾ͞ߴௐઅૢ作Λ࠷େ·でࡍͨͬߦɺҎԼͷҟৗ͕あΓ·ͤΜ͔ʁ
ɹɹ˘ҟৗͳ͍
ɹ˘ҟৗԻ͕͢Δˠൢചళ·ͨ͸ύϥςΫϊίーϧηンλー΁
ɹɹɹɹɹɹɹɹɹ˞৔ॴ΍ঢ়ଶにΑͬͯ ͸͓٬༷で஫༉Λ͜͏ߦͱ͕で͖· ɻ͢
ɹ˘動作͠ͳ ʢ͍ిݯϥンϓ͕఺໓͢Δʣˠ��ʙ�2ページࢀর
ɹ˘ϕου͕Ո۩ͳͲに౰ͨΔˠϕουΛҠ動͢Δ͔ɺো֐෺ΛऔΓআ͍ く͍ͯͩ͞ɻ

　ベッド・電装品の傷・変形
ɹɾϘτϜ΍ϑϨーϜͳͲにɺই΍ม͕ܗあΓ·ͤΜ͔ʁ
ɾखݩεΠονຊମにɺই΍ഁଛ͕あΓ·ͤΜ͔ʁ

ɹ˘ͳ͍
ɹ˘あΔˠൢചళ·ͨ͸ύϥςΫϊίーϧηンλー΁

　ラベルのはがれ
ɹɾϥϕϧ͕͸͕ΕͨΓɺจ͑ݟ͕ࣈͳくͳͬͨΓ͠ ͍ͯ·ͤΜ͔ʁ

ɹ˘͍͍͑
ɹ˘͸ ʢ͍͸͕Ε͍ͯΔɾจ͑ݟ͕ࣈͳ͍ʣˠൢചళ·ͨ͸ύϥςΫϊίーϧηンλー΁

　ベッドの滑り
ɹɾϕουΛલࠨޙӈͳͲ͔らԡͯ͠ ɺ༰қに׈Γ·ͤΜ͔ʁ

ɹ˘׈らͳ͍
ɹ˘׈Δˠ࠲٭ͷԼに࠲٭ΰϜシーτʢ,2�1��2ɿผചʣͳͲΛෑ͍ く͍ͯͩ͞ɻ

˞ௐ੔ɾ఺͕ݕඞཁͳ৔߹͸ɺ͓ങ্͍͛ͷൢചళ·ͨ͸ύϥςΫϊίʔϧηϯλʔ·Ͱ͓໰
͍߹͍ͤͩ͘͞ɻ

パラテクノコールセンター　　   0120-54-8639
ʲड෇࣌ؒ ฏr೔ɹ̔ɿ̌̌ʙ̍̔ɿ̌̌ʗ౔ɾ೔ɾॕ೔ɹ̕ɿ̌̌ʙ̍̓ɿ̌̌

ʢ೥࢝͸͍ͨ͠ۀٳ·͢ʣ

˞อূܦؒظաޙͷमཧɺิम༻ੑೳ෦඼ͷอ༗ؒظʹ͍ͭͯৄ͘͠͸औѻઆ໌ॻ��� ϖʔδ
ͷʮ� ΞϑλʔαʔϏεʹ͍ͭͯʯΛ͝ཡ͍ͩ͘͞ɻ

�

�

�

�
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●オプションは正しい組合せを確認した上でご使用ください。
　誤った組合せで使用すると、思わぬけがや故障の原因となります。
　各オプションの品番は段ボール箱・製品識別表示ラベルに記載されています。

※製品識別表示ラベル上は、S＊＊＊＊、Q＊＊＊＊と表示されています。
例）S161Q → KS-161Q　を示します。

●各オプションの適合表に記載の適合品以外は使用しないでください。意図せぬ
すき間の発生や製品の破損・変形などにより、けがをするおそれがあります。　
特にサイドレールやベッド用グリップは、99 ～ 100 ページ「20. 適合オプション
の組合せと取付位置について」を参照して、正しい組合せでご使用ください。

●使用する各オプションの取扱説明書をお読みください。

警  告
けい　　　  こく

� 適合オプションについて

■適合表
ここでは、ベッドに取付けて使用するオプションのみを記載しています。
下表のオプション以外を使用する場合は、販売店または直接弊社までお問い合せください。

੡඼໊ ඼൪ ϖʔδ
Ԇ௕ϑϨʔϜ ,2�1��- ��
Ωϟελʔ ,2�1��$ ��
ϋΠτεϖʔαʔʢԆ௕٭ʣ ,2�1��)ɼ,2����" ��
Ωϟελʔ෇ϋΠτεϖʔαʔʢԆ௕٭ʣ ,2�1��$) ��

ϕουαΠυϨʔϧ
JIS 認証取得

,4����2γϦʔζ ,4����2ɼ,4����ɼ,4����#�$�.�8

��
,4����2γϦʔζ ,4����2ɼ,4����ɼ,4����#�$�.�8
,4����2γϦʔζ ,4����2
,4����2γϦʔζ ,4����2
,4����2γϦʔζ ,4����2ɼ,4����2

ιϑτΧόʔ෇ϕουαΠυϨʔϧ

,4����2$ɼ,4����2$
,4����2$ɼ,4����2$
,4����#$�$$�.$�8$ɼ,4����#$�$$�.$�8$
,4����2$ɼ,4����2$

��

ΫϦΞΧόʔ෇ϕουαΠυϨʔϧ

,4����25ɼ,4����25
,4����25ɼ,4����25
,4����#5�$5�.5�85ɼ,4����#5�$5�.5�85
,4����25ɼ,4����25

��

αΫͬͱϙέοτ෇ϕουαΠυϨʔϧ
,4����2"1�2#1�2$1
,4����2"1�2#1�2$1
,4����2"1�2#1�2$1

��

ιϑτΨʔυαΠυϨʔϧ ,4����" ��
ϕου༻άϦοϓ
JIS 認証取得

εΠϯάΞʔϜհॿόʔ ,4����"ɼ,4����"�#
��

αΠυάϦοϓ ,4����"
ιϑτΧόʔ෇ϕου༻ά
Ϧοϓ

εΠϯάΞʔϜհॿόʔ ,4����"$-
��

αΠυάϦοϓ ,4����"$
Φʔόʔςʔϒϧ ,2����8 ��
αΠυαϙʔτ ,"����"3�#3ɼ,"����"-�#-ɼ,"����"�# ��

JIS 認証取得

オ
プ
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ン
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て

●仕様変更などによりこの取扱説明書の記述と一部異なる場合があります。
　ご不明な点は販売店または直接弊社までお問い合せください。

JIS認証取得

JIS認証取得

JIS認証取得

JIS認証取得
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˞Πϥετ͸ϑοτϘʔυΛ
ɹ֎͠ ͨঢ়ଶͰ͢ɻ

Ԇ௕ϑϨʔϜ

ϨΪϡϥʔαΠζͷ
ϕουຊମ

1. 延長フレーム
■ベッドに取付け、延長マットレス（別売）を置くことにより、ベッド全長を足側に 14cm延長できます。
長身の方（170cm後半から）にあわせたロングサイズのベッドにすることができます。
■延長フレームは、必ず専用の延長マットレス（下表）を取付け、延長マットレスに適合するレギュラーサ
イズマットレスと合わせて使用してください。
■楽匠Sシリーズと下表の延長フレームの組合せはJIS 認証を取得しています。下表以外の延長フレーム
とは組合せないでください。
■下表以外の延長フレームと組合せた場合は、JIS認証を取得していない状態となります。

JIS認証取得

ద߹඼ Ԇ௕ϚοτϨε

,2�1��-
,&�-���
,&�-���
,&����-

●延長フレームを取付けて使用する際は、適合す
る延長マットレス（別売）を使用してください。延
長フレームのすき間に身体の一部がはさまれて、
けがをするおそれがあります。

警  告
けい　　　  こく

オ
プ
シ
ョ
ン
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つ
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て
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� 適合オプションについて
2. キャスター・ハイトスペーサー（延長脚）・
    キャスター付ハイトスペーサー（延長脚）
■キャスターを取付けることにより、室内での配置換えや掃除をする際などのベッドの移動を補助します。
また、ハイトスペーサーを取付けることにより、ゆ

・ ・
かからの高さを高くすることができます。

■楽匠Sシリーズと下表のキャスター・ハイトスペーサー・キャスター付ハイトスペーサーの組合せはJIS
認証を取得しています。
　下表以外のキャスター・ハイトスペーサー・キャスター付ハイトスペーサーとは組合せないでください。
■下表以外のキャスター・ハイトスペーサー・キャスター付ハイトスペーサーと組合せた場合は、JIS認証
を取得していない状態となります。

ΩϟελʔɾϋΠτεϖʔαʔɾΩϟελʔ෇ϋΠτεϖʔαʔద߹ද
ద߹඼ Ώ

ㅡ ㅡ
͔͔ΒϘτϜ্໘ͷ͞ߴ

Ωϟελʔ ,2�1��$ ��cNʙ ��cN

ϋΠτεϖʔαʔ ,2�1��)
,2����"

����cNʙ ����cN
��cNʙ ��cN

Ωϟελʔ෇ϋΠτεϖʔαʔ ,2�1��$) ����cNʙ ����cN

,2�1��)

˞ϕουͷ͞ߴ Λɺ���cN
ɹ͘ߴ ͢Δ͜ ͱ͕ Ͱ͖ ·͢ ɻ

,2�1��$

˞ϕουͷ͞ߴ ͸มΘΓ·ͤ Μɻ

●キャスター

●ハイトスペーサー
,2����"

˞ϕουͷ͞ߴ Λɺ��cN
ɹ͘ߴ ͢Δ͜ ͱ͕ Ͱ͖ ·͢ ɻ

JIS 認証取得

●ベッドサイドテーブル（KF-1920・1930・1950・1960・1970・1924・1934・
1954・1964・1974・282）、リハビリテーブル（KF-850・840）、端座位保持テーブル
（KF-890）、床走行式電動介護リフト（KQ-781・KQ-787）を使用する場合は、ハイトスペー
サー（KQ-P90H・KQ-027A）またはキャスター付ハイトスペーサー（KQ-P90CH）が
必要になります。

オ
プ
シ
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ン
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て

,2�1��$)

˞ϕουͷ͞ߴ Λɺ���cN
ɹ͘ߴ ͢Δ͜ ͱ͕ Ͱ͖ ·͢ ɻ

●キャスター付ハイトスペーサー



72

使
用
目
的
・
特
長

注
意
事
項

ベ
ッ
ド
の
使
用
方
法

ベ
ッ
ド
の
組
立
方
法

手
動
背
さ
げ
に
つ
い
て

定
期
点
検
と
お
手
入
れ

故
障
か
な
？
と
思
っ
た
ら

ベ
ッ
ド
の
保
管
・
分
解

࢓
༷
・
Ξ
ϑ
λ
ồ
α
ồ
Ϗ
ε

3. ベッドサイドレール
■ベッドの両サイドのオプション取付穴を利用して、ベッドサイドレールが使用できます。
■ベッドサイドレールは、ベッドで寝ている方の転落予防、寝具の落下防止を目的としています。
　立ちあがり時など、支えとしてお使いになる場合はベッド用グリップをお使いください。
■使用する方の状態に応じて、すき間を少なくしたソフトガードサイドレール（KS-019A）や各種カバー
（73ページ「ソフトカバー付／クリアカバー付／サクっとポケット付ベッドサイドレール」の表を参照）
をお使いください。
■楽匠Sシリーズと下表のベッドサイドレールの組合せはJIS 認証を取得しています。下表以外のベッド
サイドレールとは組合せないでください。
■下表以外のベッドサイドレールと組合せた場合は、JIS認証を取得していない状態となります。

JIS認証取得

αΠυϨʔϧ

Φϓγϣϯऔ෇݀

オ
プ
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

●KS-191Qは、KS-098A・KS-099A/B・KS-030Aと組合せる、もしくは単独でベッドサイ
ドに取付けて使用するものです。他のベッド用グリップやベッドサイドレールなどと並列で組合せ
たり、KS-191Qを２本並列で使用しないでください。詳しくは、99～100ページ「20.適合オ
プションの組合せと取付位置について」をご覧ください。

ϕουαΠυϨʔϧద߹ද� ʢ̲̼ʣ

શ௕ શߴ ް ϕουऔ෇࣌ͷ
αΠυϨʔϧ͞ߴ

ϕουαΠυϨʔϧ

,4����2 �� ���� ��� ����
,4����2 ���� ���� ��� ����
,4����2 ���� ���� ��� ����
,4����2 �� ���� ��� ����
,4����#�$�.�8 ���� ���� ��� ����
,4����#�$�.�8 ���� ���� ��� ����
,4���� ���� ���� ��� ����
,4���� ���� ���� ��� ����
,4����2�,4����2 �� ���� ��� ��

ιϑτΨʔυαΠυϨʔϧ ,4����" ��� �� � ��
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■ソフトカバー付／クリアカバー付／サクっとポケット付ベッドサイドレールは、下表のベッドサイドレー
ルと各種カバー／サクっとポケットのセットです。
■下表以外のベッドサイドレールとは組合せないでください。
■ソフトカバー／クリアカバー／サクっとポケットのみでもお求めいただけます。

4. ソフトカバー付／クリアカバー付／サクっとポケット付ベッドサイドレール

ιϑτΧόʔ෇ϕουαΠυϨʔϧ ϕουαΠυϨʔϧ ιϑτΧόʔ
KS-151QC ,4����2 ,4���$
KS-161QC ,4����2

,4���$KS-166QC ,4����
KS-126BC/CC/MC/WC ,4����#�$�.�8

KS-171QC ,4����2
,4���$KS-176QC ,4����

KS-146BC/CC/MC/WC ,4����#�$�.�8
KS-191QC ,4����2 ,4���$"

αΫͬͱϙέοτ෇ϕουαΠυϨʔϧ ϕουαΠυϨʔϧ αΫͬͱϙέοτ
KS-161QAP

,4����2
,4���1

KS-161QBP ,4���1
KS-161QCP ,4���1
,4���1
KS-171QAP

,4����2
,4���1

KS-171QBP ,4���1
KS-171QCP ,4���1
,4���1
KS-191QAP

,4����2
,4���1

KS-191QBP ,4���1
KS-191QCP ,4���1
,4���1

ΫϦΞΧόʔ෇ϕουαΠυϨʔϧ ϕουαΠυϨʔϧ ΫϦΞΧόʔ
KS-151QT ,4����2 ,4���5"
KS-161QT ,4����2

,4���5KS-166QT ,4����
KS-126BT/CT/MT/WT ,4����#�$�.�8

KS-171QT ,4����2
,4���5KS-176QT ,4����

KS-146BT/CT/MT/WT ,4����#�$�.�8
KS-191QT ,4����2 ,4���5
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■ソフトカバー付ベッド用グリップは、下表のベッド用グリップとソフトカバーのセットです。
■下表以外のベッド用グリップとは組合せないでください。
■ソフトカバーのみでもお求めいただけます。

ιϑτΧόʔ෇ϕου༻άϦοϓ ϕου༻άϦοϓ ιϑτΧόʔ
KS-098ACL ,4����" ,4���$-
KS-030AC ,4����" ,4���$

6. ソフトカバー付ベッド用グリップ

5. ベッド用グリップ（スイングアーム介助バー／サイドグリップ） JIS 認証取得

■ベッドの両サイドのオプション取付穴を利用して、ベッド用グリップが使用できます。
■安全のため、使用者が転落するおそれがある場合などには、ベッド用グリップと併用して、サイドグリッ
プ（KS-030A）・サイドレール（KS-151Qシリーズ、KS-191Qシリーズ）・サイドサポートをご使
用ください。
■使用する方の状態に応じて、すき間を少なくした各種ソフトカバー（６.ソフトカバー付／サクっとポケット
付ベッド用グリップの表参照）をお使いください。
■楽匠Sシリーズと下表のベッド用グリップの組合せはJIS認証を取得しています。下表以外のベッド用グ
リップとは組合せないでください。
■下表以外のベッド用グリップと組合せた場合は、JIS認証を取得していない状態となります。

ϕου༻άϦοϓ

αΠυϨʔϧʢ̠ �̨���2ʣ

Φϓγϣϯऔ෇݀

˞ϕου༻άϦοϓͱಉ͡ଆͰ࢖༻Ͱ͖Δͷ͸ɺ
αΠυάϦοϓʢ,4����"ʣɾαΠυϨʔϧ
ʢ,4����2γϦʔζɺ,4����2γϦʔζʣɾ
αΠυαϙʔτͷΈͰ͢ɻ

オ
プ
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

ϕου༻άϦοϓద߹ද� ʢ̲̼ʣ

શ௕ શߴ ް ϕουऔ෇࣌ͷ
αΠυϨʔϧ͞ߴ

εΠϯάΞʔϜ
հॿόʔ

,4����" ����� ���� � ��

,4����"�# ��� ���� � ��

αΠυάϦοϓ ,4����" ���� ���� � ��
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8. サイドサポート
■ベッドの両サイドのオプション取付穴または背ボトムを利用して、サイドサポートが使用できます。

αΠυαϙʔτద߹ද
Φϓγϣϯऔ෇݀ࠩࣜࠐ ϘτϜऔ෇ࣜ

,"����"3�#3
,"����"-�#-

,"����"
,"����#

˞ϘτϜऔ෇ࣜ͸ɺഎϘτϜઐ༻Ͱ͢ɻΦϓγϣϯऔ෇݀
ࣜࠐࠩ ϘτϜऔ෇ࣜ

7. オーバーテーブル
■オーバーテーブルはベッドサイドレールの上に載せて使用してください。

Φʔόʔςʔϒϧద߹ද
,2����8

Φʔόʔςʔϒϧ
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●マットレスを設置しない状態ではベッドを使用しないでください。ボトムのすき間
や穴に手や足の指などがはさまれて、けがをするおそれがあります。

●このベッドには、弊社が指定する適合品のマットレスを組合せてご使用ください。
弊社が指定する適合品以外のマットレスと組合せると、寸法や折れ曲がりの点で
適合しないだけでなく、サイドレール・ベッド用グリップなどにはさまれてけがを
したり、ベッドに負担をかけ故障したりする原因となります。

警  告
けい　　　  こく

●詳細な取扱いは、マットレスに添付されている取扱説明書を参照してください。
●マットレスはベッドの幅・長さにあわせたものをご使用ください。
●仕様変更などによりこの取扱説明書の記述と一部異なる場合があります。ご不明な場合は販売店
または直接弊社までお問い合せください。

■適合マットレス

ϚοτϨεαΠζɹ ෯ʷ௕͞ʦcNʧ
ްʦcNʧ

ɹɹɹɹɹ ඼໊ ��ʷ ���

ϓϨάϥʔϚοτϨε ,&����2 �

ετϨονεϦϜϚοτϨε
ਗ਼১λΠϓ ,&����42

�
௨ؾλΠϓ ,&����52

ϙέοτίΠϧϚοτϨε 3#�;"��1 ����

●一般用マットレス

オ
プ
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

� マットレス（別売）の使用方法とご注意

ϚοτϨεαΠζɹ ෯ʷ௕͞ʦcNʧ
ްʦcNʧ

ɹɹɹɹɹ ඼໊ ��ʷ ���

ΤόʔϑΟοτ$� ϚοτϨε
ਗ਼১λΠϓ ,&����42

��
௨ؾλΠϓ ,&����52

ετϨονϑΟοτϚοτϨε
ਗ਼১λΠϓ ,&����42

�
௨ؾλΠϓ ,&����52

ετϨονάϥΠυϚοτϨε
ਗ਼১λΠϓ ,&����42

����
௨ؾλΠϓ ,&����52

●体圧分散マットレス
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� 電動介護リフト（床走行式リフト）使用時のご注意

●リフトを使用する際は、ハイトスペーサー（KQ-P90H、KQ-027A）またはキャスター付ハイ
トスペーサー（KQ-P90CH）を使用してください。このベッドに付属の脚座またはキャスター
（KQ-P90C）を使用している場合、ベッドとの併用はできません。
●仕様変更などによりこの取扱説明書の記述と一部異なる場合があります。ご不明な点は販売店ま
たは直接弊社までお問い合せください。

■下記の床走行式電動介護リフト（以下、リフト）が使用できます。
˔,2����ɾ,2����

ϒʔϜ ˞Πϥετ͸,2����Λࣔ͠ ·͢ ɻ

,2����

લྠΩϟελʔ

٭

ϋΠτεϖʔαʔ
ʢ,2�1��)ɺ,2����"ʣ
·ͨ ͸
Ωϟελʔ෇ϋΠτεϖʔαʔ
ʢ,2�1��$)ʣ
˞Πϥετ͸,2�1��)

ϋϯΨʔ

ϋϯΨʔϑοΫ

ΞΫνϡΤʔλʔ

●リフトに添付されている取扱説明書もお読みください。誤った使いかたをすると、
思わぬけがをするおそれがあります。

●ベッド操作時およびリフト操作時はリフトの周囲に注意してください。
・ベッドとハンガーの間にはさまれたり、ハンガーに当たったりしてけがをするお

それがあります。
・ブームやハンガーが人に当たってけがをしたり、ベッドや家具などに当たり破損

したりするおそれがあります。
・ハンガーフックがサイドレールなどに引っ掛かり、リフトやサイドレールなどが

破損・変形するおそれがあります。
・ベッドとリフトの脚部やアクチュエーター部などが当たり、破損・変形するおそ

れがあります。
●リフトの脚をベッドの下に差込んでいるときは、リフトのキャスターロックを掛け

ないでください。ベッド操作のときにベッドとリフトの脚部やアクチュエーター部
などが当たると、リフトが転倒してけがをしたり、ベッドやリフトが破損・変形し
たりするおそれがあります。

●リフトの脚をベッドの下に差込むときは、電源コードを踏んだり乗り越えたりし
ないでください。電源コードが破損して、感電・火災のおそれがあります。

警  告
けい　　　  こく

オ
プ
シ
ョ
ン
に
つ
い
て



78

使
用
目
的
・
特
長

注
意
事
項

ベ
ッ
ド
の
使
用
方
法

ベ
ッ
ド
の
組
立
方
法

オ
プ
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

定
期
点
検
と
お
手
入
れ

故
障
か
な
？
と
思
っ
た
ら

ベ
ッ
ド
の
保
管
・
分
解

࢓
༷
・
Ξ
ϑ
λ
ồ
α
ồ
Ϗ
ε

� 手動による背さげ操作（停電・故障時などの対応）
1. 背さげのしかた

■停電時やベッドの故障により、背ボトムがさげら
れなくなった場合、手動で背ボトムをさげること
ができます。背さげ操作は、以下の手順で行って
ください。

　停電時以外の理由で背ボトムがさげられなくなっ
た場合、81～82ページの「� 故障かな？と思っ
たら」に従ってチェックを行い、ベッドが故障し
ている場合には、販売店もしくはパラテクノコー
ルセンター（101ページ参照）までご連絡ください。

●作業は２人以上で行って
ください。手や腕などを
はさまれ、けがをするお
それがあります。

注  意
ちゅう　　　  い

⁞ϕουͷిݯϓϥάΛίンηンτ͔らൈ͍ くͯͩ͞
͍ɻ

❷ϕουΛ͝࢖༻ͷํにϕου͔ら߱Γ͍͖ͯͨͩɺ৸
۩ɾϚοτϨεͳͲΛϕου͔ら߱Ζ͠ く͍ͯͩ͞ɻ

❹背ϘτϜͱ背あげϦンΫΛ͑ࢧ く͍ͯͩ͞ɻ

●取外した連結ピンおよびスナップピンは
復帰の際に使用します。紛失しないよう、
保管してください。

❸ϔουϘーυΛऔ֎ͯ͠ く͍ͩ͞ɻʢ��ページࢀরʣ

❺背ΞΫνϡΤーλーͷઌ୺ͷ࿈݁ϐンに͍͍ͭͯΔ
εφοϓϐンΛऔ֎ͯ͠ く͍ͩ͞ɻ

⁣࿈݁ϐンΛऔ֎͠ く͍ͯͩ͞ɻ࿈݁ϐンΛऔ֎͢ͱ
背あげϦンΫ͕ࣗ༝に動くΑ͏にͳΓ· ɻ͢

⁤背あげϦンΫΛ߱Ζͯ͠ ͔ら背ϘτϜΛΏͬくΓ߱Ζ
ͯ͠ く͍ͩ͞ɻ

⁥ϔουϘーυΛऔ෇͚ く͍ͯͩ͞ɻʢ�2ページࢀরʣ

●この作業を行ったときは、復帰作業を行っ
て元の状態に戻すまで、電源プラグはコ
ンセントから抜いたままにしてください。

എϘτϜ എ͋͛ ϦϯΫ

εφοϓϐϯ

എΞΫνϡΤʔλʔ

⁡

⁢⁣

࿈݁ϐϯ

●背膝連動に設定している
場合は、背あげリンクを
しっかりと持って操作し
てください。背あげリン
クがさがり、けがをする
おそれがあります。

注  意
ちゅう　　　  い

手
動
背
さ
げ
に
つ
い
て
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2. 戻しかた
■停電の時には、電源が回復した後に、以下の手順
でベッドを元の状態に戻し、63～68ページの「�
組立後の点検」に従い、点検を行ってください。

●作業は２人以上で行っ
てください。手や腕な
どをはさまれ、けがを
するおそれがあります。

注  意
ちゅう　　　  い

Δ෦඼͢༺࢖ औ֎ͨ͠࿈݁ϐϯɺεφοϓϐϯ֤̍ຊ

⁞ϕουΛ͝࢖༻ͷํにϕου͔ら߱Γ͍͖ͯͨͩɺ৸
۩ŋϚοτϨεͳͲΛϕου͔ら߱Ζͯ͠ ͍ͩ͞ɻ

❷ϔουϘーυΛऔ֎ͯ͠ く͍ͩ͞ɻʢ��ページࢀরʣ

❸背ϘτϜͱ背あげϦンΫΛ࣋ͪあげɺ͑ࢧ く͍ͯͩ͞ɻ

●２モーターシリーズをご使用の場合、背
膝連動を解除し（「背あげ」に切換え）た
方が作業がしやすくなります。（37 ～
38ページ参照）

❹背ΞΫνϡΤーλーઌ୺ͷ݀ͱ背あげϦンΫͷ݀ͷ
ҐஔΛあΘͤɺऔ֎ͯ͠あͬͨ࿈݁ϐンΛࠩࠐΜで
く͍ͩ͞ɻ

❺࿈݁ϐン͕ൈ͚ͳ͍Α͏にεφοϓϐンΛࠩࠐΜで
く͍ͩ͞ɻ

⁣ϕουͷిݯϓϥάΛίンηンτにࠩࠐΜでく͍ͩ͞ɻ

⁤खݩεΠονΛૢ作ͯ͠ 背ϘτϜΛҰ൪Լ·で͞げͯ
く͍ͩ͞ɻ

⁥ϔουϘーυΛऔ෇͚ く͍ͯͩ͞ɻʢ�2ページࢀরʣ

എ͋͛ ϦϯΫ
എϘτϜ

എ͋͛ ϦϯΫഎΞΫνϡΤʔλʔ

εφοϓϐϯ

⁠

⁡⁢

࿈݁ϐϯ

手
動
背
さ
げ
に
つ
い
て

� 手動による背さげ操作（停電・故障時などの対応）
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� 定期点検と日常のお手入れ
1. 定期点検
■安全にご使用いただくために、1年に1回は定期的に点検してください。使用の頻度や環境により製品
は摩耗・劣化します。定期的に各部のゆるみ、可動部の動作、破損の有無などを点検してください。
　（点検項目は、63～68ページ「� 組立後の点検」を参照してください）

■異常が認められた場合や詳しい点検をご希望される場合は、パラテクノコールセンター（101ページ参照）
までお問い合せください。

2. 日常のお手入れ
●誤操作によるはさまれを予防するため、電源プラグをコンセントから抜いてお手

入れを行ってください。
●ベッドに水をかけて掃除しないでください。ショートして感電するおそれがあります。

警  告
けい　　　  こく

●ベッドのお手入れの際は、ベッド各部の突起部分でけがをしないように注意して
ください。注  意

ちゅう　　　  い

■消毒する場合
ɹ˔ඞͣԼهͷফಟࡎΛɺࢦఆͷೱ౓ɺফಟࡎͷऔѻઆ໌ॻͳͲͷࢦ示にैͬͯ く͍ͩ͞ɻ༺࢖͝
ɹɹ����ʙ����ˋ ফಟ༻Τλϊーϧ
ɹɹ����ʙ ��2ˋ ԘԽϕンβϧίχ΢ϜʢΦεόンͳͲʣ
ɹɹ����ʙ ��2ˋ ԘԽϕンθτχ΢ϜʢϋΠΞϛンͳͲʣ
ɹɹ����ˋ άϧίンࢎΫϩϧϔΩシジンʢώϏςンͳͲʣ
ɹɹ���2ʙ ����ˋ ࣍ѥԘૉࢎφτϦ΢ϜʢϛϧτンͳͲʣ
ɹɹ˞ผͷํ͕ϕουΛ࢖༻͢Δલに͸ɺϕουΛফಟ͢Δ͜ͱΛ͓͢͢Ί͠· ɻ͢

●揮発性のもの（シンナー、ベンジン、ガソリンなど）
やクレゾールは使用しないでください。変色・変質
するおそれがあります。

●消毒剤を使用する場合は、指定以外の薬品を使用
しないでください。破損・変質のおそれがあります。

●中性洗剤を使用した場合は、その後水拭きをしてく
ださい。水拭きをしないと樹脂の部分が割れるおそ
れがあります。

注  意
ちゅう　　　  い

த
ੑ
ચ
ࡎ ベ

ン
δ
ン

シ
ン
φ
ồ

Ψ
ι
Ϧ
ン

■オプションなど
　●各オプションに添付されている取扱説明書の指示に従ってください。
■マットレス
　●マットレスに添付されている取扱説明書の指示に従ってください。

■汚れを落とす場合（ベッド本体）
ɹ˔Լه⁞ʙ⁠ͷखॱでͯͬߦ く͍ͩ͞ɻ
ɹɹ⁞ਫでബΊͨதੑચࡎにͻͨͨ͠෍ΛΑく͠ ΅ͬͯ ১͍ く͍ͯͩ͞ɻ
ɹɹ ਫにͻͨͨ͠෍ΛΑく͠ ΅ͬͯ ɺͨͬ࢒ચࡎ෼Λ১͖औͬͯ く͍ͩ͞ɻ
ɹɹ͍ͨס⁠෍でͨͬ࢒ਫ෼Λ১͖औͬͯ く͍ͩ͞ɻ

●オゾン殺菌器、オートクレーブ滅菌器などには対応できません。

定
期
点
検
と
お
手
入
れ
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� 故障かな？と思ったら

■故障でない場合がありますので、修理を依頼される前にもう一度、以下の項目をチェックしてください。
■チェック ･処置をしても正常に動作しない場合は、ただちにベッドの使用を中止し、電源プラグをコンセ
ントから抜いて、販売店またはパラテクノコールセンター（101ページ参照）まで修理をご依頼ください。
■以下の症状により、電動で背さげをできない場合は、手動で背さげを行ってください。（78～79ページ参照）
■地震・火災・水害などで被災したベッドは、販売店またはパラテクノコールセンター（101ページ参照）
まで点検・修理をご依頼ください。電装品のショートや漏電による感電・火災、ベッドの変形による動作
の異常によって、けがをするおそれがあります。
■故障や一時的異常の場合は液晶表示パネルにエラーコードが表示されることがあります。エラーコードを
ご確認ください。
　※エラーコードはらくらくモーションシリーズのみ表示します。

ঢ়ଶʢ঱ঢ়ʣ खݩεΠονͷ
ϥϯϓݯి

खݩεΠονͷ
Τϥʔίʔυ νΣοΫ ॲஔ রϖʔδࢀ

ϘλϯΛԡ࡞ૢ˔
ͯ͠΋ɺϕου
͕ಈ͔ͳ͍ɻ

ফ౮ ʵ

ϓϥά͸ίϯηϯτݯి˔
Ε͍ͯ·͔͢ʁ·ࠐࠩʹ

ϓϥάΛίϯηϯݯి˔
τʹࠩࠐΜͰ͍ͩ͘͞ɻ ʵ

ϓϥά͸ίϯηϯτݯి˔
ݩΜͰ͍Δ͕ɺखࠐࠩʹ
εΠονͷిݯϥϯϓ͕
ফ͍͑ͯ·ͤΜ͔ʁ

˔ίϯηϯτʹଞͷిؾ
ΜࠐͷϓϥάΛࠩثػ
Ͱɺి͕ؾདྷ͍ͯΔ͔
Λ֬ೝ͍ͯͩ͘͠͞ɻ

ʵ

ৗ࣌ΦϨϯδͰ
఺౮ ʵ ʵ

˔ೖ �੾ϘλϯΛԡͯ͠ɺ
खݩεΠονͷిݯΛ
ʮೖʯʹ͍ͯͩ͘͠͞ɻ

��

ϘλϯΛԡ࡞ૢ
ͨ͠ͱ͖͚ͩɺ
ΦϨϯδͰ఺౮

ʵ ʵ
˔શࢭېεΠονΛԡ͠
ͯɺखݩεΠονͷϩο
ΫΛղআ͍ͯͩ͘͠͞ɻ

��

྘Ͱ఺౮ ʵ
˔ԡͨ͠ૢ࡞Ϙλϯͷૢ
બ୒ϥϯϓ͕ফ͑ͯ࡞
͍·ͤΜ͔ʁ

˔ಈ࡞෦Ґબ୒εΠον
Λૢͯ͠࡞ɺϘλϯૢ
Λ༗ޮʹઃఆͯ͘͠࡞
͍ͩ͞ɻ

��

ৗ࣌੺Ͱ଎͍఺
໓ʢ��� ඵຖʣ )�ɾ)�ɾ)� ʵ

˔Ұ౓ిݯϓϥάΛൈ͖ɺ
खݩεΠονͷిݯϥ
ϯϓ͕ফ͑ͨ͜ͱΛ֬
ೝͯ͠ɺ΋͏Ұ౓ίϯ
ηϯτʹࠩࠐΜͰͩ͘
͍͞ɻ

ʵ

ϘλϯΛԡͨ͠
ͱ͖͚ͩɺ੺Ͱ
଎͍఺໓ʢ���ඵ
ຖʣ

)� ˔࿈ଓ࢖༻͠·͔ͨ͠ʁ

˔ ��෼ؒ์ஔͯ͠ίϯ
τϩʔϧϘοΫε͕ྫྷ
͑ΔͷΛ଴ͬͯͩ͘͞
͍ɻ

ʵ

)�ɾ)�
˔ΞΫνϡΤʔλʔͷί
ωΫλʔ͕֎Ε͍ͯ·
ͤΜ͔ʁ

˔ΞΫνϡΤʔλʔͷί
ωΫλʔΛࠩ͠ͳ͓͠
͍ͯͩ͘͞ɻ

ʵ

エラーコード
電源ランプ

●手元スイッチ

※イラストは表示例
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ঢ়ଶʢ঱ঢ়ʣ खݩεΠονͷిݯϥϯϓ
खݩεΠονͷ
Τϥʔίʔυ νΣοΫ ॲஔ রࢀ

ϖʔδ

Ϙλϯ࡞ૢ˔
Λԡͯ͠΋ɺ
ϕου͕ಈ
͔ͳ͍ɻ

ϘλϯΛԡ͠
ͨͱ͖͚ͩɺ
੺Ͱ஗͍఺໓
ʢ�ඵຖʣ

6�

ࠩʹϓϥάΛίϯηϯτݯి˔
Ϙλϯ͕࡞Μͩͱ͖ʹɺૢࠐ
ԡ͞Ε͍ͯ·ͤΜ͔ʁ
˔ೖ �੾ϘλϯΛԡͯ͠खݩ
εΠονͷిݯΛೖΕΔͱ͖
ʹɺૢ࡞Ϙλϯ͕ԡ͞Ε͍ͯ
·ͤΜ͔ʁ

˔ԡ͞Ε͍ͯΔϘλϯΛ཭ͯ͠
͍ͩ͘͞ɻ ʵ

6� ˔Մಈ෦෼ʹো֐෺͸͋Γ·ͤ
Μ͔ʁ

˔ো֐෺ΛऔΓআ͍͔ͯΒɺૢ
ɻ͍ͩͯͬ͘͞ߦΛ࡞ ʵ

6� ˔ϕου্Ͱిثػྍ࣏ࢠͳͲ
Λ࢖༻͍ͯ͠·ͤΜ͔ʁ

Δ͢༺࢖ͳͲΛثػྍ࣏ࢠి˔
৔߹͸ɺిݯϓϥάΛൈ͍ͯ
͔Β͝࢖༻͍ͩ͘͞ɻ௨৴ঢ়
ଶͷҟৗΛݕ஌͢Δอػޢೳ
͕ಇ͍ͨ৔߹͕͋Γ·͢ɻނ
োͰ͸͋Γ·ͤΜɻ

ʵ

6�ɾ6�

˔࿈ଓ࢖༻͠·͔ͨ͠ʁʢΞΫ
νϡΤʔλʔ͕ա೤͢Δͱɺ
อػޢೳ͕ಇ͖ಈ͢ࢭఀ͕࡞
Δ৔߹͕͋Γ·͢ʣ

˔��෼์ஔͯ͠ɺΞΫνϡΤʔλʔ
͕ྫྷ͑ΔͷΛ଴͍ͬͯͩ͘͞ɻ
ʢ׬શʹྫྷ͑Δલʹૢ࡞Λ͠·
͢ͱɺ࠶౓఺໓ঢ়ଶʹͳΓ·
͢ɻ׬શʹྫྷ͑Δ·Ͱ์ஔ͠
͍ͯͩ͘͞ʣ

ʵ

Ϙͨ͠࡞ૢ˔
λϯͱҟͳ
Δ෦Ґ͕ಈ
Δɻ͢࡞

྘Ͱ఺౮

ʵ
˔಄ʢ଍ʣͷ͋͛ϘλϯΛԡ͠
ͨͱ͖ʹɺකʢഎʣ΋͕͞Γ
·͔ͨ͠ʁ

˔֯౓੍ػݶೳ͕ಇ͍͍ͯΔͨ
ΊͰɺނোͰ͸͋Γ·ͤΜɻ ��

ʵ ˔Β͘Β͘ಈ࡞දࣔɹɹ͕఺౮
͍ͯ͠·ͤΜ͔ʁ

˔എϘτϜͷಈ͕࡞Β͘ Β͘ Ϟʔ
γϣϯʹઃఆ͞Ε͍ͯ·͢ɻނ
োͰ͸͋Γ·ͤΜɻ

��ʙ ��

ʵ ˔ΞΫνϡΤʔλʔ͕ਖ਼͘͠഑
ઢ͞Ε͍ͯ·͔͢ʁ

˔ΞΫνϡΤʔλʔͷίωΫλʔ
Λ֎͠ɺਖ਼͘͠഑ઢ͔ͯ͠Βૢ
ɻ͍ͩͯͬ͘͞ߦΛ࡞

��ʙ ��

˔खݩεΠον
ͷ఺͓ݕ஌Β
ͤදࣔʢϥϯ
ϓʣ͕ ఺໓͠
͍ͯΔɻ

ʵ ʵ ʵ

˔ి૷඼ͷ఺ظ࣌ݕͰ͋Δ ͱ͜Λ
දࣔͯ͠ ͍· ɻ͢ൢചళ·ͨ͸
ύϥςΫϊίʔϧηϯλʔʢ���
ϖʔδࢀরʣ·Ͱ͝ ࿈བྷͩ͘ ͍͞ ɻ

��

֤ϙδγϣϯ
͕ਖ਼ৗʹͱΕ
ͳ͍

ʵ ʵ Մಈ෦෼ʹো֐෺͸͋Γ·ͤΜ
͔ʁ ো֐෺ΛऔΓআ͍͍ͯͩ͘͞ɻ ʵ

ϕουͷҠಈ
͕Ͱ͖ͳ͍
ʢΩϟελʔ
औ෇࣌ͷΈʣ

ʵ ʵ Ωϟελʔ͕ϩοΫ͞Ε͍ͯ·
ͤΜ͔ʁ

ΩϟελʔͷϩοΫΛղআͯ͠
͍ͩ͘͞ɻ ʵ

Ϙʔυ͕֎Ε
ͳ͍ ʵ ʵ Ϙʔυ͕ϩοΫ͞Ε͍ͯ·ͤΜ

͔ʁ
ϘʔυͷϩοΫΛղআͯͩ͘͠
͍͞ɻ ��

●修理のご依頼やお問い合せの際は、製品識別表示ラベル（41～ 43ページ参照）に表示された番号もあ
わせてご連絡ください。

エラーコード
電源ランプ

●手元スイッチ

※イラストは表示例
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� 長期保管と移動（移設）について
1. 長期保管
■長期にわたりベッドをご使用にならないときは下記の点にご注意ください
ɹ˔ߴԹɾଟ࣪ɾ௿Թɾס૩ɾ΄͜Γͷଟ͍৔ॴΛආ͚ く͍ͯͩ͞ɻ

Թ౓ʵ��ʙ��ˆɺ࣪౓��ʙ��ˋ3)ͷڥ؀でอ؅ͯ͠ く͍ͩ͞ɻ
˔औѻઆ໌ॻΛฆࣦ͠ͳ͍Α͏ɺେ੾にอ؅ͯ͠ く͍ͩ͞ɻ

■組みあがった状態でベッドを保管する場合
˔背ϘτϜɺකϘτϜΛਫฏにͯ͠ く͍ͩ͞ɻ
˔ϕουͷ͞ߴΛ࠷௿Ґஔ·で͞げ く͍ͯͩ͞ɻ
˔ϕουͷ্に͸ϚοτϨεҎ֎ͷ΋ͷΛͤࡌͳ͍でく͍ͩ͞ɻ
˔ϕου͸นにֻཱ͚ͯͨΓͤ ɺͣਫฏͳΏ・・͔にਫฏͷ··อ؅ͯ͠ く͍ͩ͞ɻ
ϓϥάΛίンηンτ͔らൈ͍ݯి˔ ɺͯిݯίーυΛ͸͞ΜͩΓ౿ΜͩΓ͠ ͳ͍৔ॴにଋͶ͓͍ͯ く͍ͯͩ͞ɻ

■分解して保管する場合（ベッドの分解は販売店にご依頼されることをおすすめします）
˔��ʙ��ページ「⬹�ϕουͷ෼ղํ๏」にैͬͯ ෼ղɾอ؅Λͯ͠ く͍ͩ͞ɻ
։͢Δ৔߹͸ɺ��ʙ࠶Λ༺࢖˞ �2ページ「⬯�ϕουͷ૊ཱํ๏」にैͬͯਖ਼͠く૊ཱͯͨޙɺ��ʙ
ɹ��ページ「⬱�૊ཱޙͷ఺ݕ」にै͍ɺ఺ݕΛͯͬߦく͍ͩ͞ɻ
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2. 移動（移設）
1. 組みあがった状態でベッドを移動（移設）する場合
˔背΍ࠊͳͲΛ௧Ίͳ͍Α͏ɺগͳくͱ΋�ਓでӡΜでく͍ͩ͞ɻ
˔ϕουΛ࢖༻ͯ͠ ͍Δํにϕου͔ら߱Γ͍͖ͯͨͩɺ৸۩ɺϚοτϨεΛ߱Ζ͠ɺΦϓションʢαΠυϨーϧɺ
ϕου༻άϦοϓͳͲʣΛऔ֎ͯ͠ く͍ͩ͞ɻ

˔Φϓションड͕͔ͬ͠Γͱݻఆ͞Ε͍ͯΔ͜ͱΛ֬ೝ͠ɺ頭ଆϑϨーϜͱ଍ଆϑϨーϜͷΦϓションडதԝ෦
ʢΦϓションऔ෇݀ͷؒʣͷϑϨーϜ෦Λ࣋ͬͯ ӡΜでく͍ͩ͞ɻ
˔खݩεΠονɺిݯίーυɺిݯϓϥάΛഁଛɺই͔らकΔͨΊଋͶ ϕͯουຊମにݻఆͯ͠ ӡΜでく͍ͩ͞ɻ

●オプション受のカバー上部や両端を持つと、カバーが破損してけがをするおそれ
があります。

●オプション受を持つ際、カバー裏面の突起部分に指などを触れないでください。
けがをするおそれがあります。

●キャスター（KQ-P90C）・キャスター付ハイトスペーサー（KQ-P90CH）を使用
する場合、段差や傾斜のある路面での移動は避けてください。故障の原因とな
ります。特にキャスター（KQ-P90C）を使用する場合、ベッドの部品とゆ

・

か
・

との
すき間が少ないため、ゆ

・

か
・

を傷つけるおそれがあります。やむを得ない場合はベッ
ドをできるだけゆっくりと動かして移動させてください。

注  意
ちゅう　　　  い

2. 分解して移動（移設）させる場合（ベッドの分解は販売店にご依頼されることをおすすめします）
˔ ��ʙ��ページ「⬹�ϕουͷ෼ղํ๏」にैͬͯ ෼ղͯ͠ く͍ͩ͞ɻ
։͢Δ৔߹͸ɺ��ʙ�2ページ�「⬯�ϕουͷ૊ཱํ๏」にैͬͯ࠶Λ༺࢖˞ ਖ਼͠く૊ཱͯͨޙɺ��ʙ��
ページ「⬱�૊ཱޙͷ఺ݕ」にै͍ɺ఺ݕΛͯͬߦ く͍ͩ͞ɻ

●移動（移設）の際、オプション受はオプション受のツメ
を本体の四角い穴に入れ、ノブボルトでしっかりと固定
した状態で持ってください。オプション受ががたついた
り外れたりして、けがをするおそれがあります。

●指定の場所以外を持って持ちあげたり運ばないでくだ
さい。ベッドが破損し、けがをするおそれがあります。

警  告
けい　　　  こく

ϊϒϘϧτ

࢛͍֯݀

͠ΊΔ

πϝ

Φϓγϣϯऔ෇݀

Φϓγϣϯडதԝ෦ʢΦϓγϣϯऔ෇݀ͷؒʣ
ͷϑϨʔϜ෦Λ࣋ͭ

Φϓγϣϯड
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ッ
ド
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� ベッドの分解方法

1. 分解作業の前に

■ベッドの分解は販売店に依頼することをおすすめしますが、ご自分で行う場合は以下の手順に従ってください。

●取外した連結ピン・スナップピンなどは、紛失しないように保管してください。
（組立付属部品が入っていたパックに収納することができます）

●ベッドの分解は手順に従って行ってください。手順どおりに行わないと、コード
類が断線したり、ベッドが破損・変形したりするおそれがあります。

●キャスター（KQ-P90C）・キャスター付ハイトスペーサー（KQ-P90CH）を使用
している場合は、キャスターを固定状態 （回転・旋回しない状態）にしてから作業
を行ってください。固定状態になっていない場合、分解作業中にベッドが動いて
思わぬけがをするおそれがあります。

注  意
ちゅう　　　  い

2. ヘッドボード・フットボードの取外し

⁞ϕουͷΦϓションʢαΠυϨーϧɾϕου༻άϦο
ϓͳͲʣΛϕου͔らऔ֎ͯ͠ く͍ͩ͞ɻ

❷৸۩ɾϚοτϨεͳͲΛϕου͔ら߱Ζͯ͠ く͍ͩ͞ɻ

Μでく͍ͩ͞ɻࠐϓϥάΛίンηンτにࠩݯి❸

❹ϕουͷ͞ߴΛҰ൪Լ·で͞げ く͍ͯͩ͞ɻ

❺背ϘτϜͱකϘτϜΛ࠷௿Ґஔ·で͞げ く͍ͯͩ͞ɻ

ϓϥάΛίンηンτ͔らൈ͍ݯి⁣ く͍ͯͩ͞ɻ

⁞ϔουϘーυࠨӈͷϘーυετούーΛ֎ͯ͠ く͍ͩɻ

❷ϔουϘーυΛਅ্に࣋ͪあげͯऔ֎ͯ͠ く͍ͩ͞ɻ

❸ϑοτϘーυ΋ಉ༷にऔ֎ͯ͠ く͍ͩ͞ɻ

Ϙʔυετούʔ

ϔουϘʔυ

ϑοτϘʔυ

Ϙʔυ
Ϙʔυετούʔ
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3. マットレス止めの取外し

❷ϚοτϨεࢭΊʢখʣΛਅ্に࣋ͪあげɺऔ֎͠ くͯ
͍ͩ͞ɻ
ʢ背ϘτϜɺ଍ϘτϜࠨӈ֤�ϲॴʣ

❸ϚοτϨεࢭΊʢେʣΛ͚܏ͳ͕らઌ୺Λ଍ϘτϜͷ
ͯ͠֎ら͔޸ؾۭ く͍ͩ͞ɻ

଍ϘτϜ

ϚοτϨεࢭΊʢେʣ

ϚοτϨεࢭΊ
ʢখʣ

⁞ϚοτϨεࢭΊʢখʣΛ಺ଆに౗ͯ͠ く͍ͩ͞ɻ

ベ
ッ
ド
の
保
管
・
分
解
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� ベッドの分解方法

ベ
ッ
ド
の
保
管
・
分
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⁞଍ϘτϜ 「͕଍ઌ͞げ」ͷঢ়ଶにͳͬͯ ͍Δ͜ͱΛ֬
ೝͯ͠ く͍ͩ͞ɻ
「˞଍ઌあげ」ͷঢ়ଶͷ৔߹に͸ɺ��ʙ�� ページΛ
রͯ͠ࢀ 「଍ઌ͞げ」ͷঢ়ଶに੾͑׵ く͍ͯͩ͞ɻ

4. ボトムの取外し
■ 4-1. 膝・足ボトムの取外し

❷εφοϓϐンΛൈ͍ ɺͯකɾ଍ϘτϜɺΩϡーϚϘτ
ϜͱϕουϑϨーϜΛ࿈͍݁ͯ͠Δ̡ࣈϐンΛൈ͖�
औͬͯ く͍ͩ͞ɻ

●Ｌ字ピンが抜きにくい場合は、膝ボトム
を少し持ちあげてください。

❸ਤͷΑ͏に଍ϘτϜεςーΛϘτϜͷ্͔ら͔ͭΜで
࣋ͪあげɺකɾ଍ϘτϜΛϕουϑϨーϜ͔らऔ֎͠
く͍ͯͩ͞ɻ

ϐϯࣈ-

εφοϓϐϯ

කɾ଍ϘτϜ

●足ボトムの状態に注意し
てください。「足先あげ」
の状態で作業を行うと、膝・
足ボトムを取外す際、足ボ
トムステーがステー受に
引っ掛り、ベッドが変形す
るおそれがあります。

注  意
ちゅう　　　  い

଍ϘτϜεςʔ
଍ϘτϜ

଍ϘτϜεςʔ εςʔड

●膝・足ボトムを逆向き
に折りたたまないでく
ださい。破損・変形す
るおそれがあります。

注  意
ちゅう　　　  い

଍ϘτϜ
කϘτϜ

͜ͷ͖͢ ΛೖΕͯɺ଍ϘτϜεςʔΛ͔ͭΜͰ࣋ͪ͋ࢦʹؒ ͛Δ

͜ͷ͖͢ ΛೖΕͯɺකϘτϜΛ࣋ͪ͋ࢦʹؒ ͛Δ
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Μでく͍ͩ͞ɻࠐϓϥάΛίンηンτにࠩݯి⁞

●らくらくモーションシリーズをお使いの
方は、らくらく切換ボタンを押して、「背
あげ」にしてから作業を行ってください。
（操作方法は21ページ参照）

■ 4-2. 背ボトムの取外し

❷खݩεΠονͷೖ �੾ϘλンΛԡͯ͠ ɺϕουͷిݯ
ΛೖΕ く͍ͯͩ͞ɻ

❸背ϘτϜΛ�� ·˃であげ く͍ͯͩ͞ɻ

ϓϥάΛίンηンτ͔らൈ͍ݯి❹ く͍ͯͩ͞ɻ

❺背ϘτϜͷཪͷ௏φοτΛऔ֎͠ɺ௏ϘϧτΛҾ͖
ൈ͍ͯऔ֎ͯ͠ く͍ͩ͞ɻ

⁣背ϘτϜΛ࣋ͪあげɺϦτϥϑϨーϜ͔らऔ֎ͯ͠ く
͍ͩ͞ɻ

എϘτϜ

蝶ボルト蝶ナット

ベ
ッ
ド
の
保
管
・
分
解
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� ベッドの分解方法

ベ
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ド
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管
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⁞ΩϡーϚϘτϜΛϕουͷ頭ଆにҾ͖ͳ͕らɺࠨӈͷ
ϘεΛϦτϥϑϨーϜ͔ら֎͠ɺΩϡーϚϘτϜΛऔ
֎ͯ͠ く͍ͩ͞ɻ

■ 4-3. キューマボトムの取外し

εΠονͷݩΈɺखࠐϓϥάΛίンηンτにࠩݯి❷
頭� �ʢらくらくモーションシϦーζͷ৔߹͸ɺらく
らくʗ頭� ʣϘλンΛԡ͠ ɺͯϦτϥϑϨーϜΛҰ
൪Լ·で͞げ く͍ͯͩ͞ɻ

ϓϥάΛίンηンτ͔らൈ͍ݯి❸ く͍ͯͩ͞ɻ

ϦτϥϑϨʔϜ

Ϙε
ΩϡʔϚϘτϜ

ϦτϥϑϨʔϜ

4. ボトムの取外し
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5. コード類の配線の取外し

⁞ϕーεϑϨーϜͷΫϦοϓにిݯίーυΛࢭΊ͍ͯ
Δ৔߹͸ɺΫϦοϓ͔らిݯίーυΛऔ֎ͯ͠ くͩ͞
͍ɻ

■ 5-1. 電源コードの取外し

ݻίーυΛ·ͱΊɺ଍ଆϑϨーϜにͻ΋ͳͲでݯి❷
ఆͯ͠ く͍ͩ͞ɻ

ͻ΋ͳͲ

ΫϦοϓ

ίʔυݯి

ベ
ッ
ド
の
保
管
・
分
解
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� ベッドの分解方法

ベ
ッ
ド
の
保
管
・
分
解

⁞背ΞΫνϡΤーλーͷίωΫλーΩϟοϓΛ൓࣌ܭճ
Γにճ͠ ɺͯίンτϩーϧϘοΫεͷࠩࠐ෦ʢ੨৭ʣ
͔らίωΫλーΛҾ͖ൈ͍ く͍ͯͩ͞ɻ

■ 5-2. 背アクチュエーター配線の取外し

❷背ΞΫνϡΤーλーͷέーϒϧΛ଍ଆϑϨーϜͷέー
ϒϧΫϦοϓʢ�ϲॴʣ͔ らऔ֎͠ɺ背ΞΫνϡΤー
λーଆ΁Ҿ͖ग़͠ く͍ͯͩ͞ɻ

❸ਤͷΑ͏にɺ背ΞΫνϡΤーλーͷέーϒϧΛϦτϥ
ϑϨーϜͷ্にҾ͖ग़͠ɺ背ΞΫνϡΤーλーͷΫ
Ϧοϓ෦にݻఆͯ͠ く͍ͩ͞ɻ

●コントロールボックスの保護のため、
キャップは必ず差込んでください。

❹૊ཱͯͷࡍにऔ֎ͨ͠ΩϟοϓΛɺίンτϩーϧϘο
Ϋεͷ背ΞΫνϡΤーλーࠩࠐ෦ʢ੨৭ʣにࠩࠐΜで
く͍ͩ͞ɻ

●コネクター部を落としたり、衝撃を加えたり、はさんだりしないでください。コ
ネクター部が破損するおそれがあります。

●搬送・保管時は背アクチュエーターのクリップ部にケーブルを固定してください。
注  意
ちゅう　　　  い

എΞΫνϡΤʔλʔέʔϒϧ

γʔϧʢ੨ʣ

ϚʔΫόϯυʢ੨ʣ

ίϯτϩʔϧϘοΫεഎΞΫνϡΤʔλʔ
ίωΫλʔΩϟοϓ

എΞΫνϡΤʔλʔ

ΫϦοϓ෦

ϦτϥϑϨʔϜͷ্ʹҾ͖ ग़͢

෦ࠐࠩ

Ωϟοϓ γʔϧʢ੨ʣ

5. コード類の配線の取外し
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⁞ϋΠϩーΞΫνϡΤーλーͷίωΫλーΩϟοϓΛ൓
ճΓにճͯ͠ܭ࣌ ɺίンτϩーϧϘοΫεͷࠩࠐ෦ʢന
৭ʣ͔ らίωΫλーΛҾ͖ൈ͍ く͍ͯͩ͞ɻ

■ 5-3. ハイローアクチュエーター配線の取外し

❷έーϒϧΛϋΠϩーΞΫνϡΤーλーͷΫϦοϓ෦に
ఆͯ͠ݻ く͍ͩ͞ɻ

●コントロールボックスの保護のため、
キャップは必ず差込んでください。

❸૊ཱͯͷࡍにऔ֎ͨ͠ΩϟοϓΛɺίンτϩーϧϘο
ΫεͷϋΠϩーΞΫνϡΤーλーࠩࠐ෦ʢന৭ʣにࠩ
Μでく͍ͩ͞ɻࠐ

●コネクター部を落としたり、衝撃を加えたり、はさんだりしないでください。コ
ネクター部が破損するおそれがあります。

●搬送・保管時はハイローアクチュエーターのクリップ部にケーブルを固定してくだ
さい。

注  意
ちゅう　　　  い

P.93 P.94

ίϯτϩʔϧϘοΫε

ϋΠϩʔΞΫνϡΤʔλʔ

ϋΠϩʔΞΫνϡΤʔλʔ

ΫϦοϓ෦

Ωϟοϓ

෦γʔϧʢനʣࠐࠩ

ϋΠϩʔΞΫνϡΤʔλʔ
ίωΫλʔΩϟοϓ ίϯτϩʔϧ

ϘοΫε

ϚʔΫόϯυʢനʣ
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6. 背膝連動幹の取外し

❸背ක࿈動װΛ଍ଆにͣら͠ɺ背ක࿈動װͷ݀"ͱ
଍ଆϑϨーϜͷϒϥέοτͷ݀#ͷҐஔΛあΘͤɺ
❷でऔ֎ͨ͠࿈݁ϐンͱεφοϓϐンで背ක࿈動װ
Λݻఆͯ͠ く͍ͩ͞ɻ

❹੾ۚ׵۩͕動͔ͳ͍Α͏にɺͻ΋ͳͲでݻఆ͠ くͯ
͍ͩ͞ɻ

εφοϓϐϯ
എක࿈ಈװ

࿈݁ϐϯ

੾ۚ׵۩

εφοϓϐϯ

എක࿈ಈװ

എක࿈ಈװ

଍ଆϑϨʔϜ
ϒϥέοτ

̗݀ ̖݀

࿈݁ϐϯ

੾ۚ׵۩

ͻ΋ͳͲ

⁞ઃఆ 「͕背あげ」ঢ়ଶにͳͬͯ ͍Δ͜ͱΛ֬ೝͯ͠ く
͍ͩ͞ɻ
˞背ක࿈動にઃఆͯ͠ ͍Δ৔߹͸ɺ��ページΛࢀ
রͯ͠੾ۚ׵۩Λあげɺ背ක࿈動Λղআ͠ くͯͩ
͍͞ɻ

❷背ක࿈動װΛ͑ࢧͳ͕らઌ୺ʢ頭ଆʣͷεφοϓϐ
ンΛൈ͍ ɺͯ࿈݁ϐンΛҾ͖ൈ͖ɺ背あげϦンΫ͔
ら背ක࿈動װΛऔ֎ͯ͠ く͍ͩ͞ɻ

●連結ピンを取外す際は、背膝連動幹を手
で支えてください。
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7. 頭側フレームの取外し

⁞ϦτϥϑϨーϜΛͻ΋ͳͲでݻఆͯ͠ く͍ͩ͞ɻ

❷頭ଆϑϨーϜͱ଍ଆϑϨーϜΛݻఆͯ͠ ͍ΔϊϒϘϧ
τΛऔ֎ͯ͠ く͍ͩ͞ɻʢࠨӈ֤̍ ϲॴʣ

●背アクチュエーターのケーブルが他のユ
ニットのフレームなどを通っていないこ
とを確認してください。

❸頭ଆϑϨーϜΛ଍ଆϑϨーϜ͔らऔ֎ͯ͠ く͍ͩ͞ɻ

ͻ΋ͳͲ

ϊϒϘϧτ

಄ଆϑϨʔϜ

଍ଆϑϨʔϜ

●背アクチュエーター・リトラフレームな
どを持って、運搬や分解を行わないでく
ださい。けがや破損の原因となります。注  意

ちゅう　　　  い ϦτϥϑϨʔϜ

എΞΫνϡΤʔλʔ

●オプション受を格納するとユニットを小さくできます。（格納方法は33～34ページ参照）

ベ
ッ
ド
の
保
管
・
分
解
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8. 足側フレームの取外し

⁞කあげϦンΫΛͻ΋ͳͲでݻఆͯ͠ く͍ͩ͞ɻ

❷खݩεΠονίーυΛͻ΋ͳͲで଍ଆϑϨーϜにݻఆ
ͯ͠ く͍ͩ͞ɻ

❸଍ଆϑϨーϜͱϕーεϑϨーϜΛ࿈݁ͯ͠ ͍Δεφο
ϓϐンΛൈ͍ ɺͯ࿈݁ϐンΛऔ֎ͯ͠ く͍ͩ͞ɻʢࠨ
ӈ֤�ϲॴʣ

❹଍ଆϑϨーϜͷઌ୺Λগ࣋ͪ͠あげͳ͕らɺਤͷΑ
͏にϕーεϑϨーϜͷϩーϥー͕଍ଆϑϨーϜͷϩー
ϥーडͷ͖ܽ෦にくΔ·でɺ頭ଆにεϥΠυͤ͞ くͯ
͍ͩ͞ɻ

❺଍ଆϑϨーϜͷઌ୺Λ࣋ͪあげ ɺͯϕーεϑϨーϜ
͔らऔ֎ͯ͠ く͍ͩ͞ɻ

※ハイトスペーサー（KQ-027A）・キャスター付ハ
イトスペーサー（KQ-P90CH）を使用している
場合は、❹以降の作業は96ページ「ハイトスペー
サー（KQ-027A）・キャスター付ハイトスペー
サー（KQ-P90CH）を使用している場合」を参
照ください。

●膝あげリンクやケーブルガイド、コントロールボッ
クス周辺部を持って運搬や分解を行わないでくだ
さい。けがや破損の原因となります。

注  意
ちゅう　　　  い

ίϯτϩʔϧϘοΫε

έʔϒϧΨΠυ

ක͋͛ ϦϯΫ

εφοϓϐϯ

ͻ΋ͳͲ

࿈݁ϐϯ

ϕʔεϑϨʔϜ

ϕʔεϑϨʔϜ

଍ଆϑϨʔϜ

଍ଆϑϨʔϜ

ઌ୺

Ϙʔυड

ϕʔεϑϨʔϜ

଍ଆϑϨʔϜ

͖ܽ෦

⁡⁢

■オプション受を格納するとユニットを小さくできます。（格納方法は33～34ページ参照）

●キャスター（KQ-P90C）を使用してい
る場合は、キャスターの取扱説明書に従っ
て、キャスターを正しく取外してください。



96

使
用
目
的
・
特
長

注
意
事
項

ベ
ッ
ド
の
使
用
方
法

ベ
ッ
ド
の
組
立
方
法

オ
プ
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

手
動
背
さ
げ
に
つ
い
て

定
期
点
検
と
お
手
入
れ

故
障
か
な
？
と
思
っ
た
ら

࢓
༷
・
Ξ
ϑ
λ
ồ
α
ồ
Ϗ
ε

ベ
ッ
ド
の
保
管
・
分
解

■ハイトスペーサー（KQ-027A）・キャスター付ハイトスペーサー（KQ-P90CH）を使用している場合

● 作 業は 2 人 以 上で
行ってください。手
や腕などをはさまれ、
けがをするおそれが
あります。

注  意
ちゅう　　　  い

❹଍ଆϑϨーϜΛ̎ਓҎ্で࣋ͪɺϕーεϑϨーϜ
ͷϩーϥー͕଍ଆϑϨーϜͷϩーϥーडͷ͖ܽ෦
ͷਅ্にくΔ·で଍ଆϑϨーϜΛ頭ଆにεϥΠυ͞
ͤ く͍ͯͩ͞ɻ

●ハイトスペーサー（KQ-027A）・
キャスター付ハイトスペーサー（KQ-
P90CH）の取扱説明書もあわせてご確
認ください。

❺଍ଆϑϨーϜΛ࣋ͪあげ ɺͯϕーεϑϨーϜ͔ら
औ֎ͯ͠ く͍ͩ͞ɻ

࣠ ΋͕͏ Ұஈ
಺ଆ΁ೖΓ·͢ ɻ

キャスター・ハイトスペーサーなどを使用する場合や、ベースフレームから脚座を取外して保管したい場合
は、以下の手順に従って脚座を取外してください。

●ベースフレームから脚座を取外すときは、ベッドを分解してベースフレーム                        
のみの状態にしてから作業を行ってください。けがをするおそれがあります。注  意

ちゅう　　　  い

ఆͯ͠ݻΛ࠲٭⁞ ͍ΔϓοシϡϦϕοτͷ࣠ΛΧνοͱԻ
͕͢Δ·でɺࢦでԡࠐΜでݻఆΛղআͯ͠ く͍ͩ͞ɻ
Έա͗ͳ͍Α͏に஫ҙ͠ࠐΊͳ͍৔߹͸ɺԡࠐでԡࢦ˞
ͳ͕らυϥΠόーͳͲでܰくԡࠐΜでく͍ͩ͞ɻ

❷ϓοシϡϦϕοτΛ͔࠲٭らऔ֎ͯ͠ く͍ͩ͞ɻ

ͯ͠֎ΛϕーεϑϨーϜ͔らऔ࠲٭❸ く͍ͩ͞ɻʢ̐ϲॴʣ

●脚座とプッシュリベットは、紛失しない
よう袋などに入れて保管してください。

͸ɺϓοシϡϦϕοτͷ࣠Λԡࡍ౓औ෇͚Δ࠶Λ࠲٭˞
ग़ͯ͠ ͔ら࢖༻ͯ͠ く͍ͩ͞ɻ

࠲٭

ϕʔεϑϨʔϜ

औ֎͠ ͷঢ়ଶޙͨ औ෇ Δ͚ࡍͷঢ়ଶ

࣠Λԡ͢

࣠

脚座を取外したいときは

ϕʔεϑϨʔϜ

଍ଆϑϨʔϜ

˞Πϥετ͸,2����"

଍ଆϑϨʔϜ

͖ܽ෦

ϕʔεϑϨʔϜ

ϩʔϥʔड

ϩʔϥʔ
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9. 付属部品と分解したユニットの保管
■付属品、組立付属部品、その他部品の保管
ϕουΛ෼ղͨ͠ޙɺຊऔѻઆ໌ॻ͓ΑͼԼهͷ૊ཱ෇ଐ෦඼ɺͦͷଞͷ෦඼ΛାͳͲにೖΕͯอ؅ͯ͠ くͩ
͍͞ɻʢ૊ཱ෇ଐ෦඼͸ɺ։ࠝ࣌に෦඼͕ೖͬͯ ͍ͨύοΫにऩೲ͢Δ͜ͱ͕で͖·͢ʣ

●手元スイッチ、電源コードは束ねて足側フレームと
　一緒に保管してください。
●梱包するときは、取扱説明書、付属品などが梱包
　されていることを見やすい所に明記しておくと、後
　日開梱するときに便利です。

●ボードを重ねるときは、金具でボードが傷
つかないように当てものをしてください。

❷ϕーεϑϨーϜ

❸଍ଆϑϨーϜ

❺Ϙーυ

ϔουϘʔυ

ϑοτϘʔυ

˙
෇
ଐ
඼

˙
組
立
෇
ଐ
෦
඼

˙
ͦ
の
ଞ
の
෦
඼

ϕουͷํ͍࢖
ຕ̍

औ
ѻ
આ
໌
ॻ
�
࡭

͢
͖
ؒ
͓
Α
ͼ
電
装
品
ʹ
ͭ
͍
ͯ
ͷ

ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
஫
ҙ
ࣄ
߲
�
ຕ

อ
ূ
ॻ
�
ຕ

ϚοτϨεࢭΊʢେʣ

ϚοτϨεࢭΊʢখʣ̫ �

௏Ϙϧτ̫ �

௏φοτ̫ �

ϊϒϘϧτ̫ � εφοϓϐϯ̫ �

ϐϯ̫ࣈ- �

࿈݁ϐϯ̫ �

❹ϘτϜ

⁞頭ଆϑϨーϜ

എϘτϜ
ΩϡʔϚϘτϜ

කɾ଍ϘτϜ

� ベッドの分解方法

ベ
ッ
ド
の
保
管
・
分
解
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� 仕 様

߲໨ Օॴ
a શ෯ ๏ੇܗ֎େ࠷ <Φϓγϣϯड֨ೲ࣌ੇ๏>
b શ௕ ๏ੇܗ֎େ࠷
c ͷ௕ؒ͞࠲٭ ͷத৺ؒ௕͞࠲٭
d ϘτϜͷ͞ߴ Ώ͔ʙϘτϜ্໘ʢ࠷௿͞ߴʙ͞ߴߴ࠷ʣ
e ϔουϘʔυ͞ߴ ϘτϜ্໘ʙϔουϘʔυ্୺
f ϑοτϘʔυ͞ߴ ϘτϜ্໘ʙϑοτϘʔυ্୺

Β͘Β͘ϞʔγϣϯγϦʔζ �ϞʔλʔγϦʔζ

ベ
ッ
ド
本
体

���cN෯
ϨΪϡϥʔ

൪ܕ ,2����� ,2�����
ੇ๏ʢcNʣ a����< ֨ೲɿ���>ɹb����ɹc����ɹd��� ʙ ��ɹe���ɹf���
੡඼࣭ྔ ��LH ����LH

ίʔυ௕͞ݯి ༗ޮ௕͞ �N
Ϟʔλʔ਺ �Ϟʔλʔ �Ϟʔλʔ
खݩεΠον ӷথλΠϓ �Ϙλϯ -&%λΠϓ �Ϙλϯ

主
な
材
質

Ϙʔυ .%'ͳͲɺΦϨϑΟϯܥγʔτ
ϘτϜ ενʔϧ੡ʜిணɾคମృ૷্͛࢓ʢҰ෦थࢷ੒ܗ඼ʣ

಄ଆ
ϑϨʔϜ

ຊମ ενʔϧ੡ʜిணɾคମృ૷্͛࢓ʢҰ෦थࢷ੒ܗ඼ʣ
ΦϓγϣϯडΧόʔ "#4थࢷɺΦϨϑΟϯܥγʔτ

଍ଆ
ϑϨʔϜ

ຊମ ενʔϧ੡ʜిணɾคମృ૷্͛࢓ʢҰ෦थࢷ੒ܗ඼ʣ
ΦϓγϣϯडΧόʔ "#4थࢷɺΦϨϑΟϯܥγʔτ

ϕʔεϑϨʔϜ ενʔϧ੡ʜిணɾคମృ૷্͛࢓ʢҰ෦थࢷ੒ܗ඼ʣ
େར༻ऀମॏ࠷ ���LH
҆શಈ࡞ՙॏ˞� ���LHʢ����/ʣ
�˞େϚοτϨεް࠷ ����cN

ಈ࡞อূ৚݅ Թ౓ʗ࣪౓ ��ʙ ��ˆʗ ��ʙ ��ˋ 3)
എ͋͛֯ࣼ܏౓ʗॴཁ࣌ؒ �ʙ ��ʶ �˃ʗ ��ඵʢී௨ʣɾ��ඵʢ଎͍ʣ
ක͋͛֯ࣼ܏౓ʗॴཁ࣌ؒ �ʙ ��ʶ �˃ʗ ��ඵ �ʙ ��ʶ � ʢ˃എක࿈ಈ࣌ʣ
ঢ߱͞ߴௐઅྔʗॴཁ࣌ؒ˞� ��cNʗ ��ඵʢී௨ʣɾ��ඵʢ଎͍ʣ
଱༻ؒظʢ༧ଌ଱༻ؒظʣ �೥ɹ˞ͨͩ͠ɺফ໣෦඼͸আ͘

■各部の寸法

a

b

c

e

d

f

˔ a ʙ f ͷੇ๏͸ɺ্هදʹ͍ͯ͠ࡌه·͢ɻ

電
装
品

ɹɹࣜܗ ϦχΞΞΫνϡΤʔλʔʢ%$Ϟʔλʔʣ
ѹɺप೾਺ిݯి "$���7ɺ�����)[

ফඅిྗ എ͋͛ɿ���8ҎԼɹක͋͛ɿ��8ҎԼɹ͞ߴௐઅɿ���8ҎԼ
଴ྗిػ �8ҎԼ

ؒ࣌༺࢖େ࿈ଓ࠷ �෼ʢؒ࣌ࢭٳɹ��෼˞�ʣ
ಈ࡞Ի ��d# ҎԼ

˞ �ʣ� ҆શಈ࡞ՙॏɿϕουΛ҆શʹ࢖༻Ͱ͖Δՙॏɻʢར༻ऀମॏͱϚοτϨε΍ΦϓγϣϯͳͲͷ෇ଳ෺ͷ߹ܭՙॏʣ
˞ �ʣ� αΠυϨʔϧ࢖༻࣌ʹద߹͢Δฐࣾ੡ͷ࠷େϚοτϨεްɻ
� ஫ʣ+*4 େϚοτϨεް͸ҎԼͷͱ͓ΓͰ͢ɻ࠷Λຬͨ֨͢ن
� ɹɹ,4����2ɾ���2ɾ���2γϦʔζ�ɿ��cN�
� ɹɹ,4����2γϦʔζɾ,4����"� ɿ��cN�
� ɹɹ,4����2γϦʔζ� ɿ��cN
� ɹɹ,4����"ɾ,4����"�#ɾ,4����"�ɿ��cN
� ɹɹ˞্ه੡඼Λ૊߹ͤͯ࢖༻͢Δ৔߹͸ɺੇ๏͕খ͍͞΋ͷΛج४ʹ͍ͯͩ͘͠͞ɻ

˞ ,4����2γϦʔζɺ,4����2γϦʔζɺ,4����2γϦʔζɺ,4����2γϦʔζɺ,4����2γϦʔζͷৄࡉʹ
͖ͭ·ͯ͠͸ɺ��ϖʔδͷʮద߹දʯΛࢀর͍ͯͩ͘͠͞ɻ

˞ �ʣ� ॴཁ࣌ؒ͸͋͛Δࡍͷ࣌ؒͰ͢ɻ͛͞ΔࡍʹΏ
ㅡ
͔
ㅡ
͔ΒϘτϜ্໘·Ͱͷ͕͞ߴ ��cNʹୡͨ࣌͠఺Ͱ҆શੑ֬อͷͨ

Ίϒβʔ͕໐ΓҰ୴ఀ͠ࢭ·͢ɻ࠶౓͛͞͞ߴϘλϯΛԡ͢ͱϒβʔΛ܁Γฦ͠໐Β͠ͳ͕Β௿଎Ͱ࠷௿͞ߴ·Ͱ͞
͕ΔͨΊɺॴཁ࣌ؒ͸ҟͳΓ·͢ɻ

˞ �ʣ� ϕουΛ࠷େ࿈ଓ࢖༻࣌ؒʢ�෼ʣಈͨͤ͞࡞৔߹ɺి૷඼Λա೤͔Βอ͢ޢΔͨΊͷ࣌ؒɻ
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� 適合オプションの組合せと取付位置について

■適合オプションの組合せと取付位置は、下図を参照して正しく取付けてください。
　正しい組合せと取付位置を「○」で、誤った組合せと取付位置を「×」で表しています。

ベッド用グリップを使用する場合

■各オプションを頭側と足側で入れ替えた場合も同様です。

●正しい組合せと取付位置については、モーター数が異なる場合も同じです。
　※「ロング」はベッド足側に延長フレームが取付きます。
●各オプションにソフトカバー、クリアカバーおよびサクっとポケットを取付けた場合の正しい組
合せと取付位置も同じです。
●ご不明な点がありましたら、お買い上げの販売店または直接弊社までお問い合せください。

●ベッド用グリップ、サイドレールは正しい組合せを確認した上でご使用ください。
　意図せぬすき間の発生により、けがをするおそれがあります。警  告

けい　　　  こく

● KS-098A
● KS-099A/B

● KS-098A
● KS-099A/B
　　　＋
● KS-151Q

● KS-098A
● KS-099A/B
         ＋
● KS-191Q

● KS-098A
● KS-099A/B
         ＋
● KS-098A
● KS-099A/B

● KS-098A
● KS-099A/B
         ＋
● KS-161Q・171Q・111Q シリーズ

● KS-098A
● KS-099A/B
         ＋
● KS-019A

● KS-098A
● KS-099A/B
         ＋
● KS-030A

● KS-030A ● KS-030A
         ＋
● KS-151Q

● KS-030A
         ＋
● KS-030A

● KS-030A
         ＋
● KS-191Q

● KS-030A
         ＋
● KS-161Q・171Q・111Q シリーズ

● KS-030A
         ＋
● KS-019A
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　ベッドサイドレールを使用する場合

■各オプションを頭側と足側で入れ替えた場合も同様です。
■別シリーズのサイドレールの組合せでは高さに差が生じる場合があります。

● KS-019A ● KS-161Q・171Q・111Q シリーズ
　　　＋
● KS-151Q

● KS-161Q・171Q・111Q シリーズ
　　　　　　＋
● KS-161Q・171Q・111Q シリーズ

● KS-161Q・171Q・111Q シリーズ ● KS-151Q ● KS-191Q

● KS-151Q
　　　＋
● KS-151Q

● KS-151Q
　　　＋                    
● KS-191Q

● KS-161Q・171Q・111Q シリーズ
　　　＋                    
● KS-019A

● KS-151Q
　　　＋
● KS-019A

● KS-019A
　　　＋
● KS-019A

● KS-191Q
　　　＋
● KS-161Q・171Q・111Q シリーズ

● KS-191Q
        ＋
● KS-191Q

● KS-191Q
        ＋
● KS-019A
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� アフターサービスについて

２. 修理を依頼されるとき
取扱説明書の 81～ 82 ページ 「⬷�故障かな？と思ったら」に従って調べてください。それでも直らないと
きは、ベッドの電源プラグをコンセントから抜いて、お買い上げの販売店または弊社製品の修理受付窓口で
あるパラテクノコールセンター（下記参照）までご連絡ください。

■連絡していただきたい内容
●品名、品番、製品識別表示ラベルの番号（ラベルの貼付位置は 41～ 43 ページ参照）　●お買い上げ日
●故障または異常の内容（できるだけ詳しく）　●お名前、ご住所および電話番号

■消耗部品について
●手元スイッチは消耗部品です。

保証期間内は

保証期間が過ぎているとき

保証書の記載内容に基づき無償で修理いたします。ただし、保証期間内でも修理が有償になる場合があり
ます。詳しくは保証書をご覧ください。

修理により使用できる製品については、ご要望により有償で修理いたします。

3. 部品の最低保有年数は
弊社ではこのベッドの補修用性能部品（製品の機能を維持するために必要な部品）の最低保有期間を製造
打ち切り後８年としております。

1. 保証書
保証書は、必ず「販売店・お買い上げ日」などの記入をお確かめになり、記載内容をよくお読みいただき大
切に保管してください。保証期間はお買い上げ日より1年間です。

販売店名・お買い上げ日の記入が無い場合は、品番・販売店・お買い上げ日が確認できるように、製品
をお買い上げの領収書などを保証書と一緒に保管してください。

4. アフターサービスについてご不明な場合
お買い上げの販売店、またはパラテクノコールセンターまでお問い合せください。
パラテクノコールセンター  70120-54-8639
受付時間：平日 8：00 ～18：00 ／土・日・祝日 9：00 ～17：00（年始は休業いたします）

【パラテクノ株式会社について】
弊社製品の修理や保守点検などの各種サービスを実施する会社です。

< パラマウントベッド 株式会社 >
ຊɹɹɹ���ࣾ ˟ �3����70 ౦ ژ ౎ ߐ ౦ ۠ ౦ ࠭ 2 ஸ ໨ � � ൪ � ߸ 	03
3��������ʢେ୅ʣ
౦ࢧ��ژ����ళ ˟ �3����70 ౦ ژ ౎ ߐ ౦ ۠ ౦ ࠭ 2 ஸ ໨ � � ൪ � ߸ 	03
3������7�ʢ୅ʣ
��ళࢧ����ຈࡳ ˟ 0�0�00�2 தԝ۠ೆࢢຈࡳ 2 ৚੢ � 3 ஸ໨ 3 � � ൪஍ � � 	0��
27������ʢ୅ʣ
ઋ��୆ࢧ����ళ ˟ 9���00�� ઋ ୆ ࢢ ए ྛ ۠ Է ொ 2 ஸ ໨ 3 ൪ ஍ ͷ 3 � 	022
239��2��ʢ୅ʣ
ళࢧ·͍ͨ͞ ˟33��09�7 ͞ ͍ ͨ · ࢢ ྘ ۠ ඒ Ԃ 3 ஸ ໨ 2 3 ൪ � 	0��
�7��0�00ʢ୅ʣ
ԣ��඿ࢧ����ళ ˟ �9��000� ౦ ژ ౎ ொ ా ࢢ ௽ ؒ � ஸ ໨ 3 ൪ 3 3 ߸ 	0�2
79����00ʢ୅ʣ
�ళࢧ��԰ݹ໊� ˟ ����000� ໊ ݹ ԰ ࢢ ౦ ۠ ઘ � ஸ ໨ 2 0 ൪ � 7 ߸ 	0�2
9�3�0�00ʢ୅ʣ
େࢧ��ࡕ����ళ ˟ ��0�000� େ ࡕ ࢢ ੢ ۠ ౔ ࠤ ງ 2 ஸ ໨ 3 ൪ 3 3 ߸ 	0�
���3��79�ʢ୅ʣ
��ళࢧ����ౡ޿ ˟ 733�00�� ޿ ౡ ࢢ ੢ ۠ ԣ ઒ ொ 3 ஸ ໨ � ൪ � ߸ 	0�2
293��3��ʢ୅ʣ
෱��Ԭࢧ����ళ ˟ ��2�00�3 ෱ Ԭ ࢢ ത ଟ ۠ ത ଟ Ӻ ౦ 3 ஸ ໨ � � ൪ 2 0 ߸ 	092
������3�ʢ୅ʣ

࢓
༷
・
Ξ
ϑ
λ
ồ
α
ồ
Ϗ
ε



102

使
用
目
的
・
特
長

注
意
事
項

ベ
ッ
ド
の
使
用
方
法

ベ
ッ
ド
の
組
立
方
法

オ
プ
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

手
動
背
さ
げ
に
つ
い
て

定
期
点
検
と
お
手
入
れ

故
障
か
な
？
と
思
っ
た
ら

ベ
ッ
ド
の
保
管
・
分
解

࢓
༷
・
Ξ
ϑ
λ
ồ
α
ồ
Ϗ
ε

メモ



�������
੡൛ɿࣜגձࣾ ϋϧ




